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Environments 


X 680 x 0 版の IfeX システムは、いくつかの環境変数を参照します。こ 
れらの環境変数には、 UNIX 上で動作するオリジナルの TfeK から受け 
継がれたもののほか、インストール作業などの効率化の観点から提案され 
たものまで含まれます。本章では、このような一連の環境変数を、 

フォントマネージャ、プレビューア、プリンタドライバ、 METRFONT , 
makefont という、それぞれの実行環境ごとに説明することにしましよう。 







Chapter 1 —— Environments 



1.1 


TeX の環境変数 


IfeK は、以下の環境変数を参照します。 


• TEXINPUTS 


• TEXFORMATS 


• TEXEDIT 


• TEXF0NTS 


• TEXP00L 


fmt ファイルの検索パスの指定 
入カファイルの検索パスの指定 
tfm ファイルの検索パスの指定 
ptex . pool の検索パスの指定 
連動するエディタの指定 


本書の添付ディスクのインストーラでインストールを行った場合、これらの環 
境変数は適切に設定されていますから、 T & の動作について十分な知識がないう 
ちに、これらの環境変数の設定を変更するのは避けてください。トラブルの原因 
になります。 

なお、は“ヽ”（“琴”）をパスの区切りとして認識しませんので、ディレ 
クトリを指定するためには“\”（“ ¥”）のかわりに“/”を用いなければなりま 
せん。 
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1.1 —IfeK の環境変数 


TEXFORMATS fmt ファイルの検索パスの指定 


解説： カレントディレクトリに fmt ファイルが発見できなかった場合に検索 
するディレクトリを指定します。“；”で区切ることで、複数のパスを 
指定することができます。 


A>set TEXFORMATS=A:/MYFMTOjB:/MYFMT1/L0CAL 


TEXINPUTS 入カファイルの検索パスの指定 


解説： コマン ドライ ンやコント ロール. シーケンス “\ input ” で指定され 
たファイルを検索するディレクトリを指*定します。“；”で区切ること 
で、複数のパスを指定することができます。 


A>set TEXINPUTS=A:/MYINPUT ; B : /INPUT/LOCAL 
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TEXFONTS tfm ファイルの検索パスの指定 


解説：で使うフォントの情報が記述されている tfm ファイルを検索す 
るディレクトリを指定します。“；”で区切ることで、複数のパスを指 
定することができます。 


A>set TEXFONTS=A:/MYFONTS ; B : /FONT/LOCAL 


TEXPOOL ptex.pool の検索パスの指定 


解説：¥の実行ファイルが必要とする ptex . pool を検索するディレクト 
リをす旨定します。 

ptex . pool は、 T ^ jX の実行フ ァイ ルが エラー メ ッセージやエラーに 
関する詳細な情報を出力する際に必要とするファイルです。 initex.x 
によって fmt ファイルを作成する時点で fmt ファイル内に読み込ま 
れます。このため、環境変数 TEXPOOL の設定は initex . x の実行時 
にのみ必要とされますので、 fmt ファイルを頻繁につくらない人は必 
要なときだけ指定しても実用上問題ありません。 


A>set TEXPOOL=A:/PQOLDIR 
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1.1 — T ] rX の環境変数 


TEXEDIT 連動するエディタの指定 


解説： ¥は、処理するソースにエラーを発見すると、対話的に作成者の 
指示を仰ぎますが、そのとき “ e ” を入力することでエディタの起動、 
および処理中ファイルの当該行へのジャンプを指示し、 T ^ K を終了さ 
せることができます。 

そのとき使用するエディタを、この環境変数で指定します。指定の書 
式は、 


set TEXEDIT = i ディタ名称％ s 行指定オプション％ d 

です。％ s の 部分はエラーを起こしたソースファイル名称に、 ％ d の 部 
分はエラーが起こった行番号に、それぞれ展開され、この2つの引数 
を 「エディタ 名称」で指定された エディタに 渡します。 

この環境変数は、内部で C 言語の sprintf 関数にそのまま渡さ 
れます。誤った指定を行った場合には、 バスエラー やアドレス エラー 
を引き起こしますので注意してください。¥では安全に実行可能か 
どうかをチヱックしていません。 
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1.2.FONTMAN 環境変数 


フォントマネージャで利用する環境変数は “ TEXH 0 ME ” ひとつだけです。 


TEXHOME IfeX の HOME ディレクトリ 


解説：フォントマネージャが参照するファイルは、おおむね、この環境変数 
が指し示すディレクトリ内に置きます。 

この環境変数の内容が、たとえば D:\tex だとすると、フォントマ 
ネージャの存在するディレクトリは D :\ tex\fontman であり、ドキュ 
メントは D :\ tex \ fontman\doc に入っているということになります。 
なお、このような、環境変数の内容にもとづいてコンフィギュレ 
ー シヨ ンファイル内で相対的な パスを 記述するときは、 いちいち 
環境変数の内容を書かずに、直接 $env [ TEXHOME ] \f ontman とか 
$ env [ TEXHOME ]\ fontman\doc と書きます。 
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1.3 — PREVIEW 環境変数 



1.3.PREVIEW 環境変数 


プレビューアで利用する環境変数は、以下のとおりです。 


• TEXHOME 

• TEXPKS 

• PREVIEW.CFG 

• PREVIEW . P 2 M 

• PREVIEW . P 3 M 


TgX の HOME ディレクトリ 

の pk ファイルを収めるディレクトリ 
プレビューアのコンフィギュレーションファイル 
FONTMAN Ver .2 への変換ファイル 
FONTMAN Ver .3 への変換ファイル 
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TEXHOME IfcK の HOME ディレクトリ 


解説： プレビューアが参照するファイルは、おおむね、この環境変数が指し 
示すディレクトリ内に置きます。 

この環境変数の内容が、たとえば D :\ tex だとすると、プ 
レビューアのコンフイギュレーシヨンファイルのデフオルトは 
D : \ tex \ preview . cfg ということになりますし、 プレビューアの ド 
キュメントは D : \ tex \ drivers \ doc に入っているということになり 
ます。 

なお、このような、環境変数の内容にもとづいて相対的なパス 
を記述するときは、いちいち環境変数の内容を書かずに、直接 

% TEXHOME %\ preview.cfg や 7, TEXH 0 ME °/.\ drivers\doc と書きます 0 


TEXPKS TfcX の pk ファイルを収めるディレクトリ 


解説： pk フォントを入れたディレクトリは、デフォルトでは °/. TEXHOME # / 0 
VEonts です。このときプレビューアは、 ％ TEXHOME %\ fonts 配下の、 
くフォント名〉 .〈 dpi 〉 pk というファイル、および dpi 値を表す4文 
字以下の数字からなるサブディレクトリ内のくフォント名〉. pk と 
いうファイルを探します。たとえば、 118 dpi の cmrlO の pk フォン 
卜は、 % TEXHOME %\ fonts \ cmrlO . 118 pk あるいは ％ TEXH 0 ME%\fonts 
\118\ cmrl 0. pk というフルパスでアクセスされます 0 
もし、これを別のパスを参照するように変更したい場合は、環境変数 
TEXPKS に絶対パスをセットします。このとき、セミコロン“；”で区 
切って複数のパスを指定することも可能です。 
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1.3 —PREVIEW 環境変数 


PREVIEW. CFG プレビューアのコンフィギュレーションファイル 


解説： プレビューアのコンフィギュレーション ファイルは、デフォルトでは 
°/. TEXH 0 ME 7,\ preview . cf g です。このファイル名や格納ディレクトリ 
を変更する場合、環境変数 PREVIEW .CFG にフルパスで指定します。 
たとえば、ファイル名を MyPreview.cnf に変えたい場合、 TeXenv.bat 
に List 1-1 の 1 行を追加します。 


[List1- 1 • 環境変数 PREVIEW.CFG の投定例 （ 1) 


1: set PREVIEW.CFG=7.TEXHOME7.\MyPreview.cnf 


また、格納デイレクトリを °/ oTEXHOME °/, のサブデイレクトリ configs 
に変更したい場合、 TeXenv.bat に List 1-2 の1行を追加します。 

[List1- 2 • 環境変数 PREVIEW.CFG の段定例 （ 2 ) 

1: set PREVIEW. CFG=7,TEXHOME7,\conf igs\preview. cfg 


格納ディレクトリもファイル名も変えたい場合、 TeXenv.bat に List 
1-3 のような1 行を追加します。 

[List 1-3* 環境変数 PREVIEW.CFG の股定例 （ 3) 

1: set PREVIEW.CFG=A:\etc\dvi2dsp.cfg 


なお、環境変数 PREVIEW.CFG にも同じ効果がありますが、プレビュー 
アは PREVIEW . CFG ―^ PREVIEW.CFG の順番でファイルを参照します 
ので、環境変数 PREVIEW.CFG の設定が優先されます。 
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l)FONTMAN Ver .2 は、 
本書には添付されていま 
せん。 


2) いうまでもありませんが、 
プレビューア 実行時に、 
オプション - pk 2 fontman 
が指定された場合には、 
オプ シヨンの 設定が優先 
されます。 


PREVIEW.P2M FONTMAN Ver.2 への変換ファイル 


解説 ： FONTMAN Ver .2 1 ) を利用する場合、プレビューアは preview . p 2 m 
ファイルを必要とします。このときプレビューアは、デフォルトでは 
カレントデイレクトリの preview . p 2 m を、もしカレントデイレクト 
リになければ °/ TEXH 0 ME % の preview . p 2 m を参照します。 

このファイル名や格納ディレクトリを変更する場合、環境変数 
PREVIEW . P 2 M にフルパスでこれを指定します。 

たとえば、ファイル名を MyPreview . p 2 m に変えたい場合、 TeXenv.bat 
に List 1-4 の1行を追加します。 

[List 1-4* 環境変数 PREVIEW.P2M の股定例 （ 1) 

1: set PREVIEW. P2M= # /.TEXH0MEy.\MyPreview. p2m 


また、格納デイレクトリを # /oTEXHOME # /. のサブデイレクトリ configs 
に変更したい場合、 TeXenv.bat に List 1-5 の1行を追加します。 

[List1-5 • 環境変数 PREVIEW.P2M の股定例 （ 2) 


1: set PREVIEW. P2M= # /,TEXH0ME # /.\configs\preview. p2m 


格納ディレクトリもファイル名も変えたい場合、 TeXenv.bat に List 
1 -6 のような1行を追加します。 

[List 1-6* 環境変数 PREVIEW.P2M の股定例 （ 3) 


1: set PREVIEW.P2M=A : \etc\dvi2dsp.p2m 


なお、環境変数 PREVIEW . P 2 M にも同じ効果がありますが、プレビュー 
アは PREVIEW . P 2 M —> PREVIEW _ P 2 M の順に参照しますので、環境変 
数 PREVIEW . P 2 M の設定が優先されます 2 )。 
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1.3 一 PREVIEW 環境変数 


PREVIEW.P3M FONTMAN Ver.3 への変換ファイル 


解説 ： FONTMAN Ver .3 を利用する場合、プレビューアは preview . P 3 m 
ファイルを必要とします。プレビューアは、デフォルトではカレント 
ディレクトリの preview . p 3 m を、もしカレントディレクトリになけ 
れば ％ TEXH 0 ME °/。 の preview . p 3 m を參照します。 

このファイル名や格納ディレクトリを変更する場合、環境変数 
PREVIEW . P 3 M にフルパスで指定してください。 

たとえば、ファイル名を MyPreview . p 3 m に変えたい場合、 TeXenv.bat 
に List 1-7 の1行を追加します。 


[List 1-7 m 環境変数 PREVIEW. P3M の設定例 （ 1) 


1: set PREVIEW.P3M=7.TEXH0ME # /.\MyPreview.p3m 


また、格納ディレクトリを TfeX のサブディレクトリ configs に変更 
したい場合、 TeXenv . bat に List 1-8 の1行を追加します。 

[List 1 8. 環境変数 PREVIEW.P3M の設定例 （ 2) 


1: set PREVIEW. P3M= # /.TEXH0ME7.\conf igs\preview. D3m 


格納ディレクトリもファイル名も変えたい場合、 TeXenv . bat に List 
1-9 のような1行を追加します。 


[List 1 - 9 • 環境変数 PREVIEW.P3M の股定例 (3) 


1: set PREVIEW.P3M=A : \etc\dvi2dsp.p3m 


なお、環境変数 PREVIEW . P 3 M にも同じ効果がありますが、プレビュー 
アは PREVIEW . P 3 M —^ PREVIEW _ P 3 M の順に参照しますので、環境変 

数 PREVIEW . P 3 M の設定が優先されます 3 )。 3) ぃぅまでもぁりませんが、 

プレビューア実行時に、 
オプション -pk3fontman 
が指定された場合には、 
オブシヨンの設定が優先 
されます。 
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1.4.PRINT 環境変数 


プリンタドライバで利用する環境変数は、以下のとおりです。 


• TEXHOME 

• TEXPKS 

• PRINT.CFG 

• PRINT . P 2 M 

• PRINT . P 3 M 


の HOME ディレクトリ 
TgX ： の pk ファイルを収めるディレクトリ 
プリンタドライバの コ ンフィギュ レー シヨンファイル 
FONTMAN Ver .2 への変換ファイル 
FONTMAN Ver .3 への変換フアイル 
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TEXHOME の HOME ディレクトリ 


解説：プリンタドライバが参照するファイルは、おおむね、この環境変数が 
指し示すディレクトリ内に置きます。 

この環境変数の内容が、たとえば D :\ tex だとすると、プリンタドライバ 
のコンフイギユレーシヨンフアイルのデフオルトは D :\ tex \ print.cfg 
ということになりますし、ドキユメントは D : \ tex\dri ver s \ doc に 
入っているということになります。 

なお、このような、環境変数の内容にもとづいて相対的なパス 
を記述するときは、いちいち環境変数の内容を書かずに、直接 
% TEXHOME %\ print . cf g や # /. TEXHOME °/ 0 \ drivers\doc と書きます 0 


TEXPKS TfcK の pk フアイルを収めるディレクトリ 


解説： pk フォントを入れたディレクトリは、デフォルトでは％ TEXHOME % 
\ fonts です。このときプリンタドライバは、 ％ TEXHOME ° Afonts 配 
下の、くフォント名〉.く dpi 〉 pk というファイル、および dpi 値 
を表す4文字以下の数字からなるサブディレクトリ内のくフォ 
ント名〉. pk というファイルを探します。たとえば、 360 dpi の 
cmrlO の pk フォントは、 # /, TEXHOME # / 0 \f onts\cmr 10 .360 pk あるい 
は °/,TEXHOME°/o\f onts \360\ cmrl 0. pk というフルパスでアクセスされ 
ます。 

もし、これを別のパスを参照するように変更したい場合は、環境変数 
TEXPKS に絶対パスをセットします。このとき、 セミコロン“；” で区 
切って複数のパスを指定することも可能です。 
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PRINT.CFG プリンタドライバのコンフイギュレーシヨンファイル 


解説：プリンタ ドライバの コンフィギュレーション ファイルは、デフォルト 
では ％ TEXHOME %\ print . cf g です。このファイル名や格納 ディレクト 
リ を変更する場合、環境変数 PRINT.CFG にフルパスで指定します。 
たとえば、ファイル名を MyPrint.cnf に変えたい場合、 TeXenv.bat 
に List 1- 10 の 1 行を追加します。 

IList1- 10 • 琢境変数 PRINT.CFG の股定例 （ 1) 


1: set PRINT.CFG=7.TEXHOME7,\MyPrint.cnf 


また、格納デイレクトリを °/. TEXH 0 ME # /. のサブデイレクトリ configs 
に変更したい場合、 TeXenv.bat に List 1-11 の 1 行を追加します。 

[List1- 11 • 環境変数 PRINT.CFG の股定例 （ 2) 

1: set PRINT.CFG=y.TEXHOME , /.\configs\print.cfg 


格納ディレクトリもファイル名も変えたい場合、 TeXenv.bat に List 
1 -12 のような1行を追加します。 

[List1- 12 • 環境変数 PRINT.CFG の投定例 （ 3) 


1: set PRINT.CFG=A : \etc\dvi2dsp.cfg 


なお、環境変数 PRINT.CFG にも同じ効果がありますが、プリンタド 
ライパは PRINT.CFG —^ PRINT.CFG の順番で ファイルを 参照します 
ので、環境変数 PRINT.CFG の設定が優先されます。 
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PRINT.P2M FONTMAN Ver.2 への変換ファイル 


解説 ： FONTMAN Ver .2 1 ) を利用する場合、プリンタドライバは print . P 2m 
ファイルを必要とします。このときプリンタドライバは、デフォルト 
ではカレントディレクトリの print . p2m を、もしカレントディレク 
トリになければ ％ TEXH 0 ME % の print . p 2 m を参照します。 

このファイル名や格納ディレクトリを変更する場合、環境変数 
PRINT . P 2 M にフルパスでこれを指定します。 

たとえば、ファイル名を MyPrint . p 2 m に変えたい場合、 TeXenv . bat 
に List 1-13 の1行を追加します。 

[ List 1- 13 • 環境変数 PRINT . P 2 M の投定例 （1) 

1: set PRINT.P2M=*/.TEXH0MEy.\MyPrint.p2m 


また、格納デイレクトリを 7. TEXH 0 ME % のサブデイレクトリ configs 
に変更したい場合、 TeXenv . bat に List 1-14 の1行を追加します。 

[List 1-14* 環境変数 PRINT . P 2 M の股定例 （2) 

1: set PRINT. P2M= # /.TEXH0ME # /.\conf igs\print. p2m 


格納ディレクトリもファイル名も変えたい場合、 TeXenv . bat に List 
1-15 のような1行を追加します。 

[ List 1- 15 • 環境変数 PRINT . P 2 M の投定例 （3) 

1: set PRINT.P2M=A : \etc\dvi2dsp.p2m 


なお、環境変数 PRINT . P 2 M にも同じ効果がありますが、プリンタド 
ライバは PRINT . P 2 M ―> PRINT . P 2 M の順に参照しますので、環境変 
数 PRINT . P 2 M の設定が優先されます 2 )。 


l)FONTMAN Ver .2 は、 
本普には添付されていま 
せん。 


2 )いうまでもありません 
が、プリンタドライバ 
実行時に、オプション 
- pk 2 fontman が指定さ 
れた場合には、オブシヨ 
ンの設定が優先されます。 
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PRINT.P3M FONTMAN Ver.3 への変換ファイル 


解説 ： FONTMAN Ver .3 を利用する場合、プリンタドライバは print . P 3 m 
ファイルを必要とします。プリンタドライノ<は、デフォルトではカレ 
ントディレクトリの print . p 3 m を、もしカレントディレクトリにな 
ければ ％ TEXH 0 ME % の print . p 3 m を參照します。 

このファイル名や格納ディレクトリを変更する場合、環境変数 
PRINT . P 3 M にフルパスで指定してください。 

たとえば、ファイル名を MyPrint . p 3 m に変えたい場合、 TeXenv.bat 
に List 1-16 の1行を追加します。 

IList 1- 16 • SR 境変数 PRINT . P 3 M の設定例 （1) 

1: set PRINT.P3M=7.TEXH0ME7.\MyPrint.p3m 


また、格納ディレクトリを TgX のサブディレクトリ configs に変更 
したい場合、 TeXenv . bat に List 1-17 の1行を追加します。 


[ List 1- 17 • 環境変数 PRINT . P 3 M の股定例 （2) 


1: set PRINT.P3M= # /.TEXH0ME # /.\configs\print.p3m 


格納ディレクトリもファイル名も変えたい場合、 TeXenv . bat に List 
1-18 のような1行を追加します。 


[ List 1- 18 • 環境変数 PRINT . P 3 M の股定例 （3) 


1: set PRINT.P3M=A : \etc\dvi2dsp.D3m 


3) いうまでもありません 
が、プリンタドライパ 
実行時に、オプション 
- pk 3 fontman が指定さ 
れた場合には、オプシヨ 
ンの設定が優先されます。 


なお、環境変数 PRINT . P 3 M にも同じ効果がありますが、プリンタド 
ライバは PRINT . P 3 M —> PRINT _ P 3 M の順に参照しますので、環境変 
数 PRINT . P 3 M の設定が優先されます 3 )。 
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1.5 — METAFONT の環境変数 



1.5.METRFONT の環境変数 


METRFONT は以下の環境変数を参照します。 

• MFBASES base ファイルの検索パスの指定 

• MFINPUTS 入カファイルの検索パスの指定 

• MFPOOL mf . pool の検索パスの指定 

本書の添付ディスクのインストーラでインストールした場合、これらの環境変 
数は適切に設定されていますから、 METRFONT の動作について十分な知識がな 
いうちにこれらの環境変数を変更することは避けてください。トラブルの原因に 
なります。 

なお、 META FONT は（“ ¥”） をパスの区切りとしては解釈しませんので、 
ディレクトリを指定するためには“ V ’（“ ¥”） のかわりに“/”を用いなければ 
なりません。 
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MFBASES base ファイルの検索パスの指定 


解説： ファイル名の先頭にを付加することでコマンドラインから t 旨 
定された base ファイル（第 2.5 節 「 METAFONT のコマンドライン」 
( p .94) で詳説）を検索するディレクトリを指定します。“；”で区切る 
ことで複数のパスを指定することができます。 


A>set MFBASES=A:/MYBASE;B:/MBASE1/L0CALBASE 


MFINPUTS 入カファイルの検索パスの指定 


解説： コマンドラインやコントロール.シーケンス “\ input ” で指定された 
ファイルを検索するディレクトリを指定します。“；”で区切ることで 
複数の パスを 指定することができます。 


A>set MFINPUTS=A:/MYMFINPUTjB:/MINPUT/LOCALINPUT 
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1.5 一 METAFONT の環境変数 


MFPOOL mf . pool の検索パスの指定 


解説 ： METAFONT の実行ファイルが必要とする mf .pool を検索するディレ 
クトリを指定します。 

mf .pool は、 METAFONT の実行ファイルが エラー メ ッ セージや エラー 
に関する詳細な情報を出力する際に必要とするファイルで、 inimf.x 
によって base ファイルを作成する時点で base ファイル内に読み込 
まれてしまいます。このため、環境変数 MFPOOL の設定は inimf.x の 
実行時にのみ必要とされますので、 base ファイルを頻繁につくらな 
い方は必要なときだけ指定しても実用上問題ありません。 


A>set MFP00L=A:/P00LDIR 


19 








Chapter 1 — Environments 



1.6.makefont の環境変数 


makefont .x が使用する環境変数には、 

• MFHOME METAFONT の HOME ディレクトリ 

• MFBASES base ファイルの収められているディレクトリ 

• MFINPUTS METRFONT ソースファイルの収められているディレクトリ 

があります。 

これらの環境変数が設定されていないときには、本書のインストーラで作成さ 
れる環境で動作します。環境の変更、追加をした場合、これらの環境変数を指定 
してください。 


MFHOME METRFONT <7) HOME ディレクトリ 


1 ) 本寄 r V 01.1 — User’s 
Guide 編 j の第 2.2.3 
項「―括インストール」 
(P.32) 参照。 


解説： makefont .x が参照するファイルは、基本的にこの環境変数が示すディ 
レクトリ配下におきます。具体的にいえば、環境変数 MFHOME には、 
METRFONT システムの ルートディレクトリを指定します。たとえば、 
本書の添付ディスク付属のインストーラで「一括インストール」 1 )を 
行った場合、環境変数 MFHOME には # /.TEXH0ME7./mf が設定されること 
になります。 
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MFBASES META FONT の base ファイルのデイレクトリ 


解説： META FONT が参照するファイル cmplain .base, local.mf の存在す 
るディレクトリを指 1 定します。この環境変数が指定されていない場合 
は、環境変数 MFH0ME で指定されているディレクトリ下の bases ディ 
レクトリからファイルを探します。本書のインストーラでインストー 
ルした環境なら、この環境変数の指定は不要です。 


MFINPUTS METRFONT ソースフアイルのデイレクトリ 


解説： makefont.x は、この環境変数が設定されていない場合、環境変数 
MFH0ME で示されるディレクトリ配下にある、以下に示すディレクト 
リから METRFONT ソースファイルを探しますが、この環境変数が指 
定されている場合、そのディレクトリからソースファイルを探すよう 
になります。本書のインストーラでインストールした環境なら、この 
環境変数の指定は不要です。 

〇 cmfonts 
〇 LaTeXfonts 
〇 utilitvfonts\bases 
〇 utilityf onts\black 
〇 utilityfonts\gray 
〇 utilityfonts\half 
〇 utilityfonts\logo 
〇 utilit yf ont s\manualf ont s 
〇 utilityfonts\mfbook 
〇 utilityf ont s\sl2Lnt 
〇 otherfonts 
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Options 


本章では、1^、フォントマネージャ、プレビューア、プリンタドライ 
バ、 METRFONTx makefont という、それぞれの実行環境ごとに、実行 
ファイルのコマンドラインから入力した文字列引数の解釈について、あ 
るいは、コマンドラインから指定することができる実行ファイルのオプ 
シヨン引数について説明します。 







Chapter 2 —— Options 



2.1. TjjX のコマンドライン 


T^jX の基本的な実行形式である initex.x と virtex.x のコマンドライン解 
釈について簡単に説明しておきます。 

initex.x と virtex.x には通常のプログラムでコマンドラインから指定する 
オプションは存在しません。コマンドライン文字列は、そのまま IgK への入力 
文字として扱われます。 

たとえば、コマンドラインから次のように入力したとします。 


A> mitex test.tex 


この入力は、一見すれば test.tex をコマンドラインの引数として渡したよう 
に見えますが、これはただ単に、 


A> mitex 

This is pTeX, C Version 2.99 jl.7 pl.0.9F EW (INITEX) 

本ホ test.tex 


としたのとまったく等価になります。コマンドラインからの入力は、そのまま 
T ) eK の入力として扱われる点に注意してください。 

¥では、を先頭に持つ最初のコマンドライン引数のみ、特別の意味 
を持ちます。のあとに続く文字列には、 initex.x で作成した拡張子 .fmt 
のファイルを指定します。詳しくは、 『 Vol.l — User’s Guide 編』の第 1.2.3 項 
「 TfcK の種類と実行ファイル」 （ P .10) を参照してください。 

なお、再三述べたように、¥は“\”（“ ¥”） をパスの区切りとは解釈しま 
せんので、コマンドラインからディレクトリ付きのファイルネームを渡す場合は 
“\”のかわりに“/”を使用してください。 
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2.2. FONTMAN オプション 


2.2.1 FONTMAN オプシヨン概説 

フォントマネージャには、動作を指示するためのサブコマンドとしてのオプ 
シヨンが6つ 1 )と、デバッグ情報を表示するためのオプシヨンが2つあります。 
サブコマンドとしてのオプシヨンには、以下のものがあります。 

•なし 通常登録 

•-1 すべての登録フォントエイリアス•ネームの表示 

• -a すべての登録フォントエイリアスの表示 

• -n すべての登録フォントネームの表示 

•-1 登録フォントドライバの情報表示 

• -r フォントドライバを1レベル解除する 


“_ i ” に関しては、指定する引数によって動作が若干異なります。 

フォントドライバの登録に失敗した場合には、デバッグ情報を表示しながら登 
録を行えば、どこが間違っているのかを知る手がかりになります。そのために2 
つの追加オプションが用意されています。 

• -v コンフィギュレーションファイルの行内容を逐次表示 

• -V - v の表示に加えてマクロ展開後の行内容も逐次表示 


2.2.2 FONTMAN オプシヨン詳説 

以下、各オプションに ついて、 詳しく説明します。 


1 ) オプションを指定しない 
場合も含む。 
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引数なしフォントマネージャ常駐 


書式. f ontman 

機能：フォントマネージャを常駐させます0 
解説：フォントマネージャを常駐させるだけです。 

通常は、次に述べるように、コンフィギュレーションファイルを指定 
することによってフォントの登録も同時に行いますから、この方法に 
よって起動することは、まずないでしょう。 


くコンフィ ギユレー シヨンファイル名〉 

フォントマネージャ常駐&フォント登録 


書式 ： f ontman くコンフィギュレーションファイル名〉 

機能：フォントマネージャを常駐させ、フォントを登録します。 

解説：第 3.1 節「コンフィギュレーションファイル文法」 （ p .100) で説明する 
コンフィギュレーションファイルを指定してフォントマネージャを常 
駐させ、コンフィギュレーションファイルの指示内容に従ってフォン 
卜を登録していきます。フォントマネージャの基本的な登録方法です。 
付加オプションとして、 “- v ” か“- V ”を併用できます（後述)。 
わかりやすいように、コンフィギュレーションファイルの拡張子は .fm 
に統一してください。たとえば、 mincho . f m などとします。添付ディ 
スクのコンフィギュレーションファイルは myf onts . fm という名前で 
すから、これを使ってフォントマネージャを常駐させるには、次のよ 
うにします。 











2.2 — FONTMAN オプション 


A>iontman myionts.fm 

X68k Font Manager Ver 3.00c Copyright (C) 1989,90,91 ,92 
by E x t (T.Kawamoto) 

フォントマネージャが常駐しました。 

コンフイギユレーシヨンを読み込みます。 

ドライバを登録します。 

ンエネレータ : A : /usr/local/TeX/f ontman/ixl4. svs 
-g -o 0 -p A : /usr/local/TeX/jxl4 

常駐しました 。 （font ID = $0001) 

ンエネレータ : A : /usr/local/TeX/fontman/jxl4.sys 
-m -o 0 -p A : /usr/local/TeX/jxl4 

常駐しました 。 （font ID = $0002) 

フイ ノレ タ : A : /usr/local/TeX/fontman/smooth.sys 
~s 256 -p 16 

常駐しました 。 （font ID = $0003 ，親 font ID = $0000) 
フイルタ： A : /usr/local/TeX/f ontman/totex. sys 
-j A:/usr/local/TeX/fonts/gothlO.tfm 
-e A : /usr/local/TeX/dump 

常駐しました 。 （font ID = $0004 , 親 font ID = $0003) 
フイ ノレ タ： A : /usr/local/TeX/fontman/smooth.sys 
-s 256 -p 24 

常駐しました 。 （font ID = $0005 , 親 font ID = $0000) 
フイルタ： A : /usr/local/TeX/f ontman/totex. sys 
-j A:/usr/local/TeX/fonts/minlO.tfm 
-e A:/usr/local/TeX/dump 

常駐しました 。 （font ID = $0006 , 親 font ID = $0005) 
登録は正常終了しました。 


なお、この実行例は、 アスキーの 『パーソナル日本語¥フォント 
ライブラリ』の JXL 4 フォーマットフォントを使用した場合のもので 
す。他のフォントを使用している方は表示内容が異なります。 

フォントドライバの登録は何回でも実行することができますが、2回 
目以降、フォントマネージャの常駐自体を重ねて行うことはしません。 
この場合、フォントの追加登録だけを行います。その際、同じ名前の 
フォントがあった場合には上書きされます。なお、この方法でのフォ 
ントの追加登録は32回まで行えます。 
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-V くコンフィギユレーシヨンファイル名〉 

フォントマネージヤ 常駐 &フォント 登録 


書式 ： fontman -v 〈コンフィギュレーションファイル名〉 

機能： フォントマネージャを常駐させ、フォントを登録します。 

解説：第 3_1 節「コンフィギュレーションファイル文法」 （ p.100 ) で説明する 
コンフィギュレーションファイルを 指定して フォン ト マネージャを常 
駐 させ、 コンフィギュレーションファイルの 指示内容に 従ってフォン 
卜を登録していきます。 

“-v” オプションを指定した場合は、読み込んだコン フィ ギュ レー ショ 
ンファイルの行内容を逐次表示します。 

p.27 で 使用した コンフィギュレーションファイルを 用いて実行例を挙 
げてみましよう。 


A>fontman -v myfonts.fm 

X68k Font Manager Ver 3.00c Copyright (C) 1989,90 ,91,92 
by E x t (T.Kawamoto) 

フォントマネージャが常駐しました。 

コンフィギュレーションを読み込みます。 
define driver = $env[TEXHOME]/fontman 
del me maxFontSize = 256 
define jxl4 = $env[TEXHOME]/jxl4 

font -tex- 高速 - 明朝 = -通常 |TotexMin 
font -tex- 高速 - ゴシック = - 強調 iTotexGoth 
font -tex- 明朝 =$JXL4MIN 
font -tex- ゴシック =$JXL4G0TH 
ドライバを登録します。 

ンエネ レータ： A : /usr/local/TeX/f ontman/jxl4. sys 
-g -o 0 -p A : /usr/local/TeX/j xl4 

常駐しました 。 （font ID = $0001) 

ンエネ レー タ： A : /usr/local/TeX/f ontman/jxl4. sys 
-m -o 0 -p A : /usr/local/TeX/jxl4 


このように コンフィギュレーションフ ァイルの内容が付加されて表示 
されます。 フォントマネージャの 常駐時、 コンフィギュレーションファ 
イルの不備が指摘された場合（登録に失敗した旨が表示されます）に 
は、この表示を参考にして対処することができます。 
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-V くコンフイ ギユレー シヨンファイル名〉 

フォントマネージヤ 常駐 フォント 登録 


書式： fontman -V くコンフィギュレーションファイル名〉 

機能：フォントマネージャを常駐させ、フォントを登録します。 

解説：第 3.1 節「コンフィギュレーションファイル文法」 （ p .100) で説明する 
コンフィギュレーションファイルを指定してフォントマネージャを常 
駐させ、コンフイギュレーシヨンフアイルの指示内容に従つてフォン 
卜を登録していきます。 


A>tontman -V mvfonts.fm 

X68k Font Manager Ver 3.00c Copyright (C) 1989,90 ,91,92 
by E x t (T.Kawamoto) 

フォントマネージャが常駐しました。 

コンフィギュレーションを読み込みます。 
define driver = $env[TEXHOME]/fontman 

-> define driver = A : /usr/local/TeX/fontman 
define maxFontSize = 256 

-> define maxFontSize = 256 

define jxl4 = $env[TEXHOME]/jxl4 

-> define jxl4 = A : /usr/local/TeX/jxl4 

define fonts = $env[TEXHOME]/fonts 

-> define fonts = A:/usr/local/TeX/fonts 

define dump = $env[TEXHOME]/dump 

-> define dump = A : /usr/local/TeX/dump 
define JXL4options = -o 0 

-> define JXL4options = -o 0 

dfilter MinSmooth = $driver/smooth.sys 
-s $maxFontSize -p 24 

-> dfilter MinSmooth = A : /usr/local/TeX/fontman 

/smooth.sys -s 256 -p 24 

df ilter GothSmooth = $driver/smooth.sys -s $maxFontSize 

-p 16 

-> dfilter GothSmooth = A : /usr/local/TeX/fontman 

/smooth.sys -s 256 -p 16 

generator JXL4Mincho = $driver/jx 丄 4.sys -m $JXL4options 
-p $jxl4 

-> generator JXL4Mincho = A:/usr/local/TeX/fontman 
/jxl4.sys -m -o 0 -p A : /usr/local/TeX/jxl4 
generator JXL4Gothic = $driver/jxl4.sys -g $JXL4options 
-p $jxl4 

-> generator JXL4Gothic = A : /usr/local/TeX/fontman 
/jxl4.sys -g -o 0 -p A : /usr/local/TeX/jxl4 
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“- V ” オプションを指定した場合は、読み込んだ行の内容と、マクロ 
展開後の結果を逐次表示します。 

p .27 で使用したコンフィギュレーションファイルを用いて前ページに 
実行例を挙げてみました。 -> のあと、 “- v ” オプションを指定した場 
合に表示される情報以外に、コンフィギュレーションファイルの各行 
をマクロ展開した結果が表示されることに注目してください。 “- V ” 
オプションでコンフィギュレーションファイルの行内容を表示しても 
エラーに対処しきれない場合は、“- V ”オプションを指定することに 
より、より詳細な情報を得ることができます。 
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-1 フォントー覧 


書式. fontman -1 

機能：登録フォントの一覧を表示します0 

解説：すべての登録フォントのフォントエイリアスおよびフォントネームを表 
示します。フォントエイリアスやフォントネームについては、第 3.1 節 
「コンフイ ギュレーシヨンファイル文法」 （ p .100) を参照してください。 
p .27 から使用している JXL 4 フォー マッ トフォントを登録する コン 
フイ ギュレーシヨンファイルを用いた場合の“-1”オプシヨンによる 
実行例を挙げます。 


A>iontman -丄 

X68k Font Manager Ver 3.00c Copyright (C) 1989,90,91，92 
by E x t (T.Kawamoto) 

-tex- 高速-明朝 
-通常 

-tex- 高速-ゴシック 
-強調 
-tex - 明朝 
-tex - ゴシック 
sharp-rom 
大日本-ゴシック 
大日本-明朝 
sharp-rom- 平滑 (16) 
sharp-rom- 平滑 （ 16)-tex [goth] 
sharp-rom - 平滑 
sharp-rom- 平滑 - tex [min] 


著作権表示の行より下にある名前のうち、ハイフンから始まっ 
ているものが フォン トエイリアスです。それ以外 （ “ sharp -” あるい 
は“大日本-”から始まって いるもの） が フォン トネームです。 
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Chapter 2 — Options 


-a フォントエイリアスー覧 


書式： fontman -a 

機能：登録フォントエイリアスの一覧を表示します。 

解説：すべての登録フォントのフォントエイリアスについて、何の別名であ 
るかを一覧表示します。 

p .27 から使用している JXL 4 フォーマットフォントを登録するコン 
フイギュレーションファイルを用いた場合の “- a ” オプションによる 
実行例を挙げます。 p .31 の“-1”オプションによってフォントエイリ 
アスとフォントネームを表示した場合と比較してください。 


A>iontman -a 

X68k Font Manager Ver 3.00c Copyright (C) 1989,90 ,91,92 
by E X t (T.Kawamoto) 

-tex- 局速 - 明朝 =sharp-rom- 平滑 - tex [min] 

- 通常 =sharp-rom - 平滑 

-tex- 高速 - ゴシック =sharp-rom- 平滑 （ 16)-te3c[goth] 

- 強調 =sharp-rom- 平滑 (16) 

-tex- 明朝二大日本-明朝 
-tex- ゴシック：大日本-ゴシック 
A> 









2.2 —— FONTMAN オプション 


フォント ネームー覧 


書式： fontman -n 

機能： フォントネームの 一覧を表示します。 

解説：すべての登録 フォントのフォント ネームに ついて、 一覧を表示します0 
P .27 から使用している JXL 4 フォーマットフォント を登録する コン 
フィ ギュ レー シヨ ンファイルを 用いた場合の “- n ” オプシヨ ン による 
実行例を挙げます。 P .31 の “-1” オプションによって フォントェ イリ 
アスと フォント ネームを表示した場合と比較してください。 


A>i ontman -n 

X68k Font Manager Ver 3.00c Copyright (C) 1989,90 ,91,92 
by E x t (T.Kawamoto) 
shaxp-rom 
大日本-ゴシック 
大日本-明朝 
sharp-rom- 平滑 (16) 
sharp-rom- 平滑 （ 16) -tex [goth] 
sharp-rom- 平滑 
sharp-rom- 平滑- tex [min] 

A> 


“-1”オプションを使用した場合の表示から、で始まる エントリ 
(フォントエイ リアス）を除いたものと同じになります。 
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登録フォントドライバ情報一覧 


書式 ： fontman -i 

機能：すべての登録フォントドライバの情報を表示します。 

解説：すべての登録フォントドライバについて、詳細情報（登録時のドライ 
ノく オプション） を表示します。 


A>fontman -1 

X68k Font Manager Ver 3.00c Copyright (C) 1989,90 ,91,92 
by E x t (T.Kawamoto) 
sharp-rom 

R 0 M フォント ： depth = $0000 , font ID = $0000 
大日本-ゴシック 

ビットマップジェネレータ ： depth = $0001, 
font ID = $0001 

A : /usr/local/TeX/fontman/jxl4.sys -g -o 0 
-p A : /usr/local/TeX/jxl4 
大日本-明朝 

ビットマップジ I ネレータ ： depth = $0001, 
font ID = $0002 

A : /usr/local/TeX/fontman/ixl4.sys -m -o 0 
-p A:/usr/local/TeX/jxl4 
sharp-rom- 平滑 （ 16) 

ビットマップフィルタ： depth = $0001, 

font ID = $0003 ,親 font ID = $0000 

A : /usr/local/TeX/fontman/smooth.sys -s 256 -p 16 
sharp-rom- 平滑 （ 16) -tex [goth] 

ビットマップフィルタ： depth = $0001, 

font ID = $0004 , 親 font ID = $0003 

A:/usr/local/TeX/f ontman/totex.sys 
-j A:/usr/local/TeX/fonts/gothlO.tfm 
-e A:/usr/loca 丄 /TeX/dump 
sharp-rom - 平滑 

ビットマップフィルタ： depth = $0001, 

font ID = $0005 ,親 font ID = $0000 

A : /usr/local/TeX/fontman/smooth.sys -s 256 -p 24 
sharp-rom- 平滑 - tex [min] 

ビットマップフィルタ： depth = $0001, 

font ID = $0006 , 親 font ID = $0005 

A: /usr/local/TeX/fontman/totex.sys 
-j A:/usr/local/TeX/fonts/minlO.tfm 
-e A : /usr/local/TeX/dump 

A> 

_ ン 









2.2 — FONTMAN オプション 


p .27 から使用している JXL 4 フォーマットフォントを登録するコン 
フイ ギュ レー ションファイルを用いた場合の “_ i ” オプンシヨンによ 
る実行例を前ページに挙げておきました。 
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Chapter 2 —— Options 


-i=$ く数値〉指定フォントドライバ情報 


2 )FONTMAN Ver . l で 
は、 このフォン ト ID を 
もとに コンフイギユレー 
シヨン ファイルを作成し 
なければならなかったた 
め、コンフイギユレーシヨ 
ンフ アイ ルの 作成は必ず 
しも簡啉なものではあり 
ませんでした。 


書式： fontman - i =$ く数値〉 

機能：指定フォントドライバの情報を表示します。 

解説：く数値〉で指定したフォントドライバについて、詳細情報（登録時の 
ドライバオプション）を表示します。なお、く数値〉は16進数で指定 
します。 

p.27 から使用している JXL4 フォーマットフォントを登録するコン 
フィギュレーションファイルを用いた場合 、 “font ID = $0003” 等 
の部分がフォントドライバの ID です。 

フォントドライバには、登録された順番に「フォント IDj と呼ばれる 
情報が付与されます。そして、各フォントドライバはこの ID をもと 
にしてフォントデータのやりとり（入出力）を行います。つまり、ある 
フォントドライバについて注目してみると、その親 ID を持つフォン 
トドライバの出力は当該フォントドライバの入力に、自身の ID は当 
該フォントドライバの出力にあたります。したがって、フォント ID 
を追っていけば、そのフォントがどのフォントドライハ•によって姓理 
されたものかわかります 2 )。 

このフォント ID を本オブシヨンで指定すると、そのフォントドライ 
バだけの情報表示に限定されます。たとえば 、 “font ID =$000 3 ” に 
ついての表示を行いたいなら、以下のようにします。 


A>fontman -i=$0003 

X68k Font Manager Ver 3.00c Copyright (C) 1989,90 ,91,92 
by E x t (T.Kawamoto) 
sharp-rom- 平滑 （ 16) 

ビットマップフィルタ： depth = $0001, 

font ID = $0003 , 親 font ID = $0000 

A : /usr/local/TeX/fontman/smooth.sys -s 256 -p 16 
A> 
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2.2 —— FONTMAN オプション 


- i = くフォントネーム〉 指定フォントドライバ情報 


書式 ： fontman - i = 〈フォントネーム〉 

機能：指定フォントドライバの情報を表示します。 

解説：〈フォントネーム〉で指定したフォントドライバについて、詳細情報 
(登録時のドライバオプシ ヨン） を表示します。なお、くフォントネー 
ム〉にはフォントエイリアスも指定可能です。 

P .27 から使用している JXL 4 フォーマットフォントを登録するコン 
フィギュレーシヨンファイルを用いた場合、大日本-明朝フォントに 
ついて表示を行いたいなら、以下のようにします。 


A>fontman -;1=大日本-明朝 

X 68 k Font Manager Ver 3.00 c Copyright ( C ) 1989,90 ,91,92 
by E x t ( T . Kawamoto ) 

大日本-明朝 

ビットマップ ジ a : ネレータ： depth = $0001, 
font ID = $0002 

A : / usr / local / TeX / fontman / jxl 4 .sys -m -o 0 
-p A : / usr / local / TeX/j xl 4 
A > 
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-r 


フォントドライバ解除 


書式： fontman -r 

機能：フォントドライバを解除します。 

解説：フォントドライバを1 レベル ( ldepth ) 解除します。その レベルで 使 
用していたメモリはこの時点で解放されます。すべてのドライバが解 
除されたら、フォントマネージャ自体も解除されます。 

たとえば、二重にフォントマネージャを登録していた場合、1度目の 
解除では、2回目の常駐時に登録されたフォントドライバだけが解除 
されます。 


A>iontman -r 

X68k Font Manager Ver 3.00c Copyright (C) 1989,90 ,91,92 
by E x t (T.Kawamoto) 

I depth 分のフォントドライバが解除されました。 

A> 


2度目の解除で、1回目の常駐時に登録されたフォントドライバ、お 
よびフォントマネージャが解除されます。 


A>i ontman -r 

X68k Font Manager Ver 3.00c CoDvright (C) 1989,90 ,91,92 
by E x t (T.Kawamoto) 

I depth 分のフォントドライバが解除されました。 

フォントマネージャは解除されました。 

A> 


通常使用する場合は、「フォントマネージャは解除されました。」とい 
うメッセージが出るまで解除操作を繰り返してください。 











2.3 — PREVIEW オプション 



2.3 .PREVIEW オプション 


2.3.1 PREVIEW オプシヨン概説 

プレビューアには、以下のオプションがあります。 


-remark 

注釈文 

-info 

情報表示 

-dpi 

解像度指定 

-mag 

拡大率指定 

-timer 

キースキャン•タイマ•インターバル指定 

-highEeso 

高解像度指定 

-GRAM 

グラフィック RAM 使用宣言 

-buf 

ペー ジノぐ ソファ数指定 

-width 

バッファ横ドット数指定 

-heignt 

バッファ縦ドット数指定 

-xOffset 

左上座標指定（ X 座標） 

-yOffset 

左上座標指定 （ Y 座標） 

-paperCol 

背景色の指定 

-penCol 

ペンの色の指定 

-pk2fontman 

FONTMAN Ver .2 の変換ファイル指定 

-pk3fontman 

FONTMAN Ver .3 の変換ファイル指定 

-f 011 tmanMaxS lze 

フォントマネージャの最大フォントサイズ 

-layout 

レイアウト表示指定 

-subst 

代用表示方法指定 


なお、これらは大文字、小文字の区別をしません。 


2.3.2 PREVIEW オプシヨン詳説 


以下、各オプションについて、詳しく説明します。 
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Chapter 2 —— Options 


- remark 注釈文 


書式. - remaxk = [ string ] 

機能：注釈文を書きます。 

解説： [ string ] には、半角 スペースを 含めないでください。かわりに、か 
な スペース または 全角スペースを 使用します。プレビューアの コン 
フィ ギュレー シヨンファイルにコメント を残したい場合、これを利用 
します。 

[List 2 - 1 • -remark 4•使用した例 

1: -remark= preview.cfg for Ext 

2 : - buf =9 - remarkw 、、：/ ファは前後それぞれ 4 画面 

3 : -GRAM -remark= グラフィック RAM は未使用でもったいないから使う 


List 2-1 の1行目は、コメント行として使用する例です。2行目や 
3行目では、各行の右側にコメントを併記する形式の例です。 
[ string ] のなかに使用するスペースとしては、かなスペースはわか 
りにくいので、かわりにアンダースコアを使うのも手です。 
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2.3 —PREVIEW オプション 


-info 情報表示 


書式： -info 

機能： 各種情報を表示して終了します。 

解説： テキストの縦横のドット数や総ページ数等、各種情報を表示し、その 
まま終了します。 

実行例を挙げます。 


A>preview -mio preview 

X680x0 TeX Previewer Ver 2p09a Copyright 1989,90, 
91,92,93 by Ext (T.Kawamoto) 

Tpic Specials support Ver 1.00a Copyright 
1993 by TSG+SHIMA 
font manager : version 3 
フリースペース： 3242 Kbytes 
内 G R A M : 510 K bytes 
総バッファ数 ： 7 

バッファ幅、高さ： 1024 , 2048 

テキスト 左上 座標： （ 118 , 118) 

テキスト右下座標： （ 855 , 1260) 

フォーマット ： TeX 

基本 D P I :118 

拡大率 ：1 

総ページ数 ：11 

フォント ： 

5: 118/cmr6.pk -> A : /usr/local/TeX/pks/118/cmr6.pk 
7: 118/cmsy6.pk -> dummy font 
10:118/cmr7.pk -> A : /usr/local/TeX/pks/118/cmr7.pk 
16:118/cmr8.pk -> A : /usr/local/TeX/pks/118/cmr8.pk 
18:118/cmsy8.pk -> A : /usr/local/TeX/pks/118/cmsy8.pk 
21:118/min8.pk -> -tex- 高速 - 明朝 （ 13.0621) 


〇 「font manager 」 の行は、フォントマネージャのバージョンを 
表示しています。 

〇 「フリースペース」の行は、グラフィック RAM も含めて、プレ 
ビューアがワーキングエリアりとして使用可能な空きエリアの容 
量を、 K バイト単位で表示しています。 

〇 「内 GRAM 」 の行は、フリースペースのうち、グラフィック RAM 
に割り当てられた部分を K バイト単位で表示しています。 

〇 「総バッファ数」の行は、プレビューアか 1萑保しているページバッ 
ファの個数です。この個数の指定には、オプション “- buf ” を使 
用してください。 


1) マニュアル類には 、 cell 
領域と述べられている 
部分。 
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「バッファ幅、高さ」の行から「テキスト右下座標」の行までは、 
ページバッファのサイズを表示しています。座標は、バッファの左 
上隅を原点にとり、右方向および下方向が正として表示されます。 

「フォーマット」の行は、 dvi ファイルが通常の横書きの 
ものか、縦書き TfeK のものであるかを示しています。 

「基本 DPI 」 の行は、オプション “- dpi ” で指定した値であっ 
て、実際の画面の dpi 値ではありません。実際の画面の dpi 値は 
約 71 dpi ですから、この行の表示が71より大きければ大きいほ 
ど、画面上にはより拡大されて表示されることになります。 

「拡大率」の行は、オプション“- mag ” で指定した率を表示して 
います。 

「総ページ数」の行は、 dvi ファイルに含まれているページの総 
数です。 

「フォント」の行から下の部分は、 dvi ファイルで使用されてい 
るフォントの一覧です。ここをよく見ると、代用フォントの状態 
がわかります。詳しくはオプション “- snbst ” の項を参照してく 
ださい。 





2.3 — PREVIEW オプション 


-dpi 解像度指定 


書式： - dpi =[ n 皿] 

機能：解像度を直接指定します。 

解説：単位は dpi です。本オプションを指定していないとき、プレビューア 
の解像度には 118 dpi 力 f 採用されます。この値は、16ドットフォント 
の漢字がほぼ10ポイントになるように決められました。 

ただし、実際のディスプレイの解像度は、実測によると約 71 dpi です。 
したがって、 71 dpi 用のフォントを別途作成し 、 “preview - dpi =71” 
を実行すれば、画面上に正確なサイズで表示することができます。 
以下に示すのが、実測のために使用した「物差し」です。 

I List 2-2. 定規のサンプル—— ruler.tex 


1: \ document style{j report j- 

2: \begin{document} 

6 : \begin{center} 

4 : \unitlength lmm 

5: \newcounter-Lnumj- 

6 : \begin{picture}( 100, 10) 

7: \put(0,10){\line(1,0){100}} 

8: \multiput(0, 1 〇 ) (1,0){101>{\line(0,-1){2» 
9 : \multiput(5,10) (10,0){10}{\line(0,-l)-£3}} 
10 : \multiput(0,10)(10,0){ll>{\line(0,-l){5» 
11:\end{picture} 

12 : \end{center> 

13 : \thispagestyle{empty} 

14 : \end{docnment} 


このファイル ruler . tex を I ^ TgX にかけ、 プレビューアで 見て みま 
しょう （ ruler . tex は、 71 dpi のフォントを作成しなくても見ること 
ができるように、目盛等の数字表示は省略しています)。 




A>latex ruler 

A>preview -dpi=/ r l ruler 



画面に本物の物差しを当てて測ってみてください。正しいスケールで 
あることが確認できるでしょう。もちろん、この「物差し」はプリン 
夕に出力することもできます。 


A>Dnnt ruler 
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Chapter 2 —— Options 


-mag 拡大率指定 


書式 1:- mag =[ num ] 

書式2 : - mag=half 

機能：拡大率を指定します。 

解説：この指定に従って、表示拡大率が変化します。このオプションの指定 
がない場合、 dvi ファイルに書き込まれている値が採用されます。各 
指定値に対応する実際の拡大率とフォントの dpi 値を以下に挙げま 
す。「フォント」の項目は、 “_ dpi =118” と指定した場合、拡大後、ど 
のフォントが主に使われるかを示したものです。 


指定 

拡大率 

フォント 

0 

1.000倍 

118 dpi 

half 

1.096倍 

129 dpi 

1 

1.200倍 

142 dpi 

2 

1.440倍 

170 dpi 

3 

1.728 倍 

204 dpi 

4 

2.074 倍 

245 dpi 

5 

2.488 倍 

294 dpi 


-timer キースキヤン•タイマ•インターバル指定 


書式： - timer = [ num ] 

機能：キースキャンのためのタイマ•インターバルを指定します。 

解説：数値が小さいほど スクロールが 速くなります。あまり数値が小さいと 
書き込みが行われなくなる恐れがあるので、お勧めできません。デ 
フォルトは60です。 

次に、少しキースキャン•タイマ•インターバルを速くしてみる場合 
の指定例を挙げます。 


A>preview -timer=50 sample 
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2.3 — PREVIEW オプション 


-highReso 高解像度指定 


書式： -highReso 

機能：1024 X 848ドットの表示モードにします。 

解説：このとき、さらにテキスト RAM の一部を cell 領域 2 )に使用します。 


A>preview -highReso sample 


1024 X 848 ドットの表示モードでは画面がちらつきますが、これは 
ハードウエアの制限からくる症状で、デバイスドライ八のトラブルで 
はありません。 


- GRAM グラフィック RAM 使用宣言 


書式： -GRAM 

機能：グラフィック RAM も cell 領域に使用します。 

解説：グラフィック RAM も cell 領域に使用したい場合に指定します。 

グラフィック RAM が他の目的に使用されていた場合はエラーを表示 
して終了します。 


A>preview -GRAM sample 

X680x0 TeX Previewer Ver 2p09a Copyright 1989,90 ,91,92,93 
by E x t (T.Kawamoto) 

Tpic Specials support Ver 1.00a Copyright 1993 
by TSG+SHIMA 

Program Stop : graphic R A M は使用できません。 


この表示が出た場合には、グラフィック RAM を専有しているアプリ 
ケーション 3 )を外し、使用できるようにしてください。 

もし、そのアプリケーションを外したくなければ、プレビューアでの 
グラフィック RAM の使用 (-GRAM) をあきらめるしかありません。 


2)TfeX ドライパが使うワー 
キ ングエリア 0 


3) 最も可能性の商いものは、 
グラフィック RAM デイ 
スクでしよう。 
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Chapter 2 —— Options 


-buf ページバッファ数指定 


書式 

機能 

解説 


- bui = [ mun ] 


ページバッファを何ページ分メモリにとるかを指定します。 

このオプションを省略した場合、デフォルトとして2が採用されま 
す。現在のページを中心にして、どのページをメモリにためるかを指 
定します。現在のページが5ページのときの例をバッファ数別に挙げ 
ておきます。 • 


バッファ数 

ためるぺージ 

2 

5 6 

3 

4 5 6 

4 

4 5 6 7 

5 

3 4 5 6 7 

6 

345678 

7 

2345678 


前後のページにすぐに移りたいのなら、最低でも4ページ分のバッ 
ファがないと快適な環境にはならないでしょう。 


- width バッファ横ドット数指定 


書式： - width =[ mim ] 

機能：バッファの横幅をドット単位で指定します。 

解説：ただし、 p .45 で述べたオプション “- highReso ” が指定されていない 
と、本オプションの指定は意味がありません。デフォルトは1024で 
す。また、指定する値は16の倍数でなければなりません。 

なお、表示対象の dvi ファイルの横幅を超えて指定することはできま 
せん。 

使用例を挙げます。 


A>preview -highReso -width=1536 sample 


プレビューアで閲覧可能な幅が 1.5 倍に増えます。 
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2.3 —PREVIEW オプション 


- height バッファ縦ドット数指定 


書式： - height = [ num ] 

機能：バッファの縦幅をドット単位で指定します。 

解説：ただし、 p .45 で述べたオプション “- highReso ” が指定されていない 
と、本オプションの指定は意味がありません。デフォルトは2048で 
す。また、指定する値は16の倍数でなければなりません。 

なお、表示対象の dvi ファイルの縦幅を超えて指定することはできま 
せん。 

使用例を挙げます。 


A>preview -highReso -height=3072 sample 


プレビューアで閲覧可能な高さが 1.5 倍に増えます。 
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- xOff set 左上座標指定 （ X 座標） 


書式 ： -xOff set = [ num ] 

機能：画面に対して書き込む位置をドット単位です旨定します。 

解説：次ページで説明する “- yOffset ” と対にして使用します。 

座標系は画面左上を原点とし、右方向が X 軸の正の方向、下方向が 
Y 軸の正の方向です。これらのスイッチで、どの位置から書き込みを 
始めるかを指定します。たとえば、 “- x 0 ff S et =0” と指定します。 


次ページで説明する -yOffset と対にして使用します。 

座標系は画面左上を原点とし、右方向が X 軸の正の方向、下方向 
が Y 軸の正の方向です。これらのスイッチでどの位置から書き込みを始 
めるかを指定します。 


これを、 “- x 0 ffset =100” と指定すると、下の例のように100ドット 
右方向にずれます。 


次ページで説明する -yOffset と対にして使用します。 

座標系は画面左上を原点とし、右方向が X 軸の正の方向、下方向 
が Y 軸の正の方向です。これらのスイッチでどの位置から書き込 
めるかを指定します。 


負の値を指定すると、逆に左方向にずれます。デフォルトとしては、 
画面の中央に印刷用紙の中央がくるような値が採用されています。 











2.3 — PREVIEW オプション 


- yOffset 左上座標指定 （ Y 座標） 


書式： -yOff set =[ num ] 

機能：画面に対して書き込む位置をドット単位で指定します。 

解説：前ページで説明した “- xOffset ” と対にして使用します。 

座標系は、画面左上を原点とし、右方向が X 軸の正の方向、下方向が 
Y 軸の正の方向です。これらのスイッチでどの位置から書き込みを始 
めるかを指定します。たとえば、“ - y 0 f ; fset =0’’ と指定します。 


前ぺージで説明した -xOff set と対にして使用します。 

座標系は画面左上を原点とし、右方向が X 軸の正の方向、下方向 
が Y 軸の正の方向です。これらのスイッチでどの位置から書き込みを始 
めるかを指定します。 


これを、 “- yOffset :=： LOO ” と指定すると、下の例のように100ドッ 
卜下方向にずれます。 


前ページで説明した -xOffset と文寸にして使用します。 

座標系は画面左上を原点とし、右方向が X 軸の正の方向、下方向 


負の値を指定すると、逆に上方向にずれます。デフォルトとしては、 
画面の中央に印刷用紙の中央がくるような値が採用されています。 
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-paperCol 背景色の指定 


書式： - paperCol = [ num ] 

機能：ディスプレイ画面の背景色の指定です。 

解説： [ num ] はカラーコードで、デフォルトは $ C 630 (白）です。十進数で 
t 旨定します。 

カラーは、緑成分 • 赤成分 • 青成分ごとに0から31までの数値で指 
定することができます。緑成分を2048倍したものと、赤成分を64倍 
したものと、青成分を2倍したものを足したものが、カラーコードと 
なります。 

たとえば、緑成分30、赤成分30、青成分28の場合は、 30 x 2048 + 
30 x 64 + 28 x 2 = 63416となります。 

使用例を挙げます。ディスプレイ画面の背景色を、紙らしくなるよう 
に変えてみましょう。 


A>preview -paperCol=634l6 sample 


- penCol ペンの色の指定 


書式： 

機能： 

解説： 


- penCol = [ num ] 

ペンの色の指定です。 

[ num ] はカラーコードで、デフォルトは$0000 (黒） 
ネ旨定します。 

カラーは、緑成分 • 赤成分•青成分ごとに0から31 
定することができます。緑成分を2048倍したものと、 
したものと、青成分を2倍したものを足したものが、 
なります。 

たとえば、緑成分0、赤成分5、青成分13の場合は、 


です。十進数で 

までの数値で指 
赤成分を64倍 
カラーコードと 


Ox 2048 + 5 X 


64 +13 x 2 = 346となります。 

この場合、ペンの色はほんの少し青味がかったものになります。 


A>preview -penCol=346 sample 












2.3 —— PREVIEW オプシヨ 


-pk2fontman FONTMAN Ver.2 の変換ファイル指定 


書式： - pk 2 fontman = [ string ] 

機能： FONTMAN Ver .2 の変換ファイル指定です。 

解説： FONTMAN Ver .2 を 利用する 場合、 preview . P 2 m ファイルを 必要とし 
ます。これは、 デフォルトではカレントディレクトリの preview . p 2 m 、 
あるいは、 °/. TEXHOME 8 / 0 / preview . p 2 m を参照しますが、このオブシ 
ョンを 指定することで変更することができます。また、環境変数 
PREVIEW . P 2 M または PREVIEW _ P 2 M でも設定可能です。環境変数と 
オプションの 両方で指定した 場合、オプションの ほうが優先されま 
す。 ファイル 名を フルパスで 指定してください。詳しくは第 1.3 節 
「 PREVIEW 環境変数」 （ p . 7 ) を参照してください。 

なお、本書には FONTMAN Ver .2 は添付されていません。 


-pk3fontman FONTMAN Ver.3 の変換ファイル指定 


書式： - pk 3 f ontman = [ string ] 

機能 ： FONTMAN Ver .3 の変換ファイル指定です。 

解説 ： FONTMAN Ver .3 を利用する場合、 preview . p 3 m ファイルが必要に 
なります。 FONTMAN Ver .3 は、デフォルトではカレントディレク 
トリの preview . p 3 m 、 あるいは ％ TEXH 0 ME % の preview . p 3 m を参照 
しますが、 - pk 3 f ontman オプションで変更することができます 0 
環境変数 PREVIEW . P 3 M または PREVIEW _ P 3 M でも設定可能です。オプ 
ションと環境変数の両方で指定した場合は、オプションの指定のほう 
が優先されます。 

ファイル名をフルパスで指定してください。詳しくは、第 1.3 節 
「PREVIEW 環境変数」 ( p .7) を参照してください0 










Chapter 2 — Options 


-f ontmanMaxS ize フォントマネージャの最大フオントサイズ 


谱ェ t ■ - fontmanMaxSize = [ niun ] 

機能：フォントマネージャの最大フォントサイズを設定します。 

解説： FONTMAN Ver .2 あるいは Ver .3 を利用すると、漢字 フォン トをか 
なり大きなサイズまで利用することが可能になります。 フォン トマ 
ネー ジャ とのイ ン ターフェースでは、 フォン トの バッファを 必要なサ 
イズだけ確保しなければならないので、このオプシヨンで指定します。 
デフ オルトでは512ドットで、普通はこれで十分です。 


-layout レイアウト表示指定 


書式. -layout 

機能：レイアウト表示を指定します。 

解説：すべてのフォントのすべての文字がボックスで表示されます。スピー 
ドが若干速くなりますが、たいした効果は期侍できません。 
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2.3 —PREVIEW オプション 


- subst 代用表示方法指定 


書式： - subst = [ string ] 

機能：代用表示方法を指定します。 

解説：フォントファイルがない場合の動作を指定します。 [ string ] は、 box , 
cmrmin , nofont のうちから選んでください。それぞれの動作は以下 
のようになっています。 

(1) - subst=box 

フォントファイルがない場合、ボックスを表示します。ただし、 
tfm ファイルがないとボックス表示はできません。その場合、ダ 
ミーフォントになります。 

(2) - subst=cmrmin 

フォントファイルがない場合、 cmr 4) # min 5) で代用します。この 
場合、フォントの領域を示すボックスは正確ではなくなります。 
なお、これらのフォントが見つからなかった場合、代用表示はで 
きません。その場合、ダミーフォントとなります。 

この指定で代用を行った場合、 “- info ” で見ると u check sum 
error ”がよく出ますが、無視してもかまいません 0 

(3) - subst=noiont 

フォントファイルが見つからなかった場合、ダミーフォントとな 
ります。 

なお、上述のいかなる場合でもダミーフォントが見つかった場合は、 
途中で動作を打ち切ります。該当フォントを作成したうえでリトライ 
してください。 


4) 英語フォントの場合。 

5) 日本語フォントの場合。 
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Chapter 2 —— Options 


プリンタドライバのオプシヨンは、大きく分けて次の3種類に分類できます。 

ドライバ制御系 
汎用プリンタ制御系 
ラスタプリンタ制御系 


それぞれに属するオプションの一覧を挙げます。なお、これらは大文字、小文 
字の区別をしません。 


♦ ドライバ制御系 


l)-landscape と同じ 0 
2 'I-landscape と同じ 0 


-remark 

注釈文 

-info 

情報表示 

- dpi 

解像度指定 

-mag 

拡大率指定 

-timer 

キースキャン•タイマ•インターバル指定 

-TRAM 

テキスト RAM 使用宣言 

-GRAM 

グラフィック RAM 使用宣言 

-landscaDe 

横置き（縦方向）印字指定（右回転） 

-vertical 

横置き（縦方向）印字指定（右回転) 10 

-turnRight 

横置き（縦方向）印字指定（右回転) 2〉 

-turnLeft 

横置き（縦方向）印字指定（左回転） 

-width 

バッファ横ドット数指定 

-height 

バッファ縦ドット数指定 

-xOffset 

左上座標指定（ X 座標） 

-yDffset 

左上座標指定 （ Y 座標） 



2.4.PRINT オプション 


2.4.1 PRINT オプシヨン概説 


12 3 
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2.4 — PRINT オプション 


• - pk 2 fontman 

• - pk 3 fontman 

• -fontmanMaxSize 
•-layout 

• -subst 

• -dump 


FONTMAN Ver .2 の変換ファイル指定 
FONTMAN Ver .3 の変換ファイル指定 
フォントマネージャの最大フォントサイズ 
レイアウト印字指定 
代用印字方法指定 
ダンプ出力 


これらのオプションは、コマンドラインで直接指定するのが普通の使い方です。 
ただし、よく使うオプションはコンフイギュレーションファイルに入れておくの 
もいいでしよう。 


♦ 汎用プリンタ制御系 


• -MSBisUpper 

• -MSBisLeft 

• -pinBytes 

• -pinHeights 

• -prBufSize 

• -init 

• -CRLF 

• -extraCRLF 

• -FF 

• -graphic 

• -start 

• -relative 

• -repeat 


印字へッド方向指定 
印字へッド方向指定 
印字へッドのピン数指定 
印字へッドのピン数指定 
プリンタバッファの大きさ指定 
プリンタ初期化のコード列指定 
プリンタ改行のコード列指定 
空行改行時の追加コード列指定 
プリンタ改ページのコード列指定 
ドットグラフィック指定のコード列指定 
ドット単位印字開始位置指定のコード列指定 
ドット単位印字位置相対指定のコード列指定 
グラフィックリピート指定のコード列指定 


これらはプリンタを制御するオプシヨン類ですから、通常はコンフィギュレー 
シヨンファイル print . cfg に書いておく性質のものです。したがって、すでに 
の HOME ディレクトリ内に print . cfg がある読者（インストール時にプ 
リンタを指定して print . cfg ができあがっている読者）の場合は、これらの才 
プシヨンはすでに設定済みです。あらためてコマンドラインから指定する必要は 
ありません。 

不幸にも該当するコ ンフィ ギュレーシヨ ンフ ァイルが見つからなかった人は、 
本節とプリンタの マニュアル をよく読んでからオプシヨンを指定して、コンフィ 
ギュレーシヨンファイルを作成しなければなりません。作成のしかたについては、 
『 Vol . l — User ? s Guide 編』の第 5.3 節 「 print . cfg の作り方」 （ p .186) を参照 
してください。 

もし新しいコンフィギュレーシヨンファイルが作成できましたら、お手数です 
が、筆者（川本）宛に送ってください。筆者がパソコン通信を通じて他のユーザ 
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に広めるなり、この本の新版に収録させていただくなりしたいと思います。そう 
すれば、同様の悩みを抱えている他の読者の手助けになることと思いますので。 

さて、このなかで -init, -CRLF, -extraCRLF, -FF, -graphic, -start, 
-relative, -repeat については、引数として文字列を指定します。指定す 
る際はエスケープ.シーケンス等を使いますが、使用可能なコードについての詳 
細は第 2.4.3 項「- switch= [string] で使用できるコード」 (p.91) を参照してく 
ださい。 

そのうち、 -graphic, -start, -relative, -repeat は、グラフィックイメージ 
をプリンタに送出する際に使用するコード列を指定するものです。 4 つあります 
が、どれも同じ目的を遂行するためにあります。プリンタによっては、どれかひ 
とつしかサポートしていないことがあります。 


♦ ラスタプリンタ制御系 


• -Raster 

• - MH 

• -EveryRaster 

• -RasterOutPutOrder 

• -Raster _xPos 

• -Raster_yPos 

• -Raster _xSize 

• -Raster_ySize 


ラスタスキャン出力指定 

MH 符号圧縮指定 

出カラスタ数指定 

ラスタ情報出力順序指定 

ラスタスキャン x 方向位置のコード列指定 

ラスタスキャン y 方向位置のコード列指定 

ラスタスキャン x 方向サイズのコード列指定 

ラスタスキャン y 方向サイズのコード列指定 


これらは、ラスタスキャン系のプリンタを使用する場合に使うオプションで、 
汎用プリンタ系のオプションと同じく、プリンタを制御するオプション類です。 
したがって、通常はコン フイ ギュ レー ションファイル print. cf g に書いておく 
性質のものです。ただし、 -EveryRaster は dvi ファイルによってはコマンドラ 
インで指定するのが効果的です。 


2.4.2 PRINT オプション詳説 


以下、各オプションについて、詳しく説明を行います。 







2.4 —PRINT オプション 


- remark 注釈文 


書式： -remark= [string] 

機能：注釈文を書きます。 

解説： [string] には、半角スペースを含めないでください。かわりにかな 
スペースあるいは全角スペースを使用します。 print.cfg に覚え書き 
を残したい場合、これを利用します。 

[List 2 - 3 • -remark を使用した例 _ ] 

1: -remark= CZ — 8PC3 用 print. cfg by J u n K 
2: -dpi=180 

3: -MSBisUpper 
4 : -pinBytes=3 

5 : -init=\ecl\e 707,9 \xl0\x20\x08 

6 : -remark= 美しくないけどよしとしよう by じばんぐ 

7: -CRLF=\r\n 

8: -FF=\f -remark= corrected by じばんぐ 89/12/11 

9 : -graphic=\eJ 702111 
10 : -staxt=\e\xl0*/,4d 
1 丄： -repeat= 


[ string ] のなかに使用するスペースとしては、かなスペースだとわか 
りにくいので、そのかわりにアンダースコア“胃’，を使うのも手です。 
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Chapter 2 —— Options 


-info 情報表示 


3) マニュアル類には . cell 
領域と述べられている 
部分。 


書式 ： -info 

機能：各種情報を表示して終了します。 

解説：テキストの縦横のドット数や総ページ数等、各種情報を表示し、その 
まま終了します。 

実行例を挙げます。 


A> print -info preview 

X680x0 TeX Printer Driver Ver 2p09a Copyright 1989,90 ， 
91,92 ,93 by Ext (T.Kawamoto) 

Tpic Specials support Ver 1.00a Copyright 1993 
by TSG+SHIMA 

RasterOutput Devices support Ver 1.00 Copyright 
1992, 1993 by T. Hilano 
font manager : version 3 
フリースペース : 3903 K bytes 
ブリンタバッファ： 256 Kbytes 
プリンタピン数： 24 ピン 
印字絶対位置リピート指定。 

バッファ幅、高さ ：1440 ,1980 
テキスト左上座標 ： （ 157 , 118) 

テキスト右下座標 ： （ 1282 , 1861) 

注意：左端が 23 dots 右端が 23 dots 上端が 62 dots 下端が 
62 dots 紙面から切れます。 


ノォ ー マット 

T e 

基本 D P 1 

180 

拡大率 

1 

総ページ数 

11 

フォント 



5: 180/cmr6.pk -> A : /usr/local/TeX/pks/180/cmr6.pk 
7: 180/cmsy6.pk -> A:/usr/local/TeX/pks/180/cmsy6.pk 
10:180/cmr7.pk -> A : /usr/local/TeX/pks/180/cmr7.pk 
16:180/cmr8.pk -> A : /usr/local/TeX/pks/180/cmr8.pk 
18:180/cmsy8.pk -> A : /usr/local/TeX/pks/180/cmsy8.pk 
21:180/min8.pk -> -tex- 明朝 （ 19.925 3) 


〇 「font managerj の行は、フォントマネージャのバージョンを表 
示しています。 

〇 「フリースペース」の行は、プリンタドライバがワーキングエリ 
ア 3 )として使用可能な空きエリアの容量を K バイト単位で表示し 
ています。 

〇 「プリンタバッファ」の行は、プリンタスプーリング用に確保さ 
れたバッファの容量を K バイト単位で表示しています。 
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2.4 — PRINT オプション 


〇 「プリンタピン数」の行は、プリンタの印字ピンの数を、8本を 
ひとまとまりとして表示しています。 

〇 「プリンタピン数」の次の行には、プリンタ関連のその他の情報 
が表示されています。ここに表示される情報は、以下のようなも 
のです。 


右回転，左回転 用紙を90度回転して印字する場合に、右回 
転 4 )するか左回転 5 )するかの表示。 

ラスタスキ ャン ラスタスキャン 6 )のプリンタであるかどうか 
の表示。 

MH 符号圧縮 ラスタスキャンの場合に、 MH 符号圧縮 7 )を 
行うかどうかの表示。 

ビット逆順 ビット並びが逆順 8 )のプリンタを使用しているか 
どうかの表示。 

印字絶対位置 印字絶対位置のシーケンス 9 )を用いているかど 
うかの表示。 

印字相対位置 印字相対位置のシーケンス 1 のを用いているかど 
うかの表示。 

リピート グラフィックリピートのシーケンス 11 )を用いている 
かどうかの指定。 


4) -landscape 等同等オプ 
シヨン指定時。 p. 65 参照。 

5) -turnLeft 指定時。 p.66 
参照。 

6) -Raster 指定時。 p.86 
参照。 

7) -MH 指定時。 p.87 参照。 

8) -MSBisUpper 指定時。 
P. 74 参照。 

9) -start 指定時。 p.83 参 
照。 

1 0) -relative 指定時。 p.84 
参照。 

11) -repeat 指定時。 p.85 
参照。 


それぞれ該当するオプションの説明の項を参照してください。 

〇 「バッファ幅、高さ」 の 行から「テキスト右下座標」 の 行までは、 
ページバッファの サイズを表示しています。座標は、 ハへソファの 左 
上隅を原点に取り、右方向および下方向が正として表示されます。 

〇 「テキスト座標」の次の行では、 ページバッファが 小さすぎるた 
めに出力する内容が バッファ 領域（紙面）をはみ出すときに注意 
を促します。ただし、上下左右1インチの余裕を見込んでいま 
すので、はみ出した量が1インチを超えないかぎり大丈夫です。 
ドット数とインチサイ ズ との対応に ついては、 あなたのプリンタ 
の dpi 値を参考にしてください。たとえば360 dpi のプリンタで 
あれば、1インチが360ドット分となります。 

〇 「フォーマット」 の行は、 dvi ファイルが通常の横書き TfeX の 
ものか、縦書き TfeK のものであるかを示しています。 

〇 「基本 DPI 」 の行は、オプション “- dpi ” で指定した値です。あ 
なたのプリンタの dpi 値と違っていれば、オプション “- dpi ” で 
正しく設定しなければなりません。 

〇 「拡大率」の行は、オプション “- mag ” で指定した率を表示して 
います。 

〇 「総ページ数」の行は、 dvi ファイルに含まれているページの総 
数です。 
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Chapter 2 —— Options 


〇 「フォント」の行から下の部分は、 dvi ファイルで使用されてい 
るフォントの一覧です。ここをよく見ると、代用フォントの状態 
がわかります。詳しくは、オプション“- subst ” の項 （ P .72) を 
参照してください。 






2.4 —— PRINT オプション 


-dpi 解像度指定 


書式： - dpi =[ num ] 

機能：解像度を直接指定します。 

解説：単位は dpi です。本オプションを指定していないときは 180 dpi が採用 
されます。解像度 180 dpi 以外のプリンタをお使いの方は、 print.cfg 
にこのオプシヨンを加えておくとよいでしょう。本書添付のインス 
トーラを使用した場合は、すでに正しい値が入っています。 

LP - 3000用 print . cfg の設定例を挙げます 0 

IList 2 - 4 • LP— 3000 用 print.cfg _| 

1: -remark= LP — 30 00 用 print, cfg by Ritchy: 

2 : -remark= modified by T.Hilano for Raster_0utput 

3 : -width=2360 

4: -height=3376 

5 : -xOffset=200 

6 : -yOffset=200 

7 : -dpi=300 

8 : -pinBytes=l 

9 : -init=\xlbz # /,07,0\xld0; 0.24muE\xld8; 01 pP\xld0; 300; 300drE\xld 

OboP 

10 : -Raster0utPut0rder=xygXY 
11 : -Raster 

12 : -Raster_yPos=\xld # /,4DY 
13 : -Raster_xPos=\xld # /»4DX 
14 : -Raster_ySize= # /,4D; 0bi{I 
15: -Raster_xSize= # /,4D; 

16: -CRLF=\r\n 
17: -FF=\f 

18: -graphic=\xld7*5D; 

19 : -start= 

20 : -repeat= 
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- mag 拡大率指定 


書式 1: - mag =[ nTim ] 

書式 2 : - mag=half 

機能： 拡大率を指定します。 

解説： この指定に従って、印字拡大率が変化します。このオプションの指定 
がない場合、 dvi ファイルに書き込まれている値が採用されます。以 
下に、各指定値に対応する実際の拡大率とフォントの dpi 値を挙げま 
す。「フォント」の項目は、 - dpi =180 と指定した場合、拡大後、どの 
フォントが主に使われるかを示したものです。 


指定 

拡大率 

フォント 

0 

1.00 0 倍 

180 dpi 

half 

1.096倍 

197 dpi 

1 

1.200倍 

216 dpi 

2 

1.440倍 

259 dpi 

3 

1.728倍 

311 dpi 

4 

2.074倍 

373 dpi 

5 

2.488 倍 

448 dpi 


-timer キースキヤン•タイマ•インターバル指定 


書式. - timer = Lnum ] 

機能： キースキャンのためのタイマ •イ ンターバルを ネ旨定します。 

解説： デフォルト値は60です。 [ num ] の 値を小さくすると、 キースキャン 
は速くなります。 

以下に、キースキャンを少し速くしてみる場合の指定例を挙げます。 


A> Dnnt -timer=50 sample 
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2.4 —— PRINT オプション 


- TRAM テキスト RAM 使用宣言 


書式： -TRAM 

機能：テキスト RAM も cell 領域に使用します 0 

解説：テキスト RAM も cell 領域に使用したい場合に指定します。 

プリンタドライバのコンフイギュレーションファイルに追加しておく 
とよいでしょう。 

IList 2 - 5 • -TRAM の設定例 

1: -remark= H G 8 0 0 用 print. cfg 
2: -dpi=180 

3: -MSBisUpper 
4: -TRAM 
5 : -pinBytes=3 
6: -init=\e@\xl8\eA\x08 
7: -CRLF=\r 
8: -FF=\f 
9 : -xOffset=135 
10: -graphic=\e*\x 277.21 
11 : -start= 

12 : -repeat= 

13 : -height=1944 
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-GRAM グラフィック RAM 使用宣言 


i 2 ) 最も可能性の高いものは、 
グラフィック RAM ディ 
スクでしよう。 


書式 ： -GRAM 

機能：グラフィック RAM も cell 領域に使用します。 

解説：グラフィック RAM も cell 領域に使用したい場合に指定します。 

グラフィック RAM が他の目的に使用されていた場合はエラーを表示 
して終了します。 


A> print -GRAM sample 

X680x0 TeX Printer Driver Ver 2p09a Copyright 1989,90, 
91,92 ,93 by Ext (T.Kawamoto) 

Tpic Specials support Ver 1.00a Copyright 1993 
by TSG+SHIMA 

RasterOutput Devices support Ver 1.00 Copyright 
1992, 1993 by T. Hilano 

Program Stop : graphic R A M は使用できません。 

A> 


この表示が出た場合には、グラフィック RAM を専有しているアプリ 
ケーション 12 )を外し、使用できるようにします。もしそのアプリケー 
ションを外したくなければ、残念ですが、プリンタドライバでのグラ 
フィック RAM の使用 (- GRAM ) をあきらめるしかありません。 
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- landscape , - vertical , -turnRight 

横置き（縦方向）印字指定（右回転) 


書式1 •-landscape 
書式2 . -vertical 
書式3 : -turnRight 

機能：横置き（縦方向）印字を指定します。 

解説：プリンタに出力する際、ビットマップデータを時計回りに90度回転 
し、縦方向に印字します。 

A 4 用紙を横位置にして印刷する場合に使います。 landscape , sty と 
組み合わせて使用してください。 

IList 2 - 6 •-landscape の使用例 — sample. tex —j 

1: \documentstyleLiandscape]{jreport} 

2 : : 

3: : 


List 2-6 を MgX にかけます。 



なお、 -vertical は以前のバージョンのプリンタドライノ s 、との互換 
性を考えて残してありますが、 - landscape と同じ意味です。また、 
-turnRight については、次のページで説明する- turnLef t オプショ 
ンとセットにする意味で設けています。 —turnRight も -landscape 
と同じ意味です。 
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-turnLeft 横置き（縦方向）印字指定（左回転) 


書式： -turnLeft 

機能：横置き（縦方向）印字を指定します。 

解説：プリンタに出力する際、ビットマップ データを 時計回りとは逆に90 
度回転し、縦方向に印字します。 

A 4 用紙を横位置にして印刷する場合に使います。 landscape.sty と 
組み合わせて使用してください。 

も啡 2-7 • -turnLeft の例 - sample.tex _ _ _ ] 

I: \document style [landscaDe] 'Ll report} 

2 : : 

3: : 


List 2-7 を L ^ TeK にかけます。 


A>latex sample 

_ J 

これを出力する際に “-turnLeft” オプションをつけます。 

A>t)rint -turnLeft sample 
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2.4 —— PRINT オプション 


- width バッファ横ドット数指定 


書式： - width = [ num ] 

機能：バッファの横幅をドット単位で指定します。 

解説：デフォルトは1440です。普通は、プリント幅をドット単位で指定し 
ます。縦書き指定がある場合は、プリント用紙1ページの長さをドッ 
卜単位で指定します。8の倍数で指定してください。 


List 2 - 8 • -width の拉定例 


1 

-remaxk= P C — P R 1 

1 0 1 E 2 用 print.cfg by どおお 

2 

-width=1320 


3 

-height=1800 


4 

-xOffset=-130 

-remark = 適当に変えてください 

5 

-yOffset=-60 


6 

-init=\ec\x31\eT\x31\x37 

7 

-CRLF=\r\n 


8 

-FF= 


9 

-graphic=\eJ'/,4d 


10 

-repeat=\eUy,4d 

-remark= ; これ、大丈夫かな？ 

11 

-start= 


12 

-prBufSize=1024 



- height バッファ縦ドット数指定 


書式： - heiglrt = [ num ] 

機能：バッファの縦幅をドット単位で指定します。 

解説：デフォルトは1980です。普通は、プリント用紙1ページの長さをドッ 
卜単位で指定します。縦書き指定がある場合は、プリント幅をドット 
単位で指定します。8の倍数で指定してください。 

[List 2- 9 • -height の設定例 

1: -remark=EPSON_AP- 900 by 諸は郎 
2 : -prBufSize=512 
3: -GRAM 
4: -TRAM 
5: -width=2880 

6 : -height=3920 
7: -dpi=360 

8: -MSBisUpper 
9 : -pinBytes=6 
10 : -init=\eA\x08 
11 : -CRLF=\r 
12: -FF=\f 

13 : -graphic=\e*\x48'/,2i 

14 : -StcLTt = 

15 : -repeat= 
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- xOffset 左上座標指定 （ X 座標) 


書式 ： -xOff set =[ mim ] 

機能：プリンタ用紙に対して書き込む位置を指定します。 

解説：次ページで説明する “- yOffset ” とセットで使用します。座標系は、 
画面左上を原点とし、右が X 軸の正の方向、下が Y 軸の正の方向で 
す。これらのオプションで、どの位置から書き込みを始めるかを指定 
します。たとえば、 “- x 0 ffset =0” と指定します。 


次ページで説明する -yOffset とセットで使用します。 

座標系は、画面左上を原点とし、右がX軸の正の方向、下が Y 軸 
の正の方向です。これらのオプションで、どの位置から書き込みを始める 
かを指定します。 


これを “- x 0 ffset =100” と指定すると、100ドット分、右方向にずれ 
ます。 


次ページで説明する -yOff set とセットで使用します。 

座標系は、画面左上を原点とし、右がX軸の正の方向、下が Y 軸 
の正の方向です。これらのオプションで、どの位置から書き込み 
かを指定します。 


逆に負の値を指定すると、左方向にずれます。 

デフォルトは、紙の中央が画面の中央にくるような値が採用されます。 











2.4 —PRINT オプション 


- yOffset 左上座標指定 （ Y 座標） 


書式 ： -yOff set =[ num ] 

機能：プリンタ用紙に対して書き込む位置を指定します。 

解説：前ページで説明した “- xOffset ” とセットで使用します。座標系は、 
画面左上を原点とし、右が X 軸の正の方向、下が Y 軸の正の方向で 
す。これらのオプションで、どの位置から書き込みを始めるかを指定 
します。たとえば、 “- y 0 ffset =0” と指定します。 


前ページで説明した - xOffset とセットで使用します。 

座標系は、画面左上を原点とし、右が X 軸の正の方向、下が Y 車由 
の正の方向です。これらのオプションで、どの位置から書き込みを始める 
かを指定します。 


これを “- y 0 ffset =100” と指定すると、100ドット分、下方向にずれ 
ます。 


前ページで説明した - xOffset とセットで使用します。 

座標系は、画面左上を原点とし、右が X 軸の正の方向、下が Y 軸 


逆に負の値を指定すると、上方向にずれます。 

デフォルトは、紙の中央が画面の中央にくるような値が採用されます。 
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-pk2f ontman FONTMAN Ver.2 の変換ファイル指定 


書式： - pk 2 f ontman = [ string ] 

機能 ： FONTMAN Ver.2 の変換ファイル指定。 

解説 ： FONTMAN Ver.2 を利用する場合、 print . p 2 m ファイルを必要とし 
ます。 FONTMAN Ver.2 は、デフォルトでは、カレントデイレクト 
リの print . p 2 m 、 あるいは ％ TEXH 0 ME % の print . p 2 m を参照します 
が、このオプションを使えば変更できます。この変更は、環境変数 
PRINT . P 2 M または PRINT _ P 2 M でも設定可能です。オプションと環境 
変数の両方を指定した場合は、オプションの指定のほうが優先され 
ます。ファイル名をフルパスで指定してください。詳しくは第 1.4 節 
「 PRINT 環境変数」 （ p .12) を参照してください。 

なお、 FONTMAN Ver.2 は、本書には添付されていません。 


-pk3fontman FONTMAN Ver.3 の変換ファイル指定 


書式： - pk 3 fontman = [ string 」 

機能 ： FONTMAN Ver.3 の変換ファイル指定です。 

解説 ： FONTMAN Ver .3 を利用する場合、 print . P 3 m ファイルを必要とし 
ます。フォントマネージャの Ver . 3はデフォルトでは、カレントデイ 
レクトリの print . p 3 m 、 あるいは ％ TEXH 0 ME % の print . p 3 m を参照 
しますが、このオプションを使えば変更することができます。この変 
更は、環境変数 PRINT . P 3 M または PRINT _ P 3 M でも設定可能です。才 
プションと環境変数の両方を指定した場合は、オプションの指定のほ 
うが優先されます。 

ファイル名をフルパスて寸旨定してください。詳しくは第 1.4 節 「PRINT 
環境変数」 （P.12) を参照してください。 












2.4 —— PRINT オプション 


-fontmanMaxSize フォント マネージャの 最大フォントサイズ 


書式 . -fontmanMaxSize=[num 」 

機能： フォントマネージャの最大フォントサイズを指定します。 

解説： FONTMAN の Ver.2 あるいは Ver.3 を利用すると、かなり大きな 
サイズの漢字フォントまで利用することができます。フォントマネー 
ジャとのインターフェースでは、フォントのバッファを必要なサイズ 
だけ確保しなければならないので、このオプションで指定します。デ 
フォルトは512ドットですが、普通はこれで十分です。 


-layout レイアウト印字指定 


書式 ： -layout 

機能： レイアウト印字を指定します。 

解説： すべてのフォントのすべての 文字がボックスで印字されます。印字速 
度が若干速くなりますが、たいした効果は期待できません。 
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Chapter 2 — Options 


- subst 代用印字方法指定 


13) 英語フォントの場合。 

1 4 ) 日本語フォントの場合。 


書式： - subst : [ string ] 

機能：代用印字方法を指定します。 

解説：フォントファイルがない場合の動作を指定します。 [ string ] は、 box , 
cmrmin , nofont のうちから選んでください。それぞれの動作は、以 
下のとおりです。 
f 1)- subst=box 

フォントファイルがない場合、ボックス印字します。ただし、 tfm 
ファイルがないと、ボックス印字をすることはできません。その 
場合、ダミーフォントとなります。 

( 2 ) - subst=cmrmin 

フォントファイルがない場合、 cmr 13 ) か min 14 ) で代用します。こ 
の場合、フォントの領域を示すボックスは正確ではなくなります。 
なお、これらのフォントがない場合は、代用印字することはでき 
ません。その場合、ダミーフォントとなります。 

この指定で代用印字をした場合、 “- info ” で見ると、 “check s 皿 
error ” がよく表示されます。しかし、無視してかまいません。 

(3) - subst=nofont 

フォントファイルが見つからなかった場合、ダミーフォントとな 
ります。 

なお、上述のいかなる場合でもダミーフォントが見つかった場合は、 
途中で動作を打ち切ります。該当フォントを作成したうえでリトライ 
してください。 


72 









2.4 —PRINT オプション 


-dump ダンプ出力 


書式： - dump : [ string ] 

機能：ダンプ出力を指定します。 

解説：プリンタに出力するかわりに、パ、イナリデータをファイルに出力し 
ます。 


A > copy ファイノレ名 LPT 


以上の操作でプリ ンタに出力でき る形式でファイルに出力しますから、 
いったんファイルに保存しておいて、後日プリンタに出力することが 
できます。 
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Chapter 2 —— Options 


-MSBisUpper 印字へッド方向指定 


15) たとえば、 NEC の PR 
シリーズ等。 

16) バイトの MSB がプリン 
夕の上方にくる。 


書式 ： -MSBisUpper 

機能：印字へッドの方向を指定します。 

解説：多くのプリンタ 15 )は、プリンタの印字ヘッドピンの上方向に LSB が 
きます。しかし、なかにはシャープの CZ シリーズのようにビット並 
びが反対 16 )のものがあります。そういう場合、本オプションを指定し 
ます。 

ここでちょっと寄り道をして、プリンタの印字へッドピンの並びにつ 
いて説明しておきます。プリンタをコンピュータで制御するために、 
普通、プリンタの印字へッドピンは8つごとに区切ってバイト単位に 
まとめられています。1バイトに含まれる8つのビット並びを正確に 
把握していないと、数ミリ幅の帯状にスライスされたイメージがプリ 
ンタに出力されてしまいます。並び方は、上下が入れ替わっているか 
どうかという違いしかありません。それは“プリンタの上方に MSB 
がくるか LSB がくるか”と表現されます。あなたのプリンタがどち 
らであるかはわかりにくいと思いますが、見分け方のひとつとして， 
プリンタがシャープ製かどうかという方法があります。シャープ製な 
ら、確実に- MSBisUpper を指定すべきプリンタだからです。その他 
のメーカについては、それぞれのプリンタのマニュアルを參照してく 
ださい。 

そして万が一、“数ミリ幅の帯状にスライスされたイメージ”が出力 
されたら、 - MSBisUpper を再調整してください。 

[List 2- 10 • -MSBisUpper の設定例 1 

1: - remark = CZ - 8 PC 3 用 print , cfg by J u n K 
2 : - dpi =180 

3: -MSBisUpper 
4 : - pinBytes =3 

5 : - init =\ ecl \ e '/, # /,9\ xl 0\ x 20\ x 08 

6: - remark ^ 美しくないけどよしとしよう by じばんぐ 

7: - CRLF =\ r\n 

8: - FF=\f - remark = corrected by じばんぐ 89/12/11 

9 : - graphic =\ eJ # /,2 m 
10 : - start =\ e \ xl 07,4 d 
11 : - repeat = 
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2.4 — PRINT オプション 


- MSBisLeft 印字へッド方向指定 


書式 ： -MSBisLeft 

機能：印字へッドの方向を指定します。 

解説： PR2000/4 のように、プリンタの印字へッドのビットの並びが横に並 
んでいるときに、本オプションを使います。 

[List 2- 11 • -MSBisLeft の設定例 _| 

1: -remark: PR 2000/4 用 print .cfg by S A S A 

2 : -remark= A 4 縦書き用 

3 : -dpi=400 

4: -TRAM 

5: -GRAM 

6 : -width=3040 

7: -height=4512 

8 : -MSBisLeft 

9 : -pinHeights=l 

10 : -init=\xlbcl\xlcd240.\xlcfPA4.\xlc<l/400, i •\xlceO,0. 

11 : -CRLF=\xlceO,l,,B ， B. 

12: -FF=\f 

13: -graphic=\xlci7.4d,1,0,1/1 ， 1/1,%3D ,400 • 

14: -stcirt= 

15 : -repeat= 


残念ながら、本オプションを指定した場合、縦方向への印字ができな 
くなります。しかし、 PR 2000/4にかぎっていえば、 - MSBisLeft を 
外してラスタプリンタ制御系オプションを駆使すると、縦方向への印 
字が可能になります。 

{List 2 ■ 12 • PR 2 000/4 で縦方向への印宇を行う例 _| 

1: -remark= PR 2000 /4 用 print, cfg by S A S A 
: Modified_by_T.Hilano 

2 : -remark= A 4 縦書き用 

3 : -dpi=400 

4: -TRAM 

5: -GRAM 

6 : -width=3040 

7: -height=4512 

8 : -Raster 

9 : -RasterOutPutOrder=xyXYg 
10 : -Raster_xPos=\xlce # /,4D 
11:-Raster_yPos=, # / 0 4D. 

12 : -Raster_xSize=\xlci # / c 4D 
13 : -Raster_ySize=, # /*4D 
14 : -pinHeights=l 

15: -init=\xlbcl\xlcd240.\xlcfPA4.\xlc<l/400, i .\xlceO,0. 

16: -CRLF=\xlceO,l,,B,B. 

17: -FF=\f 

18: -graphic: ,0,1/1,1/1, # /.4D, 400. 

19 : -start= 

20 : -repeat* 
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Chapter 2 —— Options 


-pinBytes 印字へッドのピン数指定 


書式： - pinBytes =[ num ] 

機能：印字へッドのピン数を t 旨定します。 

解説： [ num ] には、印字へッドのピン数/ 8 を指定してください 0 


-pinHeights 印字へッドのピン数指定 


書式： - pinHeights =[ num ] 

機能：印字へッドのピン数を指定します。 

解説： [ n 皿]で印字へッドのピン数を指定します。 - MSBisLeft を指定した 
場合は、 - pinBytes ではなく、 - pinHeigtrts を指定してください。 
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2.4 —PRINT オプション 


-prBufSize プリンタバッフアの大きさ指定 


書式： - prBufSize =[ num ] 

機能：プリンタ バッファの 大きさを指定します。 

解説：プリ ンタスプールに 使用する バッファの 大きさを K バイト単位で指 
定します。1以上を指定してください。デフォルトは256です。プリ 
ンタの 速度が X 680 x 0 の描画速度に比べて遅い場合、この バッファの 
値を大きくするとよいでしょう。反対に、プリンタの速度が X 680 x 0 
よりも速い場合には、最小値の1を指定してください。 
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Chapter 2 — Options 


- init プリンタ初期化のコード列指定 


書式： - init = [ string ] 

機能： プリンタ初期化のコード列を指定します。 

解説： 1ページの始まりごとに [ string ] に指定したコード列をプリンタに 
送ります。プリンタに出力するエスケープ • シーケンス等のコード列 
を指定します。ここで指定できるコードの詳しい説明は、第 2.4.3 項 
r - switch = [ string ] で使用できるコード」 ( p .91) を参照してくださ 
い 0 デフオルトは、 - init =\ ecl \ eM \ sG \ eT 24 です 0 

IList 2 - 13 • -init の股定例 _ J 

1: -remark: HP - Laserjet4 用 print, cfg by HIDE 
2: -dpi=600 

3: -width=4672 

4 : -height=6400 
5 : -pinHeights=l 
6: -MSBisLeft 
7: -CRLF=\n 
8: -FF=\f 
9 : -xOffset=400 
10: -y0ffset=428 

11:-init=\eE\e&u600D\e*t600R\e&l.08C\e&k2G\e&f0y0X\e*p-lY\e*r 
blA\e&flX 

12: -graphic=\e&f2X\e*b # /,3DW 
13 : -start=\e*p # /,4dX 
14 : -repeat= 


List 2-13 の 11 行目を見てください。 - init の行の設定により、1 
ページの 始まりごとに 「エスケープコー ド+ E + エスケープコー ド+ 
&+ u + 6十…」という長いコード列をプリンタに出力します。 
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2.4 —PRINT オプション 


- CRLF プリンタ改行のコード列指定 


書式： -CRLF= [string] 

機能： プリンタ改行のコード列を指定します。 

解説： 改行ごとに [ string ] で指定したコード列を送ります。プリンタに出 
力するエスケープ•シーケンス等のコード列を指定します。ここで指 
定できるコードの詳しい説明は、第 2.4.3 項 「- switch = [ string ] で 
使用できるコード」 （ p .91) を参照してください。 

デフォルトは - CRLF =\ r\n (改行復帰）です。 

[List 2 - 14 • -CRLF の股定例 _ ] 

1: -remark= PR 2 0 0 0/ 4 用 print. cf g by S A S A 

2 : -remark^ B 5 縦書き用 

3 : -dpi=400 

4: -TRAM 

5: -GRAM 

6 : -width=2608 

7 : -height=3888 

8: -MSBisLeft 

9 : -pinHeights=l 

10: -init=\xlbcl\xlcd240.\xlcfPB5.\xlc<l/400,i•\xlceO,0. 

11:-CRLF=\xlceO,1,,B,B. 

12: -FF=\f 

13 : -graphic=\xlci # /,4d,1,0,1/1,1/1,7.3D,400. 

14 : -start= 

15 : -repeat= 


List 2-14 の 11 行目を見てください。 - CRLF の行の設定により、改行 
には、 「0 xlc + e + 0+, + 1+, +, +B + , + B +.」 を使います。 
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Chapter 2 —— Options 


- extraCRLF 空行改行時の追加コード列指定 


書式： ~ extraCRLF = [ string ] 

機能：空行改行時の追加コード列を指定します。 

解説：空行改行時に、改行コード列の直前に [ string ] で指定したコード列 
を追加します。空行の出力時に通常の改行だけでは不十分な場合、本 
オプシヨンで不足分を追加します。プリンタに出力するエスケープ • 
シーケンス等のコード列を指定します。ここで指定できるコードの 
詳しい説明は、第 2.4.3 項 r - switch = [ string ] で使用できるコード」 
( P .91) を参照してください。デフォルトは - extraCRLF = (何もしない） 
です。 

HP-DJ505J のコンフイギユレーシヨンフアイルは、本オプシヨンを 
使って空行の調整を行います。 

IList 2 - 15 • -extraCRLF の股定例 _ _ _ — _| 

1: -remark=HP_DJ505J_Config_by_AIR 
2: -width=2400 

3: -height=3300 
4: -dpi=300 

5: -MSBisLeft 
6 : -pinHeights=l 
7 : -init=\eQ\e\x5F\x 417,0 
8: -CRLF=\r 

9 : -extraCRLF=\e\x5F\x4A\x01 # /,0 
10: -FF=\f 

11:-graphic=\e\x5F\x 577.21 
12: -start= 

13 : -repeat: 

14 : -relative^ 


List 2-15 の8、 9 行目を見てください。 -CRLF の行の設定により、通 
常行は復帰 OxOd を出力するのみですが、 -extraCRLF の行の設定に 
より、空行を出力する場合はかわりに「エスケープコード +_+ J + 
0x01 + 0x00 + OxOd 」 の順に出力します。 
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2.4 —PRINT オプション 


-FF プリンタ改ページのコード列指定 


書式： - FF = [ string ] 

機能：プリンタ改ページのコード列を指定します。 

解説：改ページ時に [ string ] で指定したコード列を追加します。プリンタに 
出力するエスケープ.シーケンス等のコード列を指定します。ここで指 
定できるコードの詳しい説明は、第 2.4.3 項 「- switcli = [ string ] で使 
用できるコード」 （ p .91) を参照してください。デフォルトは - FF =\ f\d 
です0 


|^ist 2 - 16 • -FF の K 定例 


1: -remark= MJ-500 print.cfg by 山川直己 
2: -dpi=360 

3 : -MSBisUpper 
4: -TRAM 
5 : -DinBytes=6 
6 : -init=\eQ\xl8\eA\x08 
7: -CRLF=\r\n 
8: -FF=\f 
9 : -xOffset=135 
10 : -graphic=\e*\x48 # /,2i 

11 : -staxt= 

12: -repeat^ 

13: -relative=\e\\'/,2/2i 

14: -xOffset=300 
15: -yOffset=0 
16: -PrBufSize=32 


List 2-16 の 8 行目を見てください。 - FF の行の設定により、改ペー 
ジする際には 0 x 0 c を出力します。 
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Chapter 2 — Options 


- graphic ドットグラフィック指定のコード列指定 


舊式： - graphic = [ string ] 

機能： ドットグラフィック指定のコード列を指定します。 

解説： プリンタドライバが作成したビットマップデータ1行分をプリンタに 
送る際に使用するコード列です。 [ string ] で指定されるコード列を 
すべて出力後、ビットイメージデータが出力されます。デフォルトは 
- graphic =\ eJ */,4 d です。 

ビットマップ出力のために、 - graphic , - start , - relative , -repeat 
の 4 つのオプシヨンが用意されています。この4つのなかでは、 
-graphic が最も基本的で、かつ、最も効率が悪い方法です。詳しく 
はプリンタの マニュアルを 参照してください。プリンタの マニュアル 
には、「ドットグラフィックす旨定 j といった用語で記述されています。 
プリンタの マニュアルをよ く読んで「ドットグラフィック指定」とい 
う用語があれば、本オプションで指定してください。 

[ string ] に使用可能なコードについての詳細は、第 2.5.3 項 
「- switch = [ string ] で使用できるコード」 （ p .91) を参照してください。 

£,ist 2 - 17 • -graphic の肢定例 _ _| 

1: -remark=EPS0N_AP-900 by 諸は郎 
2 : -prBufSize=512 
3: -GRAM 
4: -TRAM 
5 : -width=2880 

6: -height=3920 
7: -dpi=360 

8 : -MSBisUpper 
9 : -pinBytes=6 
10 : -init=\eA\x08 
11:-CRLF=\r 
12: -FF=\f 

13 : -graphic=\e*\x48'/.2i 

14 : -StELrt = 

15 : -repeat= 


I 7 ) インテルの CPU が採用 
している顚番で、2パイ 
卜のうち、下位バイトを 
まず先に、上位バイトを 
そのあとに出力する方法。 


List 2-17 の13行目を見てください。 - graphic の行の設定により、 
「エスケープコード + *+ H 」 に続き、リトルエンディアン 17 )で出力し、 
最後にビットマップデータがその長さだけ続くことを意味します。 
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2.4 —PRINT オプシヨ 


- start ドット単位印字開始位置指定のコード列指定 


書式： - start = [ string ] 

機能：ドット単位印字開始位置指定のコード列を指定します。 

解説：プリンタドライバが作成したビットマップデータ1行分をプリンタ 
に送る際に、空白をスキップするためのコード列です。デフォルトは 
- start =\ eF %4 d です 0 

ビットマップをベタ出力する際に空白部分を省略すると、プリンタへ 
の転送容量が減るため、高速化できます。本オプションは、そういっ 
た用途に使われるコード列を指定するものです。 

プリンタの1行の印字開始位置を指定する目的で、プリンタにビット 
マップ列を出力する先頭絶対位置を指定できる機能が備わっているこ 
とがあります。プリンタのマニュアルには、「ドット単位印字開始位置 
指定」といった用語で記述されています。詳しくはプリンタのマニュ 
アルを参照してください。 

プリンタの マニュアル をよく読んで、このような指定のしかたが可能 
なことを確かめてから、本オプションを指定してください。もし不幸 
にも本機能がない場合には、 [ string ] を省略して- start = と書き 
ます。 

使用可能なコードについての詳細は、第 2.4.3 項 r - switch = [ string ] 
で使用できるコード」 ( p .91) を参照してください。 


[List 2- 18 • -start の設定例 

1 

-remark= F M — P R 4 5 

1 用 print.cfg 

2 

-remar k=by_i atman 


3 

-dpi=180 


4 

-MSBisUpper 


5 

-pinBytes=3 


6 

-init=\ec\eQ\x32\x3b\x31\x35\x20G 

7 

-remark= 

reset&LFpicth 

8 

-CRLF=\n 


9 

10 

-FF=\f 

-graphic=\eQ # /.4d\x20W 


11 

-start=\e ['/,4d\x60 

-remark=absolute 

12 

13 

-relative=\e ['/.4da 
-width=2448 

-remark=relative 

14 

-height=1980 



List 2-18 の11行目を見てください。 -start の行の設定により、「エ 
スケープコード+[」に続き、位置を最大4桁までの ASCII コード 
で表した十進数で出力し、最後に‘を出力することで、先頭絶対位置 
を指定しています。実際のビットマップの出力は -graphic で^^旨示さ 
れたとおりに行われます。 














- relative ドット単位印字位置相対指定のコード列指定 


兽式. - relative : [ string 」 

機能：ドット単位印字位置相対指定のコード列を指定します。 

解説：プリンタドライバが作成したビットマップデータ1行分をプリンタ 
に送る際に、空白をスキップするためのコード列です。デフォルトは 
- relative ^ です。ビットマップをベタ出力する際に空白部分を省略 
すると、プリンタへの転送容量が減るため、高速化できます。本オプ 
ションは、そういった用途に使われるコード列を指定するものです。 
プリンタの1行目の印字開始位置を指定するために、プリンタには 
ビットマップ列を出力する先頭相対位置を指定できる機能が備わって 
いることがあります。プリンタのマニュアルには、「ドット単位印字位 
置相対指定」といった用語で記述されています。詳しくはプリンタの 
マニュアルを参照してください。 

- start と同じ目的で使用されます。ただし、 - relative は、ビット 
マップ列を出力する先頭位置を、以前出力した先頭位置からの相対位 
置で^^定するコードが備わっているときに使います。 

プリンタの マニュアル をよく読んで、このような指定のしかたが可能 
なことを確かめてから、本オプションを指定してください。もし不幸 
にも本機能がない場合には、 [ string ] を省略して - relative = と書 
きます。 

使用可能なコードについての詳細は、第 2.4.3 項 r - switch = [ string ] 
で使用できるコード」 （ p .91) を参照してください。 

[List 2 - 19 • -relative の肢定例 _| 

1: -remark= B J I 3 0 J 用 print. cf g writen by あるたさろす • R • 
ミオラルオン 
2: -dpi=360 

3: -pinBytes=6 
4: -init=\eM\sG\sC\eT24 
5: -CRLF=\r\n 
6: -FF=\f 
7: -MSBisUpper 

8 : -graphic=\xlcCB\x04\x04 # /,2i 

9 : -relative=\eU7,4/2d # /,0 # /,07,0 -remark=added_by_ S a s a f u 

10 : -start* 

11 : -repeat= 

12: -width=2880 

13: -height=3960 


List 2-19 の 9 行目を見てください。 - relative の行の設定により、 
エスケープコード+ U に続き、相対位置を2で割ったものを、最大4 
桁までの ASCII コードで表した十進数で出力し、続けて3つの 0 x 00 
を出力することで相対位置を指定しています。実際のビットマップの 
出力は - graphic で指示されたとおりに行われます。 













2.4 — PRINT オプション 


-repeat グラフィックリピート指定のコード列指定 


書式： - repeat = [ string ] 

機能： グラフィックリピート指定のコード列を指定します。 

解説： プリンタドライバが作成したビットマップデータ1行分をプリンタ 
に送る際に、空白をスキップするためのコード列です。デフォルトは 
- repeat =\ eU %4 d です。ビットマップをベタ出力する際に空白部分を 
省略すると、プリンタへの転送容量が減るため、高速化できます。本 
オプションは、そういった用途に使われるコード列を指定するもの 
です。プリンタに、同じビットマップデータを繰り返し転送する機能 
が備わっていることがあります。プリンタのマニュアルには、「グラ 
フィックリピート指定」といった用語で記述されています。詳しくは 
プリンタのマニュアルを参照してください。 

- start , - relative とは違って出力位置が指定できなくても、リピー 
卜指定ができれば、これらと同じようにプリンタへの転送容量を削減 
できます。 [ string ] で指定されるコード列をすべて出力後、リビー 
卜すべき ビッ トイメージデータが出力されます。プリンタの マニ ュア 
ルをよく読んで、このような指定のしかたが可能なことを確かめて 
から、本オプションを指定してください。もし不幸にも本機能がない 
場合には、 [ string ] を省略して - repeat = と書きます。使用可能な 
コードに ついての 詳細は、第 2.4.3 項 r - switch = [ string ] で使用で 
きるコード」 （ P .91) を参照してください。 

IList 2 - 20 • -repeat の設足例 _ ] 

1: -remark= Laser Shot emulation (2/3 mode) 用 （ LBP180L.cfg) 
by M A S A 

2 : -remark=159 .•. と 3711 ...の page で使います。 

3: -dpi=180 

4: -pinBytes=3 
5: -height=1960 
6: -width=2560 

7 : -turnLeft 

8: -init=\xlbcl\xlbM\xlbT18\xlbd2 
9: -CRLF=\r\n 
10: -FF=\x0d 
11:-xOffset=1340 
12: -yOffset=110 
13 : -graphic=\eJ7,4d 
14 : -staxt=\eF # /.4d 
15 : -repeat=\eir/,4d 


List 2-20 の 15 行目を見てください。 “- repeat ” の行の設定によ 
り、「エスケープコード + U 」 に続き、リピート回数を最大4桁までの 
ASCII コードで表した十進数で出力し、続いてリピートすべきコード 
を1バイト出力するように指定しています。実際のビットマップの出 
力は、 - graphic で指示されたとおりに行います。 
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Chapter 2 —— Options 


-Raster ラスタスキャン出力指定 


書式 ： -Raster 

機能：ラスタスキャン出力することを指定します。 

解説 ： -Raster オプションを指定すると、次のオプションを指定しても無視 
されます。 

〇 -vertical 
〇 -MSBisUpper 
〇 -pinBytes 
〇 -CRLF 
U -start 
〇 -relative 
U -repeat 

[List 2-21• -Raster の股定例 _| 

1: -remark= LP — 3000 用 print, cfg by Ritchy : 

2 : -remark= modified by T.Hilano for Raster.Output 

3: -width=2360 

4: -height=3376 

5 : -xOffset=200 

6 : -yOffset=200 

7: -dpi=300 

8: -pinBytes=l 

9: -init=\xlbz%07,0\xld0; 0.24muE\xld8; 01pP\xld0; 300; 300drE\xl 
dOboP 

10 : -OrderPos=x 
11 : -OrderSize=gxy 
12 : -Raster 

13 : -Raster_yPos=\xld # /,4DY 
14 : -Raster_xPos=\xld'/,4DX 
15 : -Raster_ySize='/,lD; Obi{I 
16: -Raster_xSize=7,3D; 

17: -CRLF=\r\n 
18: -FF=\f 

19: -graphic=\xld # /,4D; 

20 : -start* 

21 : -repeat= 
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2.4 — PRINT オプション 


- MH MH 符号圧縮指定 


書式 ： -MH 

機能：ラスタスキャンのデータを MH 符号で圧縮して転送する指定をします。 
解説： MH 符号圧縮指定は、 - Raster を指定していないと無効です。 MH 符 
号は1本の主走査線の画素数が2560以下の白黒2値の画像信号を対 
象としています。 - width で指定する値は、この値より小さくしてく 
ださい 18 )。 


-EveryRaster 出カラスタ数指定 


書式： - EveryRaster = Lnum ] 

機能： [ mim ] 個のラスタごとに出力するように指定します。 

解説： - EveryRaster オプションは、 - MH 指定時には無視されます 0 

MH 符号圧縮をしない場合には、空白のラスタ群にはさまれた部分を 
ひとまとめにしてプリンタに出力します。その際、送るビットイメー 
ジの前後にある空白は除きます。したがって、空白のラスタがあまり 
なく、その間でラスタの長さが大きく変化する場合等には有効です 19 )。 


18) これ以上の値を指定した 
場合には、安定した觔作 
は保証されません。 


19) たとえば、スタイルオブ 
シヨン （j) two column を 
指定していると.きなど。 
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-Raster Out Put Order ラスタ情報出力順序指定 


書式： - RasterOutPiitOrder : [ string ] 

機能：出力するラスタイメージデータの位置や大きさを指示する順序を定義 
します。 

解説： [ string ] には、次に挙げる文字を組み合わせて指定します。 


文字 

意味 

関連オプション 

X 

X 方向（横）の位置 

-Raster_xPos 

y 

y 方向（縦）の位置 

-Raster vPos 

X 

ラスタスキャンの X 方向の大きさ 

-Raster_xSize 

Y 

ラスタスキャンの y 方向の大きさ 

-Raster ySize 

g 

送るべきバイト数 

-graphic 


[ string ] に記述した「文字」の順序に従って、「関連オプション」で 
指定したコード列が出力されます。なお、すべての文字を書く必要は 
ありません。 

^bist 2 - 22 • -RasterOutPutOrder の肢定例 ] 


2 

3 

4 

5 

6 


-remark= LP — 3000 用 print.cfg by Ritchy : 

-remark= modilied by T.Hilano lor Raster_Output 

-width=2360 -height=3376 
-xOffset=200 -yOffset=200 


-dpi=300 -pinBytes=l 

-init=\xlbz # /,07.0\xld0; 0.24muE\xld8; 01pP\xld0; 300; 300drE\xl 
dOboP 


7 : -Raster0utPut0rder=xygXY 
8 : -Raster 

9 : -Rast er_yPos=\x ld'/.4DY 
10 : -Raster_xPos=\xld'/,4DX 
11:-Raster_ySize='/,4D; Obi{I 
12: -Raster_xSize='/,4D; 

13: -CRLF=\r\n 
14: -FF=\f 

15: -graphic=\xld'/.5D; 

16 : -start= 

17 : -repeat^ 


List 2-22 の例の場合、 7 行目は、ビットマップをラスタ出力する際、 
「 x 方向の位置」、 「 y 方向の位置」、「送るべきバイト数」、「ラスタイ 
メージの x 方向の大きさ」、そして、「ラスタイメージの y 方向の大 
きさ」の順に送ることを表しています。 

「 X 方向の位置」の出カコードは、 10 行目の - Raster.xPos の記述に 
従います。 「 y 方向の位置」の出カコードは、 9 行目の- Raster_yPos 
の記述に従います。「送るべきバイト数」の出カコードは、 15 行目 
の -graphic の記述に従います。「ラスタイメー ジの x 方向の大き 
さ」の出カコードは、 12 行目の- Raster_xSize の記述に従います 0 
「ラスタイメージの y 方向の大きさ」の出カコードは、11行目の 
- Raster.ySize の記述に従います。 

















2.4 —PRINT オプション 


-Raster xPos ラスタスキャン x 方向位置のコード列指定 


書式. - Raster _ xPos = [ string ] 

機能：ラスタスキャン x 方向位置のコード列を指定します。 

解説： - Raster _ xPos では、 [ string ] にラスタスキャンデータの x 方向出 
力位置をドット単位で指定するコード列を書きます。 

次に説明する - Raster _ yPos と組み合わせて使います 0 

p .88 の List 2-22 の例の10行目を見てください。 - Raster _ xPos の 

行の設定により、 x 方向の位置をバイト数で数えたものを、最大4桁 

までの ASCII コードで表した十進数で出力し、続けて X を出力し 

ます。 


-Raster yPos ラスタスキャン y 方向位置のコード列指定 


書式： -Raster _ yPos = [ string ] 

機能：ラスタスキャンの y 方向位置のコード列を指定します。 

解説： - Raster _ yPos では、 [ string ] にラスタスキャンデータの y 方向出 
力位置をドット単位で指定するコード列を書きます。 

上の - Raster . xPos と組み合わせて使います 0 

p .88 の List 2-22 の例の9行目を見てください。 - Raster _ yPos の行 
の設定により、 y 方向の位置をバイト数で数えたものを、最大4桁ま 
での ASCII コードで表した十進数で出力し、続けて Y を出力します。 
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-Raster xSize ラスタスキャン x 方向サイズのコード列指定 


書式. - Raster _ xSize = Lstring] 

機能：ラスタスキャン x 方向サイズのコード列を指定します。 

解説 ： -Raster _ xSize では、 [ string ] に、ラスタスキャンデータの x 方向 
サイズをドット単位で指定するコード列を書きます。 

次の - Raster _ ySize と組み合わせて使います。 
p .88 の List 2-22 の例の12行目を見てください。 - Raster_xSize 
の行の設定により、 x 方向サイズをバイト数で数えたものを、最大4 
桁までの ASCII コードで表した十進数で出力します。 


- Raster.ySize ラスタスキャン y 方向サイズのコード列指定 


兽式. - Raster _ ySize =[ string ] 

機能：ラスタスキャン y 方向サイズのコード列を指定します。 

解説： - Raster — ySize では、 [ string ] に、ラスタスキャンデータの y 方向 
サイズをドット単位で指定するコード列を書きます。 

上の - Raster _ xSize と組み合わせて使います。 
p .88 の List 2-22 の例の11行目を見てください。 - Raster_ySize 
の行の設定により、 y 方向サイズをバイト数で数えたものを、最大4 
桁までの ASCII コードで表した十進数で出力します。その後、「； + 
0 + b + i +{+ I 」 を続けて出力します。 











2.4 — PRINT オプション 


2.4.3 - switch = [ string ] で使用できるコード 

プリンタドライバで使用できるオプションのうち、次のものは引数として文字 
列を指*定します。 

〇汎用プリンタ制御系 

- init , - CRLF , - extraCRLF , - FF , - graphic , - start , - relative , -repeat 
〇ラスタプリンタ制御系 

- Raster . xPos , - Raster . yPos , - Raster . xSize , - Raster_ySize 

そこに指定できるコードを以下に説明します。なかでも次に示す8つのオプ 
ションは、ビットマップデータの位置•サイズ等の情報をともなうので、次に説 
明するような特別な記法が用意されています。 

〇汎用プリンタ制御系 

- graphic , - start , - relative , -repeat 
〇ラスタプリンタ制御系 

- Raster . xPos , - Raster . yPos , - Raster _ xSize , - Raster.ySize 


♦ # / 0 ? d , °/ 0 ? D , °/.? m , # /,? i , # /,?I 


プリンタに出カドット数を送る際に、そのドット数の出力方法を指定しなけれ 
ばなりません。本コード列は、以下に挙げるオプションにおいて、グラフィック 
データの出力の指定に使います。 

これらのオプション内では、本コード列を何回指定してもかまいません。 

〇汎用プリンタ制御系 

- graphic , - start , - relative , -repeat 
〇ラスタプリンタ制御系 

- Raster _ xPos , - Raster _ yPos , - Raster . xSize , - Raster_ySize 

本コード列は、次に分類するように 6 種類あります。 

# /,?d ?は1から5までの ASCII コードで、最大？桁までの十進数 ASCII 

コードで出力することを意味します。 

°/〇 rD - graphic , - Raster _ xPos , - Raster _ yPos , - Raster_xSize および 
- Raster _ySize でしか使えません。出力するデータがドット数で 
はなく、バイト数である点を除けば、％? d と同じです。 

# /.?m ?は1または2で、ドット数を？バイトのバイナリデータに変換し 

て、ビッグエンディアン 2 ので出力することを意味します。 

°/ 0 ?M - graphic , - Raster _ xPos , - Raster _ yPos , - Raster_xSize および 
- Raster.ySize でしか使えません。出力するデータがドット数で 
はなく、バイト数である点を除けば、％? m と同じです。 


20) モトローラの CPU が採 
用している順番で、上位 
バイトに続き、下位バイ 
卜を送ること。 
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21) インテルの CPU が採用 
している順番で、下位パ 
イトに統き、上位バイト 
を送ること。 


22) たとえば、「エスケープ 
コード+ R ddd rij の場 
合、 ddd はリビート数を 
3桁の十進数の ASCII 
コードで表しており 、 n 
をリピートすべきキャラ 
クタとすることを示して 
います。 


7.71 ?は1または2で、ドット数を？バイトのバイナリデータに変換し 

て、リトルエンディアン 21 )で出力することを意味します。 

°/ B rI -graphic, -Raster_xPos, -Raster_yPos, -Raster_xSize および 
- Raster _ySize でしか使えません。出力するデータがドット数で 
はなく、バイト数である点を除けば、％? i と同じです。 

さらに、次に挙げる2つのオプションに関しては、割り算ファクタを指定する 
ことができます。 

- start , -relative 

「割り算ファクタ」とは、たとえば 360 dpi のプリンタ BJ -130 ではグラフィッ 
クリピート指定が 180 dpi ベースでしか指定できないというような事態に対処す 
るために考えられた概念です。その正確な定義は以下のようになっています。 

定義：スタートドット位置あるいは相対ドット位置の指定において、出力す 
べきドット数をある指定数で割り、その商をドット数として出力し、 
余りは通常のグラフィックデータとして この あとに続いて出力する。 
この 指定数を「割り算ファクタ」という。 

360 dpi 単位で割り出したドット数をすべて 180 dpi 単位に変換しなければなら 
ないわけですが、単に割り算ファクタ2で割っただけでは余りが出ます。これを 
無視していてはビットずれのもとですから、それを後続のデータに埋め込んでし 
まおうというわけです。 

書式は、以下に示すとおりです。 

•/•?/*d ， # /o?/*m, %?/*i 

ここで、 * の部分に割り算ファクタを書きます。たとえば、 BJ -130 J では、次 
のように t 旨定します。 

-relative=\eU°/,4/2d 0 /oO # / 0 07oO 

この指定は、「ドクト単位印字位置相対指定」が「エスケープコード + U 」 に続 
き、最大4桁までの十進数 ASCII コードで相対位置の半分の数値を出力し、3 
バイトの 0 x 00 を出力することを意味します。 

ちなみに、 「エスケープコード + U 」 は、 180 dpi ベースのグラフィック リピート 
指定です。 360 dpi の BJ -130 J では、空白のドット幅を数えて、その半分を指定 
してやることが必要なのです。 - relative によって、スキップ数の半分を出力し 
てくれますから、リピートすべきドット列 0 x 00 0 x 00 0 x 00 をダミー (7.0 # /,0 # /,0) 
としてあとから送ってやれば、目的を達成できます。 

ほかにキャラクタリピート 22 )を使う場合、空白文字が幅 48 ドットを持ってい 
るなら、次のように指定します。 

-relative=\eR°/ 0 3/48d\x20 

なお、現在、割り算ファクタは複数指定することができません。さらに、割り 
算ファクタのない指定との混在もできません。 
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♦ \ x ?? 


1バイトコードの出力指定です。16進数で指定します。ちょうど2桁分指定 
してください。ただし、 0 x 00 を出力したい場合は •/•() を用いてください。 


♦ \??? 


1バイトコードの出力指定です。8進数で指定します。ちょうど3桁分指定し 
てください。ただし、 0 x 00 を出力したい場合は％0を用いてください。 


♦ その他のコード 


以上に記述したコード列以外にも、以下にリストされた記法が使用できます。 

\b ベル (BEL, 0x07) 

\t 水平タブ (HT, 0x09) 

\n 改行 （ LF , 0 x 0 a ) 

\v 垂直タブ （ VT , OxOb ) 

\f 改ページ ( FF , 0 x 0 c ) 

\r 復帰 （ CR , OxOd ) 

\d deselect (DC3, 0x13) 

\s サブ コード ( SUB , Oxla ) 

\e エスケープコード (ESC, Oxlb) 

\\ \ コード 

n 。/。コード 

°/.0 ヌルコード （ NUL, 0x00) 

ヌル コードは \ 00〇, \ x 00 等では指定できません。 


1バイトコード出力指定 （\ x ?? や\???)だけを使っていると、記述を見ただ 
けでは意味がわかりにくいので、このようなわかりやすい記述のしかたを使うと 
便利です。 
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2.5 


METRFONT のコマンドライン 


METRFONT の基本的な実行形式である inimf . x と virmf . x のコマンドライ 
ン解釈について簡単に説明しておきます。 inimf . x と virmf . 冗には、通常のプ 
ログラムでいう、コマンドラインから指定することで自身の動作を変化させるよ 
うなオプションは存在しません。コマンドラインに記述された文字列は、そのま 
ま METAFONT の入力文字として扱われます。 

たとえば、コマンドラインから以下のように入力したとしましょう。 


A> inimf test.mi 


この記述は、一見するとコマンドラインの引数として test . mf を渡したかの 
ように見えます。しかし、これはただ単に、 


A> inimf 

This is METAFONT, C Version 2.7 (INIMF) 
♦♦test.mf 


とした場合とまったく等価です。コマンドラインからの入力は、そのまま META 
FONT の入力として扱われる点に注意してください。 

ただし、 IfeX の場合と同様、“&”を先頭に持つ最初のコマンドライン引数 
だけは METAFONT でも特別の意味を持ちます。のあとに続く文字列は、 
inimf .X で作成した、拡張子が .base のファイルを指定します。 base ファイル 
は、¥にとっての fmt ファイルに相当するファイルです。 

“\”（“辛”）は、 TfeX での場合と同様に METRFONT でもパスの区切りとして 
認識されませんから、コマンドラインからディレクトリ付きのファイルネームを 
渡す場合は“\”（“ ¥”）のかわりに“/”を使用してください。 









2.6 — makefont オプション 



2.6.makeiont オフ 。 ン3ン 


makefont.x には、以下に示す各オプシヨンがあります。 


• 、 api> 

• く拡大率〉 

• くフォント名〉 

• -mf 

• -y 


作成フォントの基本 dpi 
フォントの拡大率 
作成フォント名 

METAFONT ソースファイル検索デイレクトリの追加 
処理の中断の禁止 


く dpi 〉 く拡大率〉くフォント名〉については順番は固定で、省略することはでき 
ません。その他のオプションは、これらのオプションの後ろであれば、順不同 
で、省略も可能です。なお、オプションを指定せずに起動すると、対話形式で 
makefont .X が起動します。 
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く dpi 〉 く拡大率〉くフォント名〉 基本 dpi 、 拡大率、フォント名の指定 


害式： く dpi 〉 く拡大率〉くフォント名〉 

機能：作成フォントの基本 dpi 、 拡大率、フォント名を指定します。 

解説：第1オプションとして、作成フォントの基本 dpi を 50-3000 の数値 
で指定します。プレビューア用のフォント dpi 値は118に、プリンタ 
用のフォントはプリンタの dpi 値にあわせるようにするのが普通です。 
第2オプションとして、作成フォントの拡大率を指定します。拡大率 
は、以下の表のとおりに指定してください。実際に作成されるフォン 
トサイズは、 「 dpix 拡大率」の小数点第1位が5以下のとき、これを 
切り捨てた値になります。 


0.5=1 1105 

0.6=i 1106 0.7=i 1107 0.8=m08 

0.9=i 1109 

1.0=m0 1.095 =mh 

1.2=ml 

1.3=ml3 1.44=m2 1.728 =m3 

2.074 =m4 

2.488=m5 




, 


第3オプションとして、作成するフォント名を METAFONT の 
ソースファイル名で指定します。拡張子の . mf は指定しない 
でください。指定ソースファイル名の例を以下に示します。 


ソースファイル名 

作成されるフォント 

cmrlO 

Roman face ( ローマン体） 

cmtilO 

Italic face ( イタリック体） 

cmcsclO 

Small caps face ( 小文字サイズの大文字） 

cmsllO 

Slanted face ( 斜体〉 

cmsslO 

Sans serif face ( サンセリフ体） 

cmttlO 

Typewriter face ( タイプライタ体） 


なお、第1〜第3のオプションの順番は固定で、省略することはで 
きません。3つまとめてひとつのオプションだと考えてください。た 
とえば、118 dpi の cmsslO フォントを披大率 1.2 で作成する場合、以 
下のようにします。 


A> makefont 118 ml cmsslO 














2.6 — makefont オプシヨ 


- mf METRFONT ソースファイル検索デイレクトリの追加 


書式： - mf = くディレクトリ名〉 

機能： METAFONT ソースファイルの検索ディレクトリを追加します。 

解説： METRFONT ソースファイルが標準ディレクトリ以外にある場合に、 
このオプションで指定します。ディレクトリが環境変数 MFINPUTS で 
指定されている場合は、このオプションは不要です。 


-Y 処理の中断の禁止 


書式 ： -y 

機能： 処理の中断を行わないようにします。 

解説： このオプションがあると処理を中断しません。作成先ディレクトリが 
ない場合は確認することなくディレクトリを作成し、作成フォント 
がすでに存在する場合は確認することなく作業を終了します。また、 
METRFONT ソースにエラーがあった 場合 も、エラーメッセージを 出 
力するだけで作業を続行します。このオプションは、ハへ y チファイル 
等で連続してフォントを作成するときに指定すると便利です。 
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CHAPTER 


3 


m) 


Configuration 


本章では、フォントマネージャで使用するコンフィギュレーションファイ 
ルの文法について解説します0本書の添付ディスクに付属のインストーラ 
によって IfeX のインストールを行った場合、フォントマネージャのコ 
ンフィギュレーションファイルは、あなたのプリンタおよびフォントファ 
イル環境にあわせて 7. TEXHOME 0 /. 内に myfonts . fm というファイル名で 
作成されます0しかし、このコンフィギュレーションファイルには、あく 
までも最小限度の設定だけしか定義されていませんから、このような既 
存ファイルの設定に満足できなくなることもあるでしょう。その場合、読 
者は、自分自身でコンフィギュレーションファイルをつくらなければなり 
ません。本章では、そのような読者のために、フォントマネージャのコン 
フィギュレーションファイルの書き方について説明します0 








Chapter 3 —— Configuration 



3.1 ••…コンフイギュレーシヨンファイル文法 


3.1.1 コンフイギユレー シヨ ンファイルの文 

フォントマネージャのコンフイギュレーシヨンファイルは、基本的に1行がひ 
とつの“文’’によって構成されています。ここで、“文”とは、フォントマネー 
ジャが解析可能な指示命令の集まりのことで、 BASIC でいうところの「行」、あ 
るいはバッチファイルでいう「行」の概念に近いものだと思ってもらってもかま 
いません。 

そのような フォン ト マネージャのコンフイ ギュレー シヨンファイルで 使われる 
文は、その働きの違いから大きく 2種類、正確には6種類に分けることができ、 
それ以外には存在しません。 

〇定義文 

フォントマネージャの働きそのものを決定づける部分です。どのフォントを 
どのフォントドライバで処理して出力するのかという部分を設定します。 

(1) マクロ定義文 

複雑で長い文字列に、短くてわかりやすい名前をつけるための文のこと 
です。 コンフイ ギュレー シヨン ファイルをわかりやすくするのに効果が 
あります。 

(2) ドライバ 定義文 

どのフォントドライバをどのような設定で処理するのかを定める文のこ 
とです。コンフイギュレーシヨンファイルのなかでも特に重要な役割を 
果たします。 

(3) フォント定義文 

実際にフォントを作成するために、どのフォントドライバを組み合わせ 
るかを定める文のことです。コンフイギュレーシヨンファイルのなかで 
も特に重要な役割を果たします。 

コンフイギュレーシヨンファイル内では、これらの文を順次並べていくこと 
によって、フォントの登録をプログラミングするわけですが、このとき、各 
定義文には次のような相互依存関係があります。 

• フォント定義文は、いくつかのドライバ定義文を参照する 
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• フォント定義文やドライバ定義文は、いくつかのマクロ定義文を参照 
する 


このため、文は基本的に、 （1)—(2) — (3) の順 1 )に並べます。 

この 点に ついて、 もう少し説明してみましょう。 

基本的に、フォントマネージャのコンフィギュレーションファイルは、ドラ 
イバ 定義文によって定義されたフォント ドライバの 名称（識別子）を、フォン 
卜定義文で列挙することにより、フォントを生成し、また、外部のプログラ 
ムが参照できるような名前をつけます。 

ここで、「なぜ、 フォント ネームを使用して記述しないのか」という疑問がわ 
いてくるかもしれません。確かに、“自分の必要な フォント ネームを列挙す 
る’’だけで、 フォント マネージャが フォント ドライバの組み合わせや、それ 
らの順序を考えて、自動的に フォントを 登録してくれれば理想的でしょう。 
しかし、それにはちょっと無理があります。なぜなら、融通性を考えると、 
フォント ネームにはあまり多くの情報を盛り込めないからです。 

たとえば、 ...- texlSO という フォント ネームの一部を見ただけでは フィル 
タドライバ totex . sys を使っているということだけしかわからず、フィルタ 
ドライバに渡したすべての引数を類推することは不可能です。また、キャッ 
シュ フィ ルタの有無を フォント ネームから判断することはできません。 

逆に、フォントネームにキャッシュフィルタの有無の情報を入れないことで 
汎用性を確保しています。キャッシュフィルタの有無が、フォントの形を表 
すフォントネームに影響することは好ましいことではないでしょう。 

以上の理由により、コンフィギュレーションファイルの作成者は、引数の書 
き方も含めたフォントドライバの識別をドライバ定義文で定義し、フォント 
定義文でどの順番に組み合わせるのかを指示する必要があります。 

〇制御文 

フォン ト マネージャのコンフィギュレーションファイルに 記述された文の 流 
れを制御するための部分です。 コンフィギュレーションファイルは、 基本的 
に記述されている順番に文を展開し、処理をしますが、これらの文を用いれ 
ば、その処理を制御することができます。 


1) 記述する垛合の前後関係 
は、正確には、定義文が 
参照しあう顺に従って決 
まってしまいます。 


(1) include 文 

別のファイルに記述された定義文を参照するための文です。コンフィギュ 
レーシヨンファイルをわかりやすくするのに効果があります。 

(2) if 文 

普通のプログラム言語の条件判断文と同じものです。 ユーザの 環境に あ 
わせた定義をするのに便利です。 

(3) warning 文 、 error 文 

使用者に注意をうながす目的で使う部分です。どちらも通常のブロダラ 
ム言語の处理中に発生するそれと同じ意味合いを持っていて 、 warning 
文は警告を出力させるだけですが、 error 文は警告を出力したうえ、文 
の処理も中断させます。 
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本節の冒頭で述べたように、 コンフィギュレーション ファイルにはこれら6種 
類以外の文を書くことはできません。 


3.1.2 “文 ，，について 

前項で述べたように、コンフィギュレーシヨンファイル中の1行を“文”とい 
います。しかし、以下の指定をすることによって、「文は1行である」という制 
限を変更することができます。 


♦ 行継続 


行末にパックスラッシュ（\)を書くと、その文は次の行につながっているこ 
と（行継続）になります。すなわち 、「\+ OxOd + OxOa 」 （バックスラッシュおよ 
び改行復帰）は無視されます。 


♦ 空行 


空行は文とはみなされず、無視されます。 

行継続の記号（\)の次に空行がある場合、この空行は無視されてしまいます 
ので、その空行の前の行と次の行は続いているものとみなされます。 


♦コメント 


キャラクタがあるとコメントとみなされ、“#”以下の文章は行末まで無 
視されます。コメント文が次の行まで続く場合は、行末に“ V ’をつけても、“\” 
よりものほうが強い働きをしますので、“\”は無視されてしまいます。次の 
行までコメント文を続けたい場合は、次の行の行頭にも“#”をつけてください。 


♦ エスケープキャラクタ 


“\，，は、 エスケープ キャラクタとして働きます。 コンフィギュレーション ファ 
イルでは、=，丨，[，：1，$，{，]•のほか、アルファベット、数字などが文意によって 
は特別な意味を持ってきます。それをキャンセルする場合（特別な意味を持たな 
い単なる文字として使用したい場合、の意味)、これらのキャラクタの前に“\” 
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を書いてください。たとえば、“=”を特別な意味を持たない単なる文字として使 
用したい場合には、“ \=”と記述します。 

また、“\”自身を通常の文字として認識させたい場合は、“\\”と続けて書い 
てください。 


♦ スペース 


スペースは、 入れてはならないところ以外では、見やすさのために、 


〇いくつ入れてもよい 

〇スペースの かわりにタブを使用することができる 
〇スペースと タブを混在させて複数書くことができる 
〇スペースを 入れなくてもよい 

ということになっています。 

なお、スペースを入れてはならない場合については、以下の説明中、個別に解 
説します。 


3.1.3 “識別子”定義 


識別子は、漢字（全角文字のすべて)、 アルファ ベットと数字からなる文字列で、 
マクロ定義文とドライバ定義文によって定義された、いくつもの定義を識別する 
ためのものです。第 3.1.1 項 「コンフィギュレーションファイルの文」 （ p .100) で、 
マクロ定義文を「複雑で長い文字列に、短くてわかりやすい名前をつけるための 
文」のことだと書きましたが、このときに「つけ」られた「短くて使いやすい名 
前」も、ここでいう“識別子”のひとつです。 

識別子では大文字 • 小文字が使い分けられます。文意あるいは明示的な指定 2 h こ 
よって マクロ ネームとドライバネームを区別することができるので、同じ識別子 
を用いることもできないわけではありませんが、やはり、識別子は別のものにし 
たほうがいいでしょう。 

先に述べたように、識別子に含まれてもよい文字は、漢字とアルファベットと 
数字ですから、これ以外の文字はすべて識別子のデリミタ（区切り）として機能 
します。したがって、識別子を記述するときには、文字の間にスペースを入れて 
はいけません。たとえば識別子 “ define ” があったとすると、これを“ de fine ” 
などと記述することはできません。 


2 )マクロネームの 参照は、 
ネームの 前に“$，’を浓 
くことで行います。詳し 
くは、 「マクロ定莪文」 
( p -104) を参照。 


3.1.4 文の“フォーム，， 

第 3.1.1 項「コンフイギュレーシヨンファイルの文」 （ p .100) で、コンフイギュ 
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レーションファイルを構成する文には 6 つの種類があることを簡単に説明しま 
した。本節では、各文について少し詳しく見ていくのと同時に、その文の書き方 
(これを「フォーム j と呼びます）を説明しておきます。 

その 前に、「各フォームに関する説明」 の “流れ’’を示すとともに、 その 読み方 
について、いくつかの 注意点を示します。 


3) 典体的にどのような識別 
子や文字列に诹き換える 
のかについては、そのつ 
ど 説明します。 


(1) フォームの書式説明は、フォームの文頭に「〇」を付けて行う。 

(2) その際、フォームの書式を示す説明部分では、 

( a ) アルファベットや記号は、実際のフォームの記述どおりである。 

( b ) カタカナや漢字で記述された部分は、実際のフォームの記述に際して適 
切な識別子あるいは文字列に置き換えなければならない 3 \ 

(3) さらに、フォームの説明のあと、その機能をイメージしてもらうための例を 
挙げる が、 これは フォン トマネージャの コンフィ ギュレーシヨ ンファイルと 
して正しいものではない。つまり、あくまでも理解を深めてもらうための材 
料にすぎない。 

(4) 最後に フォン ト マネージャのコンフイ ギュ レーシヨン ファイルとして成り立 
ちうる実例を示す。 


♦ マクロ定義文 


フォントマネージャのマクロは、 C 言語で使用する、引数をとることも可能な 
#define と同等の働きをします。つまり、「複雑で長い文字列」を「短い識別子」 
で代用して書いておき、フォントマネージャでこれを解釈するときは、元の長い 
文字列に置き換えて解釈してほしいというようなときに使います。また、識別子 
には引数を指定することができますので、“似たような長い文字列”をひとまと 
めにして定義することができるようになります。 

マクロ 定義文は、次の フォームを とります。 「マクロ ネーム」および「引数」は 
識別子であり、「定義体」は文字列です。 

〇 define マクロネー厶=定義体 

O define マクロネーム [ 引数1,引数2, 引数 n ] =定義体 

2つのフォームのうち、上側に示したフォームは、引数をとらないマクロを定 
義する場合に使用するもので、マクロ定義の最も簡単な利用方法といえます。引 
数をまったくとらないマクロネームは、この記述方法でしか定義することができ 
ません。これに対して下側に示したフォームは、引数をとるマクロを定義する場 
合に使用し、与えた引数は定義体の中で展開されます。 

まず、引数をとらないマクロを定義する場合から詳しく説明します。 

マクロ定義文で引数をとらないマクロを定義しておくと、以後、「定義体」の 
内容を「$マクロネーム」で参照することができるようになります。 

List 3-1 に、引数をとらないマクロ定義をイメージするための例を示します。 
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[List 3-1« 引数をとらないマクロ定義例 

1: define No = first 
2 : The $No sample. 

3 : deiine No = second 
4 : The $No sample. 


この例は、次の展開結果と同等です。 

IList 3-2籲 List 3-1 の展開結果 

1: The iirst sample. 

2 : The second sample. 


同じ マクロ ネームで新たに マクロ 定義文を定義すると、それ以後は新しく定義 
されたものに置き換わります。 List 3 -2 では、それぞれ first , second になって 
いることに注目してください。 

それでは、フォントマネージャのコンフイギュレーシヨンファイルの一部とし 
て成り立ちうるマクロの使用実例として、 List 3-3 を示しましょう。2行目と 
3行目で引数をとらないマクロを定義し、7, 8,10行目でそのマクロを使用して 
います。 

IList 3-3* 引数を とらないマクロ 定義の実例_| 

1:# 以下の 2 行が引数をとらないマクロ定義の実例です。 

2: define freeminsize = 46 
3: deiine freeminsize = 48 
4: 

5 : ifdef freeminsize { 

6 : generator MinBitmap = /tex/fontman/bml.sys \ 

7 : /tex/freefont/mincho$freeminsize.bmi \ 

8 : -n free- ビットマップ （ $freeminsize )- 明朝 

9 : dfilter MinBitmapSmooth = /tex/fontman/smooth.sys \ 

10: -s 256 -p $freeminsize 

11 ：> 


この例は、次の展開結果と同等です。 

[List 3-4# List 3-3 の展開結果 


5 : udef freeminsize i 

6 : generator MinBitmap = /tex/f ontmcin/bml.sys \ 

7 : /tex/freefont/mincho48.bml \ 

8 : -n free- ビットマップ （ 48 ) -明朝 

9 : dfilter MinBitmapSmooth = /tex/fontman/smooth.sys \ 

10: -s 256 -p 48 

11 ：> 


マクロ freeminsize の展開結果 $ freeminsize が 48 であることに注目して 
ください。 

ここで 少し寄り道をして、 コンフィ ギュ レーシヨンファイルでマクロ 参照をす 
る場合のちょっとしたテクニックについて触れておきます。 

普通、マクロを参照したときは、そのあとにスペースを入れなければなりませ 
ん。なぜなら、マクロに引き続いて、さらに識別子になりうるキャラクタ（漢字 • 
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英字•数字）がきた場合、スペースを入れなければ、識別子に続くキャラクタを 
マクロの識別子の続きとして誤認してしまうことがあるからです。 

先の List 3-1 の場合、マクロの識別子に続いていたのが “ .”（7行目），“）” （8 
行目）という記号でしたから、これらの文字が同時に識別子のデリミタとしても 
機能したために、スペースの挿入というような処理は不要でした。 

しかし、たとえば 、 List 3-5 を見てください。 

IList 3-5» W 違ったマクロの参照例_ ] 

1: define name = min 

2: file path is B:/TeX/fonts/$name10.pk 


この例では、 name のつもりで書いた識別子が、実際には namelO という識別 
子として認識されてしまいます。その結果、望んだようにはマクロを展開してく 
れません。 

IList 3- 6 • List 3-5 の展開結果_ j 

1: file path is B : /TeX/fonts/$namelO.pk 


では 、 List 3-7 のように、 name と 10 の間に スペースを 入れればうまくいく 
のでしようか？ 

IList 3 - 7 • 雄別子と引数の閜にスベースを入れた例 

1: define name = min 

2: file path is B : /TeX/fonts/$name 10.pk 


しかし、実は List 3-7 も希望どおりにはいきません。 


[List 3-8* List 3-7 の展開結果 


1: file path is B : /TeX/fonts/min 10.pk 


ファイル名 minlO . pk が、 min 10 . pk のように分断されてしまいます。 
このような場合は 、 List 3-9 のように、 name と10の間に“\”を入れてくだ 
さい。すると、フォントマネージャは、“\”を識別子の終わりとみなします。 

IList 3 - 9 • マク P 定義テクニック_| 

1: define name = min 

2: file path is B : /TeX/fonts/$name\10.pk 


れで、ようやく希望どおりのマクロ展開ができるようになります。 


(List 3-10* List 3-9 の展闋結果 


1: file path is B : /TeX/fonts/minlO.pk 


なお、マクロ定義の参照は、マクロ定義行を読み込んだ直後に行われるので、 
次のように define 自体をマクロに置き換えることもできます。 

[List 3- 11 • マクロ def を 定義す5 — 
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2 : $def A = a 
3: $def B = b 

4 : < $A , and { $B , are different characters. 


[List 3-12 • List 3-11 の展開結果 


1 : ( di } and are different characters. 


しかし、このように define 自体をマクロに置き換えるような使い方はコン 
フィ ギュレー シヨ ン ファイルが 見にくくなるので、通常は使わないようにしてく 
ださい。 

さて次に、引数をとるマクロを定義する場合について説明しましょう。 

先にも述べたように、引数をとるマクロを定義した場合、以後、「引数本体」を 
「定義体」内に展開した内容を、以下に示すフォームで参照することができます。 

〇 $マクロネーム[引数本体 1 , 引数本体 2 , •••, 引数本体 n ] 

引数を定義する場合は、「マクロネーム」に複数の引数を続ける形で行います。 
引数をとるマクロをイメージするための例を List 3-13 に、その展開結果を List 
3-14 に示します。 

IList 3-13* 引数をとるマクロ参照例_ ] 

1: define X[a,b] = $a are taller than $b. 

2 : $X[Elephants,humans] 

3 : $X[Giraffes,elephants] 


[List 3-14* List 3-13 の展開結果 


1 : EleDhants are taller than humans. 

2 : Giraffes are taller than elephants. 


通常、引数をとるマクロは、引数をとらないマクロで代用することができます。 
たとえば 、 List 3- 15は List 3- 13とまったく同等の指定になります。 

[List 3- 15 • 引数のつかないマクロでの代用例 

1: define X = $a are taller than $b. 

2 : define a = Elephants 

3 : del me b = humans 
4: $X 

5 : del me a = Giraffes 

6 : define b = elephants 
7: $X 


しかし、これは X を定義する時点で a と b が定義されていないので、たまた 
まうまくいった例です。 

たとえば 、 List 3- 16のような場合には、 X の定義で a と b が展開されてしま 
いますから 、 List 3- 17のような展開結果にしかなりません。 

^ist 3- 16 • 代用の失敗例 | 


1: define a = Humans 
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2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 
9 


define 
define 
deiine 
del me 


b = dogs 

X = $a are taller than $b. 
a = Horses 
b = humans 


$X 

del me a = Elephants 
del me b = horses 


$X 


[List 3-17» List 3-16 の展開結果 

1 : Humans are ta • 丄丄 er than dogs. 
2 : Humans are taller than dogs. 


それでは、 フォン ト マネージャのコンフイ ギユ レーシヨンファイルの一部に なり 
うる、引数をとる マクロ 定義の実例を List 3-18 に、その展開結果を List 3-19 
に示します。 

|,ist 3-18* 引数をとるマクロの実例 ] 


1: define totex[kind] = totex.sys -j $kind\.tfm -e /dump 
2 : filter TotexKMin - $totex[ZSkmnpaa] 

3 : filter TotexKGoth = $totex[ZSkkgpaa] 

4 : filter TotexSMin = $totex[ZSsmnpaa] 

5 : filter TotexSGoth = $totex[ZSskgpaa] 


IList 3-199 List 3-18 の展開結果 

2 : filter TotexKMin = totex.sys -j ZSkmnpaa.tfm -e /dump 
3 : iliter TotexKGoth = totex.sys -j ZSkkgpaa.tfm -e /dump 
4 : filter TotexSMin = totex.sys -j ZSsmnpaa.tfm -e /dump 
5 : iliter TotexSGoth = totex.sys -j ZSskgpaa.tfm -e /dump 


ところで、フォントマネージャには環境変数を参照するためのマクロがデフォル 
卜で用意されていますので、これについても簡単に触れておくことにしましょう。 

このマクロ定義の参照のためのフォームは以下に示すとおりで、このフォーム 
を使用すると、「環境変数名」で指定された環境変数の内容に展開されます。 

O $env [環境変数名] 

List 3-20 のように書いた場合、環境変数参照マクロを参照している部分が、 
環境変数 MYNAME の値に展開されるのだとイメージしてください。たとえば、環 
境変数 MYNAME の値が “ Kawamoto ” である場合は 、 List 3-21 のように展開され 
るイメージです。 

IList 3- 20 • 環境変数参照マクロ例 _ ] 

1: Mv name is $env[MYNAME]. 


[List 3-2 l « 環境変数参照マクロ例 


1: My name is Kawamoto. 
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実際のフォントマネージャのコンフィギュレーションファイルにおける使用例 
としては、 List 3-22 に示すようなものがあり、これは環境変数 TEXHOME の内容 
を展開します。汎用性の高いコンフィギュレーションファイルを記述したい場合 
には、あなたも同じ記述を使用することがあるかもしれません。 

£ist 3-22* 環境変数参照マクロの実例_ ] 

1: define driver = $env[TEXHOME]/fontman 


♦ ドライバ定義文 


ドライバ定義文は、フォントドライバのファイル名と、そのフォントドライハ* 

にどういう引数を渡すのかなどの情報を含めて識別子「ドライバネーム」に定義 
します。 

フォントドライバの種類は FONTMAN Ver .2 までは3種類でしたが、 FONT - 

4 )FONTMAN Ver .2 で 
行っていた3棰頌の分類 
と同じ分類です。 

(1) フォントジェネレータ 

〇ビットマップフオントジェネレータ 
〇ベクトルフォントジェネレータ 

(2) フォントフイルタ 

〇 ビット マッ ブフ オン トフィルタ 
〇べクトルフォントフィルタ 
〇ビット マッ プフ オン トドロ ーア 
〇ベクトルフォントイクストラクタ 

(3) フオントミキサ 

〇ビットマップフオントミキサ 
〇べクトルフォントミキサ 

フォントジェネレータ、フォントフィルタ、フォントミキサの概要については 
『 Vol . l — User’s Guide 編』の第 3.2.1 項「概要」 （ p .50) を参照してください。 

フォントマネージャは、フォントジェネレータがターゲットにするフォントが 
ビットマップフォントであるかべクトルフォントであるかを自動判別するので、 

意識して記述する必要は特にありません。 

さて、 コンフィギュレーション ファイルでドライバ定義文を記述する場合、以 
下に挙げる5種類のフォームが用意されているので、これを使用します。 

「ドライバネーム」は識別子で、「ドライバ名とその引数」は文字列です。識別 
子の参照は、次に説明するフォント定義文で行います。 


MAN Ver .3 から8種類に増えました。しかし、コンフィギュレーションファイ 
ルのレベルでは8種類の分類は必要ないので、次のような3分類 * 1 2 3 4 )で識別してい 
ます。 


〇 generator ドライバネーム：ドライバ名とその引数 
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フォントジェネレータの定義文です。 

〇 filter ドライバネーム=ドライバ名とその引数 
〇 cfilter ドライバネーム：ドライバ名とその引数 
〇 dfliter ドライバネー厶=ドライバ名とその引数 
フォントフィルタの定義文です。 

フォントマネージャでは、異なるフォントに対し同じフォントフイルタをか 
けることができます。完全に同じフォントフイルタなら、ひとつのプログラ 
ムを共有するとメモリが節約できると考えるのは自然な考え方でしょう。そ 
のため、フォントフィルタ登録に関しては、プログラム領域を共有する手段 
が用意されています。 

しかし、なかには一見共有できるようで、できないフォントフィルタも存在 
します。プログラム領域を共有できるようにするためには、フォントフィル 
夕の作者は共有されることを意識してプログラミングしなければならないか 
らです。 

そこで、フォントマネージャでは、次の 3 種類の指示方法を用意することで 
プログラム領域の共有の可否を判断しています。 

• II 丄 ter (oramarv filter) 

他のフィルタとプログラムセクションを共有することがある場合に指定 
します。 

• cii 丄 ter I common filter) 

フイルタ同士がプログラムセクションを共有する場合に指定します。 

• dfilter (divided filter) 

他のフィルタとプログラムセクションを共有しない場合に指定します。 

このうち、使用するフォントフィルタにどの指定が一番適切であるのかは、 
そのフォントフィルタのドキュメントを参照しなければなりません。 

〇 mixer ドライバネーム=ドライバ名とその引数 
フォントミキサの出力にあたる識別子の定義文です。 

以上のドライバ定義文を使用したフォントマネージャのコンフイギュレーショ 
ンファイルの実例として、 List 3- 23 を示します。 

[List 3- 23 • コンフィギュレーションファイル例 _ _ _| 

1: define zs = B : /Zsstaff/fonts 

2 : define fonts = B : /TeX/fonts/jfonts 

3 : define dump = B : /TeX/dump 

4 : filter Smooth = D:/smooth.sys 

5 : generator Mincho = D:/zs.sys -c -m -s 512 \ 

6 : -1 $zs/mincho.vfl-2 $zs/mincho.vf2 

7 : filter Reverse = D:/reverse.sys 

8 : define totex[kind,DPI] = D:/totex.sys -d $DPI \ 

9 : -j $fonts/$kind\10.tfm -e $dump 

10: filter TotexMi 11118 = $totex[min, 118] 

11:filter TotexMinl80 = $totex[min,180] 
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1〜3行目、および8, 9行目はマクロ定義文です。最初の3行は、ファイルパ 
スをマクロ定義した例です。8, 9行目は引数付きマクロ定義文の例で、行継続の 
例でもあります。 

ドライバ定義文は4〜7行目と；10，11行目です。4〜7行目は、直接ドライバ 
の引数を書き込んでいる例です。また、10,11行目はマクロ定義を利用すること 
で、ほとんど同じ定義の、微妙に違う部分 5 )をスマートに定義しています。 

各フォントドライパへの引数の指定方法は、フォントドライバごとに 
異なりますので、本書の添付ディスクが構築した TgK システムの場合、 
0 /. TEXHOME # /,\ fontman \ doc \ drivers 配下にある、それぞれのマニュアルを参照し 
てください。なお、本書の添付ディスクによって構築される TfeK システムに含 
まれているフォントドライバの概略は以下に示すようになっています。 


bdraw.svs 

bmi.sys 
box.sys 
diet.sys 
fcache.sys 

jg-sys 

jxl4.sys 

kage.sys 
maxu.sys 
mixJIS2.sys 

reverse.sys 
rombox.sys 
shiro.sys 
smooth.sys 

tate.sys 

totex.sys 

vstretch.sys 
vslant•sys 
zs.sys 


ベクトルフォントをビットマップフォントに変換するフィ 
ルタ 

ビットマップべタファイルフォント用ジェネレータ 
フォントのまわりをボックスで囲むフィルタ 
フォントを糸田らせる（ダイエットする）フィルタ 
フォントキャッシユフイルタ 

ツァイトのベジヱアウトラインフォント用ジヱネレータ 
アスキーの JXL 4 フォーマツトファイルフォント用ジェネ 
レー タ 

影文字、立体文字、網掛けを生成するフィルタ 
fm TOWNS の丸文字フォント用ジェネレータ 
アウトラインフォントで第二水準の漢字データがない場合に 
ROM フォントで代用するためのミキサ 
白黒反転させるフィルタ 

本体内蔵の ROM フォント専用のボックスフィルタ 
白抜きを生成するフィルタ 

本体内蔵の ROM フォントを拡大縮小してスムージングを 
かけるフィルタ 

pT E X で必要な縦書きフォントデータを、通常の横書き用フォ 
ントから生成するためのフィルタ 

フォントマネージャで生成されたフォントを、¥に対応 
させるフィルタ 

文字を縦や横から偏平をかけるベタトルフォントフィルタ 

文字に傾斜をつけるベタトルフォントフィルタ 

ツァイトのリニアアウトラインフォント用ジェネレータ 


5) プレビューアとプリンタ 
ドライパが使用するフォ 
ントの解像度 （ dpi ) の 
違いです。 
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♦フォント定義文 


フォント定義文は、実際にデノ<イスドライバなどで使用することができるフォ 
ントを作成するために、どのフォントドライバを、どう組み合わせるかを指定す 
るものです。 

フォント定義文のフォームは以下に示すとおりです。 


O font フォント定義本体 

O font フォントエイリアスネーム=フォント定義本体 


6) p 3 m ファイルとは、フォ 
ントマネージャが登録し 
たフォント とデノ、•イス ド 
ライパが使用するフォン 
卜との対応を記述した 
ファイルのことです。 P 3 m 
ファイルへのフォントエ 
イリアスネームの記述例 
については 、 List 3-56 
( p .131) を参照してく 
ださい。 


順番は前後しますが、「フォント定義本体」のみを記述する前者のフォームに 
ついては後述することにして、まず、「フォントエイリアスネーム」をあわせて 
記述する後者のフォームについて説明します。このフォームは、「フォント定義 
本体」によってできあがったフォントにエイリアスネーム（別名）をつけるため 
のものです。フォントエイリアスネームには空白記号（スペースとタブ）以外で 
あればどんなキャラクタでも使えますが、その最初はから始まらなければ 
なりません。こうしてエイリアスネームがつけられたフォントは、そのエイリア 
スネームを p 3 m ファイルに記述することができます 6 )。また、その コンフィ ギュ 
レーシヨンファイル全体でフォント定義する場合にも使用できます。 

なお、同じフォントエイリアスネームが複数回定義された場合は、あとに定義 
されたほうが有効になります。 

さて、「フォント定義本体」は、次のような再帰的なフォームを持ちます。 

各「ドライバネーム」には、すでにドライバ定義文によって定義した識別子を 
指定しなければなりません。ただし、「ジェネレータドライバネーム j の記述が 
ない（空列）場合には、 ROM フォントを指定したことになります。 


〇 フォントエイリアスネーム 

「フォントエイリアスネーム」は、それ自身でひとつのフォントとなります。 
0 ジェネレー タ ドライバネーム 

フォン トジャネレータを定義する識別子「ジェネレータドライ バ ネーム」は、 
それ自身でひとつの フォン トとなります。 

〇フォント定義本体 I フィルタドライバネーム 

フォントフィルタを定義する識別子「フィルタドライバネーム」は、親フォ 
ントをひとつ指定することで、ひとつのフォントとなります。 

フォームについて みると、まず、 「フォント 定義本体」 にフィ ルタドライバの 
入力になる親フォントを記述します。次の“ I ”はパイプ記号で （ Human 68 k 
の COMMAND . X でいうところのパイプ記号に相当します)、その右側に フォン 
トフィルタを定義する識別子「フィルタドライバネーム」を記述します。 

〇 {フォン ト定義本体1, •••, フォン ト定義本体 n } ミ キサドライバネーム 
フォントミキサは、複数の親フォントを必要とし、ミキサ自身が親フォント 
をミックスしてひとつのフォントを構成します。 
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フォームについてみると、左側にフォントミキサの入力となる親フォントを 
書き並べ、右側にフォントミキサの出力を定義する識別子「ミキサドライバ 
ネーム」を記述します。 

フォントマネージャのコンフィギュレーションファイルの実例として、簡単で 
実用的な例を挙げておきます。 

list 3-24»籣単で 実用的な コンフィギュレーションファイルの 例 _ | 

1: define printerDPI = 360 

2 : niter Smooth = D: / smooth, sys 

3 : generator Mincho = D:/zs.sys -c -m -s 2 & 6 \ 

4 : -1 B:/Zsfont/mincho.vfl-2 B : /Zsfont/mincho.vf2 

5 : define totex[kind,DPI] = D:/totex.sys -d $DPI \ 

6: -j B:/TeX/fonts/$kind\10.tfm -e B : /TeX/dump 

7 : filter TotexMinPreviewer = $totex[min,118] 

8 : filter TotexMinPrinter = $totex[min,$printerDPI] 

9 : filter Reverse = D:/reverse.sys 
10: mixer JisMix = D:/mixJIS2.sys 
11 :# 

12: font MinchoITotexMinPrinter 

13: font MinchoITotexMinPreviewer 

14: font {Mincho,I Smooth}JisMixITotexMinPrinter 

15: font -rom-gothic = I Smooth I Reverse 

16: font -rom-gothic-totexl18 = -rom-gothic|TotexMinPreviewer 


最後の 5 行がフォント定義文です。フォントマネージャは、このフォント定義 
文を読み込むことでフォントの登録順序を決定し、フォントドライバの登録を行 
います。 

(1) zs.sys mincho を登録する （3 行目）。 

(2) (1) を totex.sys -d 118と totex . sys -d 360 に通す (12,13 行目）〇 

(3) ROM フォントに smooth . sys を通す （14 行目）〇 

(4) (1) と （3) のフォントを mixJIS 2. sys で混合する （14 行目）。 

(5) (4) を totex.sys -d 360に通す （14 行目）〇 

(6) (3) を reverse . sys に通し、 - rom - gothic というエイリアスネームをつけ 
る （15 行目）。 

(7) (6) を totex. sys -d 118 に通し、 -rom-gothic-totexl 18 というエイリ 
アスネームをつける （16 行 目）。 


♦ include 文 


include 文は、定義文ではありません。別のファイルに記述された定義文を参 
照するのに使用する制御文です。そのフォームは、以下に示すとおりです。 

〇 include ファイルパスネーム 

「ファイルパス ネーム」 には、インクルードしたいファイルのパス ネームを 書 
きます。なお、ネスティングは深さ8まで許されます。 include 文が書いてある 

113 










Chapter 3 —— Configuration 

と、フォントマネージャはこの行を、指定したファイルの内容で置き換えます。 
この機能をイメージしてもらうための例を List 3-25 common, fm に示します。 

[List 3-25參 common.fm の内容 

1: We are bovs. 

2: You are girls. 

3 : He he hey. Let’s play with us. 


このとき、 List 3-26 は List 3-27 のように展開されます。 

IList 3- 26 • include 文使用例 

1: Oh my god. 

2: include common.fm 
3 : I feel shy. 


list 3-27* List 3-26 の展開結果 

1 : Oh my god. 

2 : We are boys. 

3 : You are girls. 

4 : He he hey. Let } s play with us. 
5 : I feel shy. 


実際のコンフィギュレーションファイルにおける使用例は、ここに挙げるまで 
もないでしょうから、省略します。 


♦ if 文 


if 文は定義文ではありません。条件判断を行うための制御文です。 if 文には、 
if def 文と if ndef 文、および if eq 文と if neq 文があります。 

• if def 文は、ある マクロ ネームが定義されているかどうかをチヱ ック し、定 
義されている場合には、指定された文を実行します。 

• if ndef 文は、ある マクロ ネームが定義されているかどうかをチェックし、定 
義されていない場合に、指定された文を実行します。 

• if 明文は 、2つの マクロ ネームを比較し、その展開結果が等しい場合に、指 
定された文を実行します。 

• ifneq 文は、2 つのマクロ ネームを比較し、 その 展開結果が等しくない場合 
に、指定された文を実行します。 

はじめに if def 文のフォームを示します。 

〇 ifdef マクロネーム文 

単純 ifdef 文です。 「マクロ ネーム」で示される マクロが 定義されていたと 
き、指定された「文」が実行されます。 ifdef 文が1行からなる単純な文で 
ある場合に使用します。 


114 


















3.1 —コンフィギュレーションファイル文法 


ただし、「文」に、もう一度 if 文を書くことはできません。たとえば 、 「ifdef 
マクロネーム ifdef という記述はできません。このような文を記述し 

たい場合には、複文の ifdef 文を使ってください。 

〇 ifdef マクロネーム { 

} 

else 節をともなわない、複文の ifdef 文です。「マクロネーム」で示される 
マクロが定義されていたときに実行する文を、「丨」の部分に書きます。こ 
こには、複数の文を書くことができるほか、 if 文を書くこともできます。ネ 
スティングは、深さ8まで許されます。 

なお、マクロが定義されていたときに実行する文が1行だけで、かつ 、 if 
文でない場合には、単純 ifdef 文を使うことをお勧めします。単純 ifdef 
文を使うと、コンフィギュレーションファイルが見やすくなります。 

〇 ifdef マクロネーム { 


} else { 


> 

else 節をともなう、複文の ifdef 文です。「マクロネームで示されるマクロ 
が定義されているときに実行する文を最初の「丨」に書き、マクロが定義さ 
れていないときに実行する文を else 以降の 「 i j に書きます。ネステイン 
ダは、深さ8まで許されます。 

ifiidef 文は、マクロが定義されているかどうかの判断が逆転して、定義され 
ていなかった場合に指定された「文」を実行する以外は ifdef 文と同じですの 
で、 ifndef 文の説明は省略します。 

次に、 ifeq 文について説明します。 ifeq 文は、マクロネームを2つ必要と 
し、この2つのマクロネームを比較することで分岐を行います。このとき、マ 
クロのどちらかが引数をとっているものであった場合の動作は不確定ですから、 
ifeq 文での比較対象となるマクロは引数をとってはいけません。 
ifeq 文は、以下のフォームをとります。 

〇 ifeq マクロネームマクロネーム文 

単純 ifeq 文です。2つの 「マクロ ネーム」の展開結果が等しいときに、指 
定された「文」を実行します。 

ただし、 ifeq 文に if 文を書くことはできません。複数の文を書きたい場合 
には、次に説明する複文の ifeq 文を使ってください。 

〇 ifeq マクロネームマクロネーム { 


> 
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else 節をともなわない、複文の ifeq 文です。2つの 「マクロ ネーム」の展 
開結果が等しかったときに実行する文を、 「；」 に書きます。ここには、複 
数の文を書くことができるほか、 if 文を書くこともできます。 

ネスティングは、深さ8まで許されます。 

なお、マクロが定義されていたときに実行する文が1行だけで、かつ、 if 文 
でない場合には単純 ifeq 文を使うことをお勧めします。単純 ifeq 文を使 
うと、 コンフィギュレーションファイルが 見やすくなります。 

〇 ifeq マクロ ネーム マクロ ネーム { 


} else { 


> 

else 節をともなう複文 ifeq 文です。2つの「マクロネーム」の展開結果が 
等しかったときに実行する文を最初の「5」に書き、等しくなかったときに 
実行する文を else 以降の「丨」に書きます〇 
ネステイングは、深さ8まで許されます。 

ifneq 文は、マクロネームが等しいかどうかの判断が逆転する以外、 ifeq 文 
と同じですので、 ifneq 文の説明は省略します。 


， warning 文 、 error 文 


warning 文、 error 文は、定義文ではありません。 warning 文と error 文は、 
使用者に注意をうながす目的で使います。 

文のフォームは以下に示すとおりです。 

〇 warning 出力文字列 
〇 error 出力文字列 

warning 文は、「出力文字列」を画面に出力したあと、処理自体はそのまま続 
行します0—方 error •文は、「出力文字列 j を画面に出力したあと、それ以後の 
処理を中止します。 


3.1.5 FONTMAN のコンフィギュレーションファイル文法 

ここまでに 解説してきた、コン フィギュレーショ ン ファイルの 各種 フォームに 
ついて、 まとめます。 
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define マクロ定義フォーム 


書式1: define マクロネーム=定義体 

書式2 : define マクロネーム[引数1,•.•，引数 n ] =定義体 
機能： マクロを定義します。 

解説：引数をとらないマクロの定義例を挙げます。 

DList 3-28«引数をとらないマクロ定義の実例 

1 ： # 以下の 2 行が引数をとらないマクロ定義の実例です。 

2 : del me freemmsize = 46 
3 : define ireeminsize = 48 

4: 

5 : ifdef freeminsize { 

6 : generator MinBitmap = /tex/fontman/bml.sys \ 

7 : /tex/freefont/mincho$freeminsize.bml \ 

8 : -n free- ビットマップ （ $freeminsize )- 明朝 

9 : dfilter MinBitmapSmooth = /tex/fontman/smooth.sys \ 

10: -s 256 -p $freeminsize 

11 ：> 


List 3-28 は、 List 3-29 のように展開されます。 

S，ist 3-29* List 3-28 の展闋結果 

5 : iidef freeminsize ■[ 

6 : venerator MinBitmap = /tex/ 1 ontman/bmi.sys \ 

7 : /tex/freefont/mincho48.bml \ 

8 : -n free- ビットマップ （ 48 ) -明朝 

9 : dfilter MinBitmapSmooth = /tex/fontman/smooth.sys \ 

10: - s 256 -p 48 

11 ：> 


次に、引数をとるマクロの使用例を挙げます 。 List 3-30 は 、 List 
3-31 に示すように展開されます。 

List 3-30* 引数をとるマクロの実例_| 

1: define totex[kind] = totex.sys -j $kind\.tfm -e /aump 
2 : filter TotexKMin = $totex[ZSkmnpaa] 

3 : filter TotexKGoth = $totex[ZSkkgpaa] 

4 : filter TotexSMin = $totex[ZSsmnpaa] 

5 : filter TotexSGoth = $totex[ZSskgpaa] 


fc,ist 3-31• List 3-30 の展闋結果 

2 : filter TotexKMin = totex.sys -j ZSkmnpaa.tfm -e /dump 
3 : filter TotexKGoth = totex.sys -j ZSkkgpaa.tfm -e /dump 
4 : filter TotexSMin = totex.sys -j ZSsmnpaa.tfm -e /dump 
5 : filter TotexSGoth = totex.sys -j ZSskgpaa.tfm -e /dump 
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env マクロ 環境変数参照マクロフォーム 


書式： $env [環境変数名] 

機能：環境変数の内容を参照します。 

解説：たとえば、環境変数 TEXH0ME が A:/TeX であった場合、 List 3 -32 は 
List 3-33 のように展開されます。 

list 3- 32 • 環境変数参照マクロの実例_| 

1: define driver = $env[TEXHOME]/fontman 


i^ist 3- 33 • List 3-32 の展開例 


1 : define driver = A:/TeX/fontman 


汎用性の高いコンフィギュレーションファイルを作成したい場合には、 
このマクロを使用するとよいでしょう。 
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generator フォントジェネレータの定義文フォーム 


書式： generator ドライバネーム=ドライバ名とその引数 
機能：ビットマッブフォントジヱネレータあるいはべクトルフォントジェネ 
レータの識別子を定義します。 

解説：「ドライバネーム」は識別子で、「ドライバ名とその引数 j は文字列 
です。識別子の参照はフォント定義文で行います。 

コンフィギュレーションファイルの実例を挙げます。 

[List 3-34« コンフィギュレーションファイルの 実例_| 

1: define zs = B : /Zsstaff/fonts 

2 : define fonts = B:/TeX/fonts/jfonts 

3 : define dump = B:/TeX/dump 

4 : filter Smooth = D:/smooth.sys 

5 : generator Mincho = D:/zs.sys -c -m -s 512 \ 

6 : -1 $zs/mincho.vfl-2 $zs/mincho.vf2 

7 : filter Reverse = D:/reverse.sys 
8 : define totex[kind,DPI] = D:/totex.sys -d $DPI \ 

9 : -j $fonts/$kind\10.tfm -e $dump 

10: filter TotexMinll8 = $totex[min,118] 

11:filter TotexMinl80 = $totex[min,180] 


List 3-34 の 5 行目でフォントジヱネレータを、識別子 “ Mincho ” に 

定義しています。 

フォン トジヱネレータへの引数の指定方法については、 フォン トジヱ 
ネレータごとに異なりますので、それぞれのマニュアルを参照してく 
ださい。 
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mixer フォントミキサの定義文フォーム 


書式： mixer ドライバネーム=ドライバ名とその引数 
機能：ビットマップフォントミキサあるいはべクトルフォントミキサを定義 
します。 

解説：「ドライバネーム」は識別子で、「ドライバ名とその引数」は文字列 
です。識別子の参照はフォント定義文で行います。 

コンフィ ギュ レーションファイルの 実例を挙げます。 

IList 3- 35 • コンフィギュレーションファイルの実例_ ) 

1: define driver = $env[TEXHOME]/fontman 
2 : mixer JisMix = $driver/mixJIS2.sys 


List 3-35 の 2 行目でミキサ “ JisMix ” を定義しています。 

フォントミキサへの引数の指定方法については、フォントミキサごと 
に異なりますので、それぞれの マニュアルを 参照してください。 
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3.1 ——コンフィギュレーションファイル文法 


filter , cfilter , dfilter フォントフイルタの定義文フオーム 


書式1: filter ドライバネーム=ドライバ名とその引数 
書式 2: cfilter ドライバネーム=ドライバ名とその引数 
書式3: dfilter ドライバネーム=ドライバ名とその引数 
機能：ビットマップフォントフィルタ、ベクトルフォントフィルタ、ビット 
マップフォントドローア、べクトルフォントイクストラクタなどのフォ 
ントフィルタを定義します。 

〇 filter (ordinary filter ) 

他のフィルタとプログラムセクションを共有することがある場合 
に指定します。 

U ciilter (common filter ) 

フィルタどうしがプログラムセクションを共有する場合に指定し 
ます。 

〇 dfilter (divided filter ; 

他のフィルタとプログラムセクションを共有しない場合に指定し 
ます。 

解説：「ドライバネーム」は識別子で、「ドライバ名とその引数」は文字列 
です。識別子の参照はフォント定義文で行います。 

List 3-34 ( p .119) の例では、4, 7,10,11行目がフィルタ定義文の 
例です。それぞれ、スムージングをかけるフィルタ “ Smooth ”、 白黒 
反転させるフィルタ “ Reverse ”、118 dpi の情報を付加するた 
めのフィルタ “ TotexMinll 8”、 180 dpi の T^K 情報を付加するため 
のフィルタ “ TotexMinl 80” を定義しています。 

フォントフィルタへの引数の指定方法については、フォントフィルタ 
ごとに異なりますので、それぞれのマニュアルを参照してください。 
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font フォント定義文フォーム 


書式 1 : font フォント定義本体 

書式 2 : font フォン ト エイリアスネーム = フォン ト定義本体 
機能：実際のフォント生成のためのフォントドライバの組み合わせ方を指定 
します。 

解説：書式1では、その行以前に定義済みのフォントやドライバネームを 
使って新たなフォントを定義します。 

書式2では、書式1と同様に新たなフォントを定義しますが、さら 
に、そのフォントに名前（エイリアスネーム）をつけます。 

「フォント定義本体」は 、 List 3-36 のような再帰的なフォームを持 
ちます。 

3-36，フォント 定義本体 フォーム ] 

1： フォントエイリアス ネーム 

2： ジェネレータドライバネーム 

3： フォント定義本体 丨 フィルタドライバネーム 

4: {フォント定義本体 1,.. .，フォント定義本体 n} ミキサドライバネーム 


実用的なコンフィギュレーションファイルを挙げます。 

[List 3- 37 • コンフィギュレーションファイルの例 

1: define printerDPI = 360 

2: filter Smooth = D:/smooth.sys 

3 : generator Mincho = D:/zs.sys -c -m -s 256 \ 

4 : -1 B:/Zsfont/mincho.vfl-2 B : /Zsfont/mincho.vf2 

5 : define totex[kind,DPI] = D:/totex.sys -d $DPI \ 

6 : -j B:/TeX/fonts/$kind\10.tfm -e B : /TeX/dump 

7: filter TotexMinPreviewer = $totex[min,118] 

8 : filter TotexMinPrinter = $totex[min,$printerDPI] 

9: filter Reverse = D:/reverse.sys 
10: mixer JisMix = D:/mixJIS2.sys 
11 :# 

12: font Mincho|TotexMinPrinter 

13: font MinchoITotexMinPreviewer 

14: font {Mincho,I Smooth}JisMixITotexMinPrinter 

15: font -rom-gothic = |Smooth I Reverse 

16: font -rom-gothic-totexll8 = -rom-gothicITotexMinPreviewer 


List 3-37 の 12 行目から 14 行目が書式 1 の指定例です。15行目と 
16行目が書式2の指定例です。 
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3.1 ——コンフイギュレーシヨンファイル文法 


include include 又フオーム 


書式： include ファイルパスネーム 

機能：別の ファイルに 記述され た 定義文を参照す るのに 使用す る 制御文です。 
解説： 「ファイルパスネーム」には、読み込みたいファイルのパスネームを 

書きます。なお、ネスティングは深さ8まで許されます0 
include 文は List 3- 38のように使用します。 

[List 3 - 38 • include 文使用例 

1: define driver = A:/tex/fontman 

2 : include $driver/configs/arivers.def 

3 : include $driver/conflgs/basicfonts.def 

4 : ifdef useTeX include $driver/configs/texfonts.def 
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ifdef ifdef 文フオーム 


書式 1 :ifdef マクロネー厶文 
書式 2 : ifdef マクロ ネーム { 


書式3 : ifdef マクロネーム { 

y else i 


機能：ある マクロ ネームが定義されているかどうかをチヱックし、定義され 
ている場合には指定された文を実行します。 

解説：以下、順に書式1、書式2、書式3の使用例を挙げます。 

IList 3- 39 • ifdef 文の谏用例_薺式1___ \ 

1: ifdef useClub define flags = -n zeit-club - ゴンッフ \ 

2 : -c -s $maxFontSizeTwice 


(List 3- 40 • ifdef 文の使用例害式2 

1: ifdef useClub { 

2 : define flags = -n zeit-club - コシック \ 

3 : -c -s $maxFontSizeTwice 

4: } 


list 3- 41• ifdef 文の使用例害式3 

1: ifdef useClub { 

2 : define flags = -n zeit-club - コシック \ 

3 : -c -s $maxFontSizeTwice 

4 : > else { 

5 : define flags = -g -s SmaxFontSizeTwice 

6 : > 


useClub というマクロが定義されていたら、フォント名を zeit - club - 
ゴシック に変えるなどの変更を行います。 
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3.1 ——コンフィギュレーションファイル文法 


ifndef ifndef 文フォーム 


書式 1: ifndef マクロネーム文 
書式 2: ifndef マクロネーム { 


書式 3: ifndef マクロネーム { 
} else { 


機能：あるマクロネームが定義されているかどうかをチヱックし、定義され 
ていない場合には指定された文を実行します。 

解説：以下、順に書式1、書式2、書式3の使用例を挙げます。 

IList 3- 42 • ifndef 文の使用例害式1_ ] 

1： ifndef min2font define ZSMIN = -[$ZSMIN,$ROMMIN>JisMix 


[List 3-43 • ifndef 文の使用例害式 2 


1: ifndef min2font { 

2: define ZSMIN = {$ZSMIN,$ROMMIN>JisMix 

3: > 


List 3-44 • ifndef 文の使用例害式 3 


1: ifndef min 2101 rt { 

2: define ZSMIN = {$ZSMIN,$R0MMIN>JisMix 

3 : } else { 

4: define ZSMIN = {$ZSMIN,$BMMIN>JisMix 

5 ： } 


マクロ min 2 font が定義されてなければ、第二水準の明朝体の使用を 
あきらめ、フォントミキサを使って ROM フォントで代用するなどし 
ます。 
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if eq ifeq 文 フォーム 


書式 1 :ifeq マクロネームマクロネーム文 
書式2 : ifeq マクロネームマクロネー厶 { 


書式3 : ifeq マクロネームマクロネーム { 


} e±se | 


機能： 2つのマクロを比較し、展開結果が等しい場合に指定された文を実行 
します。 

解説：以下、順に書式1、書式2、書式3の使用例を挙げます。 

£ist 3-45 • ifeq 文の使用例窨式1_ ] 

1: define yes = YES 

2: define driver = $env[TEXHOME] 

3 : ifeq useBitmap yes include $driver/configs/bitmap.fm 


IList 3-46 • ifeq 文の使用例替式 2 

1:define yes = YES 

2: define driver = $env[TEXHOME] 

3 : ifeq useBitmap yes { 

4 : include $driver/configs/bitmap.fm 

5: > 


j.ist 3 - 47 • ifeq 文の使用例 害 式3 

1: define yes = YES 

2 : define driver = $env[TEXHOME] 

3 : ifeq useBitmap yes { 

4 : include $driver/configs/bitmap.fm 

5 : > else { 

6 : include $driver/configs/bitmap2.fm 

7: > 


マクロ useBitmap の展開結果が YES であれば、 bitmap , fm をインク 
ルードするなどします。 
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3.1 —コンフィギュレーションファイル文法 


ifneq ifneq 文フォーム 


窨式1: ifneq マクロネームマクロネーム文 
書式2 : ifneq マクロネームマクロネーム { 


書式 3 : ifneq マクロ ネ ー 厶 マクロ ネ ー ム { 
} else { 


機能： 2つのマクロを比較し、展開結果が等しい場合に指定された文を実行 


します。 

解説：以下、順に書式1、書式2、書式3の使用例を挙げます。 


|List 

3 - 48 • ifneq 文の使用例窨式 1 

ZJ 

1： 

define default = ZMIN 


2: 

define driver = $env[TEXHOME] 


3: 

ifneq zeitfontname default error フォント 

\ 

4: 

$zeitfontname 

には未対応です 


[List 3-49 • ifnei 文の使用例 窨式 2 


1: define default = ZMIN 
2 : define driver = $env[TEXHOME] 

3 : ifneq zeitfontname default { 

4 : error フォント $zeitfontname には未対応です 

5: > 


§List 3 - 50 • ifneq 文の使用例誉式 3 

1: define default = ZMIN 
2 : define driver = $env[TEXHOME] 

3 : ifneq zeitfontname default { 

4 : error フォント $ze it font name には未対応です 

5 : } else { 

6 : error フォント $zeitfontname に対応しています 

7: > 


マクロ zeitfontname の展開結果が ZMIN でなければ、未対応メッ 
セージを出力して異常終了するなどします。 
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warning warning 文フォーム 


書式： warning 出力文字列 

機能：「出力文字列」を画面に出力したあと、そのまま続行します。 
解説： warning 文をデバッグに使用する例を挙げます。 

[List 3 - 51 • warning 文使用例 

1 : ifndef useTeX warning TeX 用のフォントが生成されません 


マクロ useTeX が未定義の場合、ウォーニングメッセージを出力し 
ます。 


error error 文フォーム 


書式： error 出力文字列 

機能：「出力文字列」を画面に出力したあと、それ以後の実行を中止します。 
解説： error 文を使用する例を挙げます。 

IList 3 - 52 • error 文使用例 

1 : ifndef useZeit error Zeit 用のフォントが生成されません 


マクロ useZeit が未定義の場合、エラーメッセージを出力して異常 
終了します。 
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3.2 


p 3111ファイル 


X 680 x 0 版 TfeK に導入されたフォントマネージャシステムと、 TfcK ドライバ 
群との間ではフォントネームの変換を行う必要があります。本節では、その変換 
規則を書いたファイルである p 3 m ファイルのフォーマツトについて説明します。 


3.2.1 p 3 m ファイル概要 

IgK システムでは、英語フォントはデータを pk ファイルに収めて利用しま 
す。しかし、日本語フォントはデータ量が膨大なため、英語フォントと同じよう 
に pk ファイルに収めると、デイスクスペースを大量に消費します。 

そこで、 X 680 x 0 版¥では、日本語フォントにかぎってフォントマネージャ 
でリアルタイムにフォントを生成する形をとっています。 

『 Vol.l — User’s Guide 編』の第 3.2.1 項「概要」 ( p .50) で述べたように、フォ 
ントマネージャは IgK で使用されるだけではなく、各種アプリケーションで利 
用することができる汎用のフォントマネージメントシステムです。そのフォント 
マネージャの汎用性を高めるため、 IgK をはじめとするフォントマネージャを利 
用する各種アプリケーションとフォントマネージャとの間のインターフエースに 
ついては詳細な取り決めがあります。 

たとえば、¥システムにおけるフォントマネージャを考えた場合、¥と 
フォントマネージャとの間でフォントネームの変換を行う必要があります。その 
ためのファイルが p 3 m ファイルです。普通に I ) eX をインストールすると、 TgX 
の HOME デイレクトリ内に preview . p 3 m と print • p 3 m という名前のファイ 
ルができています。 preview . p 3 m がプレビューアを実行する際に参照される p 3 m 
ファイルで、 print . p 3 m がプリンタドライバを実行する際に参照される p 3 m ファ 
イルです。 

通常、使用する場合は、これらの p 3 m ファイルのフォーマットについて詳しく 
知っている必要はありません。しかし、新たなフォントを追加する場合等、通常 
の使用範囲を越える使い方をする場合には、 p 3 m ファイルのフォーマットと、 p 3 m 
ファイルの書き換えについての知識が必要になります。 

本節では、 print . p 3 m を例にとりながら、 p 3 m ファイルの書き方について説明 
し、フォントマネージャで通常定義されているフォント名についても説明します。 
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1) 上の例では 、180 dpi の 
minl0.pk o 

2 ) 同じく、上の例では、 
-tex- 高速 - 明朝。 


3) フォントネームでも 同じ 
です。 


3.2.2 p3m ファイルフォーマット 


本項では、 print . p 3 m のサンプルを例にとりながら、 p 3 m ファイルのフォー 
マットについて説明します。 


|List 3- 53 • 

print.p3m の例 

_I 

1 

# 



2 

# sample of print.p3m 


3 

# 



4 

118 

min 

-tex- 高速-明朝 

5 

118 

goth 

-tex- 高速-ゴシック 

6 

118 

tmin 

-tex- 高速 - 縦-明朝 

7 

118 

tgoth 

-tex- 高速 - 縦-ゴシック 

8 


180/minl0 

-tex- 高速-明朝 

9 


min 

-tex - 明朝 

10 


goth 

-tex - ゴシック 

11 


tmin 

-tex- 縦-明朝 

12 


tgoth 

-tex- 縱-ゴシック 


List 3-53 を見てください。1〜3行目が「コメント j 、 8行目が「例外定義」、 
残りの行が「一般定義」となっています。 

「例外定義」も「一般定義」も、 

〇省略可能な基本 dpi 値 
〇省略不可能な pk ファイル名 

〇省略不可能なフォントエイリアスネーム（あるいはフォントネーム） 

の3つのフィールドから構成されています。 

「基本 dpi 値」は、ドライバの dpi 値を特定する場合に記述します。これを明 
記すると、ドライバの dpi 値が明記した dpi 値に一致する場合だけ、この行の 
定義が有効になります。省略された場合には、ドライバの dpi 値がなんであって 
も、その行の指定が採用されます。 

「例外定義」は、ひとつの pk ファイル 1 )ごとに、どのフォントエイリアス 2 ) 
を使用するかを指定するためのものです。基本 dpi 値が明記されていれば、ドラ 
イパの dpi 値と一致した場合にかぎって採用されます。 

「一般定義」は、デバイスの dpi 値が基本 dpi 値と一致する場合にかぎって、 
そのフォントのあらゆるポイントの、あらゆるスケールについて同一のフォント 
エイリアス 3 )を採用することを表します。基本 dpi 値が省略されていれば、ドラ 
イバの dpi 値を選びません。 

TgK のデバイスドライバが、指定された pk ファイルに対してどのフォントエ 
イリアスを採用するのか、これらの定義の解釈順序を明確に書いておきます。 

(1) まず、ファイルの最初から順に例外定義を探す。見つかったら、残りは無視 
される。 

(2) 例外定義がなければ、ファイルの最初から順に一般定義を探す。見つかった 
ら、残りは無視される。 
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(3) 一般定義もなければ、従来の FONTMAN Ver . l と同様に、 *. pk ファイル 
を探す。 


たとえば 、 List 3-54 の定義は2行目が優先ですが 、 List 3-55 のように指定 
すると1行目が優先されます。 

tist 3-54* 2 行自が優先 I 


1: min -tex- 明朝 

2 : 180/minl0 -tex- 高速-明朝 


[List 3- 55 • 1 行目が優先 


コ 

1: 180 

min 

-tex- 高速-明朝 

2: 118 

min 

-tex- 高速-明朝 


3.2.3 フォントマネージャで定義されるフォントエイリアス 

通常、 p 3 m ファイルには、フォントネームよりフォントエイリアスを書くこと 
を心がけてください。フォントネームはすべてのフォントセットを区別するため 
の名前であるのに対し、フォントエイリアスは機能としての名前なので、これを 
使用すれば f ontman . x が自動的に 4 )その機能に一番ふさわしいフォントを割り当 
てるようになっているからです。 

本書添付のコンフィギュレーシヨンファイル myfonts . fm で登録されている標 
準的なエイリアスは、次のとおりです。 


|.ist 3-56* 標準フォントエイリアス 


1 

-通常 

通常フォン 

卜 

2 

-強調 

-通常を強調したもの 

3 

-明朝 

明朝体 


4 

-ゴシック 

ゴシック体 


5 

-tex- 高速-明朝 

TeX (主に 

プレビューア）用高速明朝体 

6 

-tex- 高遂-ゴシック 

TeX (主に 

プレビューア）用高速ゴシック体 

7 

-tex- 明朝 

TeX (主に 

プリンタドライバ）用明朝体 

8 

-tex- ゴシック 

TeX (主に 

プリンタドライバ）用ゴシック体 


たとえば、 「- tex - 明朝」の場合、普通、ツァイト社のアウトラインフォント 5 ) 
を意味します。しかし、アウトラインフォントがなければ、 ROM フォントを拡 
大•縮小したフォント 6 )を使います。また、「強調 j という指定にも3種類 7 )の 
バリエーションが あります。これらは フォン ト マネージャを 登録する際に ユーザ 
の環境、あるいは趣味にあわせて決めることができます。 

p 3 m ファイルにエイリアスネームを指定しておけば、たとえフォントがバー 
ジョンアップして、よりきれいなフォントに置き換えることになっても、変更す 
るのはフォントマネージャのコンフィギュレーシヨンだけですむことになり、保 
守がたいへん楽になります。 

さて、 TfeX のデバイスドライバと関係のあるフォントエイリアス 8 )について説 
明しましょう。 


4) 正確には fontman . fm 等 

のフォントマネージャコ 
ンフイ ギュレー シヨンフア 
イル内で指定します。 


5) たとえば、 zeit - club - 明 
朝- diet - tex 0 

6 ) たとえば、 sharp - rom - 平 
滑- tex 。 

7) 白抜き、ボックス、反転 
の3種類。 


8) fontman.fm で Sfcfc され 
るフォント ェ イリアスで 
す。 
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List 3-56 で - tex が行頭についているものが！]関連の必須フォントです。 
プリンタの種類には関係なく、またプレビューアだろうとプリンタドライバだろ 
9) fontman.fm で明示的に うと一貫して使うことができます。しかし、他のフォントは、適宜 9 )登録しなけ 

れば使えません。たとえば、丸文字フォントを登録すると 、 List 3-57 のフォン 
卜が使えるようになります。 

IList 3-57«丸文字フォントエイリアス_ ] 

1 ： -tex - 丸 TeX ( 主にプリンタドライバ）用丸文字体 


また、ツァイトの毛筆体や教科書体を登録すると 、 List 3-58 のフォントが使 
えるようになります。 


IList 3-58* 毛筆体. 

教科書体フォントエイリアス 

1 : -tex-% 筆 

2 : -tex- 教科書 

TeX (主にプリンタドライバ）用毛筆体 

TeX (主にプリンタドライバ）用教科書体 


次に、縦書きフォントを登録すると 、 List 3-59 のフォントが登録されます 0 


[List 3- 59 • 縦害きフォントエイリアス 

1: -tex- 高速-総-明朝 

2 : -tex- 高速-縦-ゴシック 

3: -tex- 縦-明朝 

4 : -tex- 縦-ゴシック 

TeX (主にプレビューア）用高速縦書き明朝体 

TeX (主にプレビューア）用高速縦書きゴシック体 

TeX (主にプリンタドライバ）用縦書き明朝体 

TeX (主にプリンタドライバ）用縦書きゴシック体 

もちろん、丸文字があれば、 

さらに List 3- 60のフォントが、ツアイトの毛筆 

体や教^•書体があれば 、 List 3 - 61のフォントがそれぞれ登録されます。 

(List 3- 60 •丸文字縦害きフォントエイリアス 

1: -tex- 縱-丸 

TeX (主に previewer) 用縱書き丸文字体 


£, i 3 t 3-61»毛筆体•教科窨体縦害きフォントエイリアス 

1: -tex- 縦-毛筆 TeX (主に printer driver) 用縦書き毛筆体 

2 : -tex- 縱-教科窨 TeX (主に printer driver) 用縦書き教科軎体 


毛筆体や教科書体としてはツァイト社から発売されているフォントが1種類し 
かありませんが、ツァイトの書体倶楽部にはどんどん新しいフォントが追加され 
ていますし、他社のアウトラインフォントが X 680 x 0 でも使えるようになるかも 
しれません。仮にフォントの実体を将来変更することになったとしても、フォン 
トエイリアスを同じものにすることによって、修正箇所を最小限に抑えることが 
できます。 

なお、現在、どんなフォントエイリアスが登録されているかを確認するときは、 
fontman -a としてください。また、どんなフォントネームが登録されているか 
を見るときは、 f ontmam -n とします。さらに、 p3m ファイルに書くことができ 
るフォントネームをすべて表示したければ、 fontman -1 とします。詳しくは、 
第 2.2 節 「FONTM AN オプション」を参照してください。 
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TgX Fonts 


IgX では、 METAFONT が作成する、さまざまな英数字および記号のフォ 
ントを利用することができます。本書がサポートしているのは、そのなか 
でも D . E . Knuth 博士によって作成され、数あるフォントのなかでも 
標準となっている CM ( Computer Modern ) フォントです 0 本章で 
は、その多彩な CM フォントを利用するために用意された M ： e X のコ 
ント ロール.シーケンスの 一覧、および METRFONT の フォント テープ 
ルの一覧をお届けします0 








Chapter 4 — TgjX Fonts 



4.1. 特殊記号 


本節では、 IATeK で特殊記号を出力するた めのコントロール.シーケンスを 紹 
介します。 

なお、数学記号の出力を定義したコントロール.シーケンスの多くは数式モー 
ドでしか利用できませんから、注意してください。 


4.1.1 主に文章中で利用する記号 

パラグラフモードおよび LR モードで使用することができる、あるいは動作 
モードを問わずに使用することができるというコントロール.シーケンスを紹介 
しましょう。 


♦ 特殊な働きをする記号 


IATeX ： には特殊な働きをするために ソース 中にそのまま記述することができな 
い記号がありますが、そのような記号を出力するための コントロール.シー ケン 
スを下表に示します。 

これらのコントロール.シーケンスは mt e x のソースであるかぎり、モード 
を問わずに利用できるといってよいでしょう。 


Table 4 - 1 • 特殊な働きをする記号 


出力 

ソース 

出力 

ソース 

出力 

ソース 

\ 

-C\tt\symbol{ , 134» 

{ 

\{ 

} 

\> 

八 

{\tt\symbol-C J 136}} 

- 

\_ 

% 

\% 


•C\tt\symbol{ ’ 176}} 

$ 

\$ 

& 

\& 





# 

\# 
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4.1 一特殊記号 


♦ アクセント記号 


パラグラフモードおよび LR モードで利用することができるコントロール • 
シーケンスです。 


Table 4 - 2 • アクセント記号 


出力 

ソース 

出力 

ソース 

出力 

ソース 

出力 

ソース 

6 

\*{ 〇 > 

6 

\^ 〇 > 

6 

\"{ 〇 > 

6 

\.{ 〇 > 

6 

\~{ 〇 > 

5 

\={ 〇 > 

6 

\u{o> 

6 

\v{o> 

6 

\~{ 〇 > 

〇〇 

\t{oo> 

6 

\H{o> 

O 

\d{o> 

9 

\c{o> 

〇 

\b{o> 






♦ そのほかの記号 


以下に示す Table 4-3 中の コント ロール.シーケンスは、すべての モー ドで 
利用することができます。 


Table 4 • 3 * そのほかの記号 


出力 

ソース 

出力 

ソース 

t 

\dag 


\ddag 

§ 

\s 

1 

\P 

© 

\copyright 

£ 

\pounds 


これに対して、以下に示す Table 4-4 はパラグラフモードおよび LR モード 
で利用することができるコントロール.シーケンスです。 


Table 4 - 4 • 発音記号など 


出力 

ソース 

出力 

ソース 

出力 

ソース 

出力 

ソース 

ae 

\ae 

JE 

\AE 

oe 

\oe 

CE 

\0E 

a 

\aa 

A 

\AA 

1 

\1 

L 

\L 

0 

\o 

0 

\o 

fi 

\ss 



i 

j < 

l 

•?* 






4.1.2 数学記号 


本項で示すコント ロール，シー ヶンスは数式 モー ドでしか扱うことができませ 
んから、注意しなければなりません。 
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♦ ギリシャ文字 


Table 4 - 5 • ギリシャ文字 


出力 

ソース 

出力 

ソース 

出力 

ソース 

出力 

ソース 

A 

A 

a 

\ alpha 

三 

\Xi 


\xi 

B 

B 

p 

\beta 

O 

0 

o 

0 

r 

\Gamma 

7 

\gamma 

n 

\Pi 

7T 

\pi 

A 

\Delta 

6 

\delta 



zu 

\vaxpi 

E 

E 

e 

\epsilon 

p 

P 

p 

\rho 



£ 

\varepsilon 



Q 

\varrho 

Z 

Z 

c 

\zeta 

E 

\Sigma 

a 

\sigma 

H 

H 

rj 

\eta 




\varsigma 

© 

\Theta 

e 

\theta 

T 

T 

T 

\tau 



d 

\vartheta 

T 

\Upsilon 

V 

\upsilon 

I 

I 

i 

\iota 

少 

\Phi 

4> 

\phi 

K 

K 

K 

\kappa 




\varphi 

A 

\Lambda 

A 

\lambda 

X 

X 

X 

\chi 

M 

M 


\mu 

屯 

\Psi 


\psi 

N 

N 

V 

\nu 

n 

\0mega 

u 

\omega 


♦ 矢印 


Table 4 - 6 •矢印 


出力 

ソース 

出力 

ソース 

出力 

ソース 

i — 

\leftarrow 

i - 

\longleftarrow 

T 

\uparrow 


\Leftarrow 

<i= 

\Longleftarrow 

介 

\Uparrow 

— ► 

\rightarrow 

— ► 

\longrightarrow 

I 

\downarrow 


\Right arrow 

=> 

\Longrightarrow 

从 

\Downaxrow 


\leftrightarrow 

< — > 

\longleftrightarrow 

I 

\updownarrow 


\Leftrightarrow 


\Longleftrightarrow 

t 

\Updownarrow 


\mapsto 

i — ► 

\longmapsto 

/ 

\nearrow 


\hookleftarrow 


\hookrightarrow 

\ 

\searrow 

— 

\leftharpoonup 

一 

\righthaxpoonup 

/ 

\swarrow 

— 

\leftharpoondown 

— 

\rightharpoondown 

\ 

\nwarrow 


\rightlef theLrpoons 


\leadsto 
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4.1 一 特殊記号 


♦ 二項演算記号 


Table 4-7 * 二項演算記号 


出力 

ソース 

出力 

ソース 

出力 

ソース 

出力 

ソース 

土 

\pm 

门 

\cap 

o 

\diamond 

㊉ 

\oplus 

干 

\mp 

U 

\cup 

A 

\bigtriangleup 

© 

\ominus 

X 

\times 

y 

\uplus 

V 

\bigtriangledown 

0 

\otimes 

+ 

\div 

门 

\sqcap 

< 

\triangleleft 

0 

\oslash 

氺 

\ast 

u 

\sqcup 

> 

\triangleright 

0 

\odot 

★ 

\star 

V 

\vee 

< 

\lhd 

O 

\bigcirc 

〇 

\circ 

A 

\wedge 

> 

\rhd 

t 

\dagger 

• 

\bullet 

\ 

\setminus 

< 

\unlhd 

t 

\ddagger 


\cdot 

i 

\wr 

> 

\unrhd 

n 

\amalg 


♦ 関係記号 


Table 4-8 * 閲係記号 


出力 

ソース 

出力 

ソース 

出力 

ソース 

出力 

ソース 

< 

\leq 

> 

\geq 

= 

\equiv 

N 

\models 

ベ 

\prec 

卜 

\succ 

〜 

\sim 

丄 

\perp 


\preceq 

ヒ 

\succeq 


\simeq 

1 

\mid 

< 

\11 

» 

\gg 

x 

\asymp 

II 

\paral 丄 el 

C 

\subset 

D 

\supset 


\approx 

!X1 

\bowtie 

C 

\subseteq 

D 

\supseteq 


\cong 

N 

\Join 

匚 

\sqsubset 

□ 

\sqsupset 


\neq 


\smile 

c 

\sqsubseteq 

□ 

\sqsupseteq 

= 

\doteq 


\frown 

€ 

\in 

3 

\ni 

oc 

\propto 



h 

\vdash 

H 

\dashv 
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♦ そのほかの数学記号 


Table 4 • 9 • そのほかの数学記号 


出力 

ソース 

出力 

ソース 

出力 

ソース 

出力 

ソース 


\aleph 

/ 

\prime 

3 

\exists 

O 

\Diamond 

h 

\hbar 

0 

\emptyset 

""1 

\neg 

A 

\tnangle 

% 

\imath 

V 

\nabla 

b 

\f lat 

辜 

\ciubsuit 

3 

Vi math 

V 

\surd 

tl 

'natural 

0 

\diamondsuit 

t 

\ell 

T 

\top 

« 

\sharp 


\heartsuit 

P 

\wp 

丄 

\bot 

\ 

\backslash 

奉 

\spadesuit 


\Re 

II 

\\ 

d 

\paxtial 


\ldots 

な 

\Im 

L 

\angle 

oo 

\infty 


\cdots 

U 

\mho 

V 

\forall 

□ 

XBox 


\vdots 








\ddots 


♦ 大きさが変化する数学記号 


インライン数式環境で使用した場合とディスプレイ数式環境で使用した場合と 
では出力される大きさが変化する数学記号です。以下の表において、「出力（1)」 
はインライン数式環境での出力例を、「出力 （ D )」 はディスプレイ数式環境での 
出力例を示します。 


Table 4 - 10 • 大きさが変化する数学記号 


出力（ I ) 

出力 （ D ) 

ソース 

出力 （ I ) 

出力 （ D ) 

ソース 

E 

E 

\sum 

门 

n 

\bigcap 

n 

n 

\prog 

u 

u 

\bigcup 

n 

u 

\coprod 

u 

u 

\bigsqcup 

I 

i 

\int 

V 

V 

\bigvee 

§ 

/ 

\oint 

A 

A 

\bigwedge 

o 

〇 

\bigodot 

(8) 

0 

\bigotimes 

㊉ 

© 

\bigoplus 

l±) 

W 

\biguplus 
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4.1 一特殊記号 


♦ かっこなどの記号 


Table 4 • 11 • かっこなどの記号 


出力 

ソース 

出力 

ソース 

( 

( 

) 

) 

[ 

C 

] 

] 

{ 

\{ 

} 

\> 

L 

\lfloor 

J 

\rfloor 

r 

\lceil 

1 

\rceil 

< 

Mangle 

) 

\rangle 

/ 

/ 

\ 

\backslash 

1 

1 

II 

\1 


♦ 関数などの記号 


Table 4 - 12 • 閲数などの記号 


出力 

ソース 

出力 

ソース 

出力 

ソース 

arccos 

\axccos 

dim 

\dim 

log 

\log 

arcsin 

\arcsin 

exp 

\exp 

max 

\max 

arctan 

\arctan 

gcd 

\gcd 

min 

\min 

arg 

\arg 

horn 

\hom 

Pr 

\Pr 

cos 

\cos 

inf 

\inf 

sec 

\sec 

cosh 

\cosh 

ker 

\ker 

sin 

\sin 

cot 

\cot 

lg 

\lg 

sinh 

\sinh 

coth 

\coth 

lim 

\lim 

sup 

\sup 

CSC 

\csc 

liminf 

\liminf 

tan 

\tan 

deg 

\deg 

lim sup 

\limsup 

tanh 

\tanh 

det 

\det 

In 

\ln 




♦ アクセント記号 


Table 4-13 * アクセント記号 


出力 

ソース 

出力 

ソース 

出力 

ソース 

出力 

ソース 

a 

\hat{a> 

a 

\acute{a} 

a 

\bcLr{a> 

a 

\dot{a> 

a 

\check{a} 

a 

\graveiaj- 

a 

\vec{a} 

a 

\ddot{a> 

a 

\breveiaj- 

a 

\tilde{a> 
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4.2. ポイント別文字サイズ比較 


1)11, 14, 20, 25 pt の英 
字が、やや太い線でかかれ 
ているように見えると思 
います。これは、これらの 
サイズ専用にデザインさ 
れた METRFONT のフォ 
ントがないために、 10 pt 
のフォントを単純に拡大 
して使用しているため 
です。この件についての 
詳細は、本普の r Vol.l 
— User’s Guide 編』、 
p .139 のコラムに示して 
います。 


以下に示すのは、ポイント別の文字サイズ比較です。 

どのコントロール.シーケンスがどのポイントのフォントを 出力するかにつ 
いては、 『 Vol . l — User’s Guide 編』の第 4.5.1 項「文字の大きさを変更する」 
( P .137) を参照してください 1 
5 pt : cmr 5 and mino 

SAMPLE sample みほん見本 

6 pt : cmr 6 and min 6 

SAMPLE sample みほん見本 

7 pt : cmr 7 and min / 

SAMPLE sample みほん見本 
8 pt : cmr 8 and min 8 

SAMPLE sample みほん見本 
9 pt : cmr 9 and min 9 

SAMPLE sample みほん見本 
lOpt : cmrlO and 111 in 10 

SAMPLE sample みほん見本 
llpt : cmrlO \magstephalf and minlO \magstephalf 
SAMPLE sample みほん見本 

12 pt : cmrl 2 and minlO \magstepl 

SAMPLE sample みほん見本 

14 pt : cmrlO \ magstep 2 and minlO \ magstep 2 

SAMPLE sample みほん見本 

17 pt : cmrl 7 and minlO \ magstep 3 

SAMPLE sample みほん見本 

20 pt : cmrlO \ magstep 4 and minlO \ magstep 4 

SAMPLE sample みほん見本 

25 pt : cmrlO \ magstep 5 and minlO \ magstep 5 

SAMPLE sample 

みほん見本 
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4.3. Font tables 


本節には、本書の添付ディスクで構築した METRFONT システムで作成可能な 
フォン トのうち、主に10ポ イン トの フォン トに かぎってフォン ト テーブルを 掲 
載しています。 


4.3.1 掲載フォントー覧 

掲載順序は以下のようになっています。 

り Computer Modern Font Family 

CM フォント•ファミリーのフォン トです。 フォントを、 用途別および シエ 
イプ別に大きく分類し、この分類に従って並べています。ただし、 

(1) ここでの分類は本章筆者のきわめて個人的な趣味によるものであること 

(2) 分類の際に同じ系列にあると判断したフォントはできるだけ見開きペー 
ジにまとめるように配慮した結果、掲載の順番は必ずしも使用頻度を反 


映していないこと 

この2点には注意してください。 

• Roman Fonts Variation 

cmrlO : CM roman . p . l 4 o 

cmblO : CM bold roman . p .146 

cmbxlO : CM bold extended roman . p .147 

cmf ib 8 : CM roman nbonacci font . p .147 

• Slanted Roman Fonts Variation 

cmsllO : CM slanted roman . p .148 

cmbxsllO : CM bold extended slanted roman . p .148 

• Caps and Small Caps Fonts 

cmcsclO : CM caps and small caps . p .149 

• Italic Fonts Variation 

cmtilO : CM text italic . p .150 

cmbxtilO : CM bold extended text italic . p .150 

CM unsianted italic . p.lo 丄 


emu 10 
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1) この約束事ができる前に 
つくられた一部の I ^ TfeX ； 
ソースファイルでは 、「 ij 
のつかないファイル名で 
フォントを参照している 
場合もあります。そのよ 
うなソースを処理する場 
合には、ソース自体を修 
正するか、またはフォン 
卜をコビーしてリネーム 
するか、いずれかの手段 
で対知:してください。 


• Typewriter Fonts Variation 

cmttlO : CM typewriter text . p .152 

cmvttlO : CM variable-width typewriter . p .152 

cmslttlO : CM slanted typewriter . p . lo 3 

cmittlO : CM italic typewriter . p . lo 3 

cmtcsclO : CM typewriter caps and small caps . p .154 

cmtexlO : CM extended ASCII characters . p .154 

• Sans Serif Fonts Variation 

cmssq 8 : CM sans serif quotation style . p .155 

cmssqi 8 : CM sans serif quotation style slanted . p .155 

cmsslO : CM sans serif . p . l 5 b 

cmssdclO : CM sans serif demibold condensed . p .156 

cmssbxlO : CM sans serif bold extended . p .157 

cmssilO : CM slanted sans serif . p . lo 7 

• Etc . Fonts 

cmff 10 : CM funny roman . p .158 

cmfilO : CM funny italic . p .158 

cmdunhlO : CM dunhill roman . p .159 

cminch : CM inch-nigh sans serif bold extended 

caps and digits . p .160 

• Math Fonts 

cmexlO : CM math extension . p . lo 3 

cmmilO : CM math italic . p .164 

cmmiblO : CM math italic bold . p .165 

cmsylO : CM math symbols . p . l 6 b 

cmbsylO : CM bold math symbols . p.loT 

〇 I^TgX Extended Font Family 


簡単な図形を描画するために用意された MfeX 用のフォントの一覧です。 
M ： E X 用のフォントは、フォントファイルの頭に「1」をつけることが決ま 


りになっています 1 )。 

lasylO : MgX symbols . p .168 

lasyblO : MjgK bold symbols . p .169 

line 10 : line . p .168 

linewlO : wide line . p .169 

IcirclelO : I^TgK circle . p .170 

IcirclewlO : wide circle . p .172 

〇 META FONT’S logo , and so on ... 


D . E . Knuth 博士が 『 TfeXbook 』 および 『METAFONT book 』 のために作 
成した manf ont など、特殊記号フオントの一覧です。 
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4.3 —— Font Tables 


高さ 


ライ： 


深さ 


文字の「深さ J は、 
一見英数字や記号に 
だけしか設定されて 

いないかの よ うに も 

見えます力へ日本語 
フオントにも設定さ 
れています。 


Fig . 4- 1«フォントのベースライン、および高さと深さ 


logo 10 : METAFONT logo.p.174 

logobf 10 : boldface METAFONT logo. p.174 

logosllO : slanted METAFONT logo . p.174 


manfnt : Special font for the T^jK and META FONT manuals p.175 

ascgrp : ASCII special font family, special graphic font ... p.176 


4.3.2 フォントテーブルの参照にあたって 

さて、 テーブルの 見方に ついて、 簡単に説明しておきましょう。 Table 4- 14 
(p.143) を参照しながら読んでください。 

フォントテーブルの 左上には フォントのファイル 名（の拡張子を除いた部分) 
を、傍注欄には フォントの 正式名称、および本書の添付ディスクによって構築し 
た TeK . システムに 用意されているデザイ ン サイズ 2 )を、それぞれ示しました。 
Table 4-14 の場合、ファイル名 cmrlO の CM Roman フォントのフォントテー 
ブルで あり、5, 6, 7, 8, 9,10,12, 17pt というデザイ ン サイズの同名 フォント 3 ) 
が用意されていることになります。 

テキスト記述に用いる（あるいは用いることもできる）類の フォン ト について 
は、 フォン トテーブルの左側に フォン トの情報を示しています 4 )。 

〇 lem 

当該フォントに定められている lem の幅 5 )を意味します。 

〇 lex 

当該フォントに定められている lex の高さ 6 )を意味します。 

〇 height 

当該フォント中、0…9, A ... Z，a … z の ASCII コードと等しいの 
内部コードを持っ文字 7 )のうち、最も高い文字の高さを意味します。 

TgK の世界において「文字の高さ」は、“ ベース ラインより上の部分の高さ” 
を意味します。 ベース ラインとは、言葉のとおり基準となる線のことです。 
たとえば 「ABCDEABCDE」 というとき、各文字はその下端を架空の直線に 
揃えているように見えます。この架空の線を 「ベース ライン」いい、¥は 
この線にあわせて文字を並べることで組版を実現します (Fig. 4-1)。 


2) フォン トが何ボイ ントの 
サイズ用につくられたも 
のであるかを示す値のこ 
とをいいます。 

3) cmr5,cmr6,. . .,cmrl2, 
cmrl7 があるというこ 
とを意味します。 

4) 悄報を得るための（ソ 
ースレベルの）方法に 
ついては、 y.TEXH0ME*/. 
\macros\fontbi.tex 
参照してください。 

5) lem については r Vol.l 
— User’s Guide 編 j 
の p.140 のコラムを参 
照してください。 

6) lex については r Vol.l 
— User’s Guide 編 • j 
の p.140 のコラムを参 
照してください。 

7) TfeX の内部コードは 
ASCII コードをもとに 
していますから、当該フォ 
ントフアイルが 0- ■ .9, 
A- - Z, a- - z を含むな 
ら、それらの文字自身を 
示す TfeX の内部コード 
は ASCII コードと一 
致します。また、それら 
の文字を含まない場合で 
も、コード同士の対応関 
係は変わりませんから. 
それらの文字を含んでい 
るフォントテーブルと比 
較することで、たやすく 
コード同士の対応関係を 
把握することができるで 


あ 
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8)CM roman (5, 6, 7, 
8, 9,10,12,17pt) 


9 ) 実際にはアクセント記号 
を付ける位置の調整のた 
めに TeX 内部で利用さ 
れる値です。 


Table 4 - 14 • フォントテーブルのサンプル 
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したがって、たとえば「文字“ y ” の高さ」という場合、 「 AByCD 」 として 
みると明らかな、“ベースラインより下にはみだした部分”はそれに含まれ 
ません。この“はみだし部分”、つまりベースラインより下の部分の高さを 
此の世界では「文字の深さ」いいます。 

なお、フォントテーブル中、左見出しのイタリック体で書かれた数字 （Table 
4-14 でいえば“，？む”という数字列）のベースラインと、要素となってい 
る文字のベースラインとを揃えてあります。ベースラインの位置確認をした 
い場合は参考にしてください。 

〇 depth 

当該フォント中、0…9, A ... Z , a ... z の ASCII コードと等しい IfeX の 
内部コードを持つ文字のうち、最も深い文字の深さを意味します。 

〇 slant 

当該フォントの傾きを意味します 9 )。 

また 、 plain の \ char , あるいはの \symbol のように、フォント 
の 文字コード （TgK の 内部 コード） を指定しなければならないコント ロール • 
シーケンスを使用する場合などは、以下に示すような手順を踏んでフォントの文 
字コードを得てください。 

〇 8 進数で文字コードを得たい場合 

仮に cmrlO における 「 Z 」 の文字コードを得たいものとしましょう。 

(1) まず、 cmrlO のフォントテーブルから 「 Z 」 を探します。 

(2) テーブルの左見出しにイタリック体で記述された数字に注目し、文字 
コードの上位桁を得ます。 
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「 z 」 の場合、のがこれにあたります。 

(3) テーブルの上見出しにイタリック体で記述された数字に注目し、文字 
コードの下位桁を得ます。 

「 Z 」 の場合、2がこれにあたります。 

(4) 「 Zj の文字コードが35玄であることがわかりました 11 )。 

〇16進数で文字コードを得たい場合 

仮に cmrlO における 「 R 」 および 「 Zj の文字コードを得たいものとしましよう。 


10) T 1 eX では数字の前に r ， J 
をつけることで、8進数 
であることを表します。 


11) 上位桁で〇：で表されて 
いた部分に、下位桁が収 
まったわけです。 


(1) まず、 cmrlO のフォントテーブルから 「 R 」 および 「 Z 」 を探します。 

(2) テーブルの右見出しにタイプライタ体で記述された数字に注目し、文字 
コードの上位桁を得ます。 

「 R 」 および 「 Zj とも、 "5x 12) がこれにあたります。 

(3) 下位桁の取得には若干の注意を要します。今求めた上位桁は、フォント 
テーブルでいう2列ずつをひとつの値で示していました 13 )。もし、文 
字コードを得たい文字がこの2列のうちの上側の列にある場合、テープ 
ルの上見出しにイタリック体で記述された数字が下位桁を意味します。 
これに対して、文字コードを得たい文字が2列のうちの下側の列にある 
場合、テーブルの下見出しにタイプライタ体で記述された数字が下位桁 
を意味します。 

「 R 」 は、上位桁" 5 x が表すフォントテーブル上の2列のうち上の列に 
あるので、2が下位桁にあたります。これに対し、 「 Z 」 は、上位桁" 5 x 
が表す2列のうち下の列にあるので、" A が下位桁にあたります。 

(4) 「 R 」 の文字コードが"52、 「 Z 」 の文字コードが "5 A であるとわかりま 
した。 


12) T ^ X では数字の前に r " j 
をつけることで、16進 
数であることを表します。 

13) 16 進数で文字コードを 
表す場合、上位桁はフォ 
ント テーブル 上の2列ず 
つをひとつの値で示しま 
す。16進数の“10” が 
8進数の “20” である 
ことを考えれば、これは 
不思議でもなんでもあり 
ません。 


| 4.3.3 Font Tables 

それでは、次ページから始まる多種多彩なフォント群を活用してください。 
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本書に添付されたディスク内の、プログラム、データおよびそれに準じるもの（以下、こ 
れらをまとめて「プログラム」と総称します）は、正しく動作することを望んで製作されて 
いますが、その動作はいっさい保証されていません。したがって、各プログラムを使用した 
ために生じたいかなる損害についても、以下に名前をつらねる人および法人がその補償を 
することはありません。各「ブログラム J は、 ユーザの 責任において使用してください。 

また、各「プログラム」は、刊行時点の最新版を添付するように努めていますが、さま 
ざまな理由から、必ずしも最新版ではないことがあります。この場合でも、以下で名前をつ 
らねる者に、これに対応する義務はないものとします。 

本書の内容に関するお問い合わせは、返信用の封筒に切手を貼ったものを同封のうえ、必 
ず封書で「ソフトバンク株式会社ハードウヱア活用書編集部 r X 680 x 0 TJeXj 係」まで 
お願い致します。なお、本書の内容以上に関するお問い合わせにはお答えしかねますので、 
御了承ください。 
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